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横浜市芸術文化教育プログラム推進事業

芸術文化による「体験の記憶」と子どもたち

　子どもの成長にとって必要な体験は何か？子どもに関
わるすべての人が抱くこの疑問に対しては多くの答えが

あるでしょう。確かなことは、芸術文化は、他の手法では

得られない「体験の記憶」を与えてくれるということです。

　芸術文化を生み出す芸術家は、磨かれた感性や創造

力を活かして独創的な表現を行っています。そのため、

子どもたちが家庭や地域や学校で出会う大人とは、異な

る技能、異なる発想を持っています。

　芸術家や芸術作品と出会うことで、子どもたちは、それ

まで知らなかった新しい発想、新しい世界に、驚きをもっ

て接するという「体験の記憶」を得ることになります。感性

を刺激され、新しい自分を発見した子どもたちは、まだ見

ぬ社会で生きる力を身につけることになるでしょう。

　こうした考えに基づき、横浜市では、学校において芸術

文化体験プログラムを実施する『横浜市芸術文化教育プ

ログラム推進事業』を、これまで4年間にわたり実施して

きました。この事業では、美術、音楽等様々な芸術文化の

ジャンルにおいて、子どもたち自らがワークショップ等の

プログラムに参加し、芸術文化の体験を行っています。

　今後、より有意義なプログラムを実施していくために

は、過去の事例から改善点を学び、次に活かしていくこと

が不可欠です。また、学校現場をはじめ、教育委員会、

アーティスト、芸術団体等との緊密な協働体制を築くこと

が必要であると考えています。

　子どもたちがより豊かな「体験の記憶」を得ることがで

きるように、子どもに関わる多くの方々のご理解とご協力

をお願いいたします。
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「横浜市芸術文化教育プログラム推進事業」は、学校の授業に様々なジャンルのアーティストを派遣し、体験型

のワークショップを中心に展開する事業です。横浜の将来を担う子ども達が活力あふれる社会を作って行けるよ

う、芸術文化活動の体験を通して子どもの潜在的な創造性を引き出し伸ばしていくことを主眼に、体験する過程

そのものを大切にしながら実施しています。

平成19年度は「横浜市芸術文化教育プログラム推進事業」として、全市立小・中・盲ろう養護学校に希望を募り

ました。個別プログラムの実施にあたっては、各学校と協議し、また参加アーティストの意見も活かしながら企画

立案を進め、市内51校での実施を予定しています。

プログラムⅠ：学校施設を利用したアウトリーチ（芸術文化の出前）事業[全市立小・中・盲ろう養護学校が対象]
 ⇒詳細:P71

プログラムⅡ：子どもオペラ教室[全市立小・中・盲ろう養護学校が対象]⇒詳細:P71

プログラムⅢ：アート体験ワークショップ[小学校が対象。  ※ 20年度からは中・盲ろう養護学校も対象になります。]

　
財団法人横浜市芸術文化振興財団では、横浜市からの委託を受け、平成16年度より「横浜市芸術文化教育プ

ログラム推進事業」の企画立案・実施に参画し、プログラムⅢの「アート体験ワークショップ」を主催しています。

【2月14日～】 実施校の募集（応募締切：3/14）
市内の全市立小・中・盲ろう養護学校へ、教育委員会を経由して
募集案内を配布し、参加希望を受付。
アートNPOの実施するアウトリーチ（プログラムⅠ・Ⅱ）とともに
一括して募集を行い、希望するプログラムを各校３つまで調書
に記入してもらいまいした。

【2月】 企画概要の立案
アーティストやコーディネーターに依頼し、学校への提案企画と
して、6ジャンル・22プログラムを準備。

【4月】 実施希望校との調整
30校でのプログラム実施を決定。

【6月～】 プログラム開始（～20年3月）

【3月】 全体報告書の作成

①実施概要の決定
学校側の日程や状況・要望を聞き取り、アーティストの
アイデアも活かしながら、具体的なプログラムへと練り
あげました。

②打合せ
学校・アーティスト・コーディネーター間での意見交換を
し、プログラムを完成。児童の様子や学校の環境の確認
のため、アーティストと下見・見学を行いました。

③プログラム当日

④振り返り
児童・先生から回収した感想またはアンケートを基に、
振り返りを実施。実施に伴う効果や、今後に向けての課
題等を聞き取りました。

●今後の展望 
芸術文化教育プログラムの実施において、全市的に実施校を拡大していくためには、市民活力推進局だけで

なく、教育委員会、学校現場、横浜市芸術文化振興財団、ＮＰＯ法人、企業など、様々な実施主体が関わり、ネッ

トワークにより、多様なニーズを支えていく環境づくりを進めることが不可欠です。

そのため、今年度中に、関係機関による懇談会を経て、「芸術文化教育プラットフォーム(仮称)」の設立を目指

しています。

アート体験ワークショップの流れ

個別プログラムの流れ

振り返りプログラム
実施

先生・アーティスト
との打合せ
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●テレビを通して身近に感じていたクレイ

アニメの世界を自ら作り上げることは、と
ても新鮮な体験だったようです。グルー
プで意見を出し合い、物語の構成づくり
や粘土による造形を、楽しみながら集中
して取り組んでいました。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

グループ毎に作った物語をもとに、クレイ（粘

土）を使ってそれぞれがキャラクターを作り、少し

ずつそれを動かしてアニメーションを作ります。

粘土を使って造形する力と、物語を作る想像力を

育て、日頃テレビでしか接することのないアニ

メーションを身近に体験する機会を設けます。

実施校………横浜市立中和田南小学校

日時…………平成20年2月19日（火） 2～4時間目

 平成20年2月20日（水） 2～5時間目

対象学年……5年生（2クラス）

実施教科……図工

アーティスト…伊藤有壱、井上二美（アニメーター）

知っているようで知らないクレイアニメの制作

工程を間近で体験させたいと思いました。子ども

たちが「ものをつくる」という創造的な体験に、意

欲的に取り組むことを期待しました。

●一つの動きを作るのも大変だったという

ことがわかりました。でも、みんなで協力

して作ったクレイアニメはとても楽しかっ

たです。

●自分のつくった物がうごくのですごいと

思った。一つ一つうごかすので最初はむ

ずかしかったけど、どんどん楽しくなって

きました。

●自分たちもクレイアニメを作れることに

びっくりしました。

●5分間のクレイアニメでも、作るのにはと

ても沢山の手間や時間がかかり、大変だ

と思いました。

●関心を持って取り組んでいました。普段、

表現することがあまり得意ではない児童

も、粘土を動かす作業の中で「こうした

い！」という気持ちをきちんと主張してい

たので驚きました。

●クレイアニメについてCMやTVでもう一

度見てみたいという子が多くいました。

●ほとんどの児童が「ニャッキ」などのクレ

イアニメを見たことがあり、イメージが湧

いたようで、楽しみにしていました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師によるデモンストレーションの後、グループ

に分かれてクレイを動かしたり変形させたりし

て、アニメーションの仕組みを体験しました。そ

して、各グループで事前に考えた物語をもとに、

キャラクターを作りました。作ったキャラクター

を、物語に沿って順番に少しずつ動かし、アニ

メーション作りに挑戦しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）
 発表（1時間／全クラス）

各グループ、100～200コマ近いシーンを撮影

し、約20秒のアニメーション作品を完成させまし

た。それぞれのグループが作った作品を2クラス

合同で鑑賞しました。
どちらでもない 2％

はい 100％

授業は楽しかったですか？Q

はい 96％ いいえ 2％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 92％

また参加したいですか？Q

はい 40％ どちらでもない
29％

いいえ 31％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 34％ 難しかった 58％

授業は難しかったですか？Q
どちらでもない 8％

どちらでもない 4％

いいえ 2％

無回答 2％

コーディネーターのコメント

横浜市立中和田南小学校

クレイアニメ：物語を作って
 アニメーションを制作しよう

映像

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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講師によるデモンストレーションの後、グループ
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●打合せを丁寧に行いましたので、先生方の

アウトプットイメージ（10歳を祝う会）に接

続できるプログラムになったと思います。

（NPO法人 STスポット横浜）

●はじめて自分のゆめを体で表げんしたの

で楽しかった。やるたびやるたびやる気が

出てきた。

●自分の夢を体で伝えたときに分かってく

れないだろうなと思っていたけど、分かっ

てくれてよかったです。

●いろんな人のゆめを見られてうれしかった。

●形を作るのがむずかしかったけど、楽し

かった。

●えんげきをみてみたい！本物はどういうも

のだか行ってみたい。

●みんなでまとまって協力してやれたので

よかったです。

●お互いに声をかけあい、助け合う姿がた

くさん見られました。子どもたちにとって、

思い出に残る楽しい時間だったように思

います。

●子どもたちも喜んで参加しており、生き生

きと活動していました。

●通常の教室では決まった仲間としかやり

取りがありませんが、今回の授業ではふ

だん見られない子どもたちの組み合わせ

が多くありました。

●この授業が終わった後は、落ち着いてほか

の授業に取り組む傾向があります。

●教師という立場ではない外部のアーティ

ストが来てくれたことで、子どもにも教員

にもいい影響がありました。

子どもたちが水平的関係の中で取り組めるよう

な場づくりを重視した上で、「動き」「音」「声」に焦

点を合わせた表現力の向上を図ります。2月の「10

歳を祝う会」で行う身体表現作品の創作につなが

るような演劇体験を行ないます。

実施校………横浜市立桜井小学校

日時…………平成19年12月11日（火） 1～4時間目

 平成20年 1  月15日（火） 1～4時間目

 平成20年 1 月21日（月） 1～4時間目

対象学年……4年生（2クラス）

実施教科……総合

アーティスト…柏木陽（俳優・演出家）

子どもたちが自由な発想で表現活動を楽しむこ

とを期待しました。外部の人から授業を受けると

いう機会を、子どもたちの社会性を育てるために

利用したいと考えました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

コミュニケーションゲーム（だるまさんがころん

だ、長並びなど）を行ないました。「自分の将来の

夢」を動きで表現することを、次回に向けた宿題

としました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

子どもたちが作ってきた「将来の夢、なりたい職

業」をグループごとに発表し、どんな将来を考え

ているのか、みんなで当てっこしました。また、コ

ミュニケーションゲームを行ないました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）

「将来の夢、なりたい職業」をグループごとに発

表。それぞれの作品を一つの作品として構成す

るために、個別の動きの切り替え方などを考えま

した。終了後は先生方にゆだねて、「10歳を祝う

会」での発表へと繋げることにしました。

はい 92％

授業は楽しかったですか？Q

はい 69％ いいえ 2％

どちらでもない 10％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 88％

また参加したいですか？Q

はい 33％ どちらでもない
34％

いいえ 33％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 49％ 難しかった 20％ どちらでもない
31％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 8％

どちらでもない 29％

いいえ 2％

先生のコメント

子どもたちのコメント

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立桜井小学校

演劇：自分の夢を表現してみよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待 c o m m e n t s
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続できるプログラムになったと思います。

（NPO法人 STスポット横浜）

●はじめて自分のゆめを体で表げんしたの

で楽しかった。やるたびやるたびやる気が

出てきた。

●自分の夢を体で伝えたときに分かってく

れないだろうなと思っていたけど、分かっ
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かった。

●えんげきをみてみたい！本物はどういうも

のだか行ってみたい。

●みんなでまとまって協力してやれたので

よかったです。

●お互いに声をかけあい、助け合う姿がた

くさん見られました。子どもたちにとって、

思い出に残る楽しい時間だったように思

います。

●子どもたちも喜んで参加しており、生き生

きと活動していました。

●通常の教室では決まった仲間としかやり

取りがありませんが、今回の授業ではふ

だん見られない子どもたちの組み合わせ

が多くありました。

●この授業が終わった後は、落ち着いてほか
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業」をグループごとに発表し、どんな将来を考え

ているのか、みんなで当てっこしました。また、コ
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はい 92％

授業は楽しかったですか？Q

はい 69％ いいえ 2％

どちらでもない 10％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 88％

また参加したいですか？Q

はい 33％ どちらでもない
34％

いいえ 33％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 49％ 難しかった 20％ どちらでもない
31％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 8％

どちらでもない 29％

いいえ 2％

先生のコメント

子どもたちのコメント

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立桜井小学校

演劇：自分の夢を表現してみよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待 c o m m e n t s
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●劇をやると言われたのに、なんだか身体

を使った遊びばかり。「？」マークがたくさ

ん浮かんでいた2日間のワークショップの

後には、子どもたちの頭の中にしっかりと

劇のイメージが出来上がっていました。

同じ題材でも、1・2組でまったく違う劇が

出来上がり、お互いを賞賛し合う姿が印

象的でした。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

例年音楽の授業で取り組んでいる「つるのおん

返し」の題材で、音作りを楽しみ、簡単な劇を制作

します。クラスごとに違う解釈の作品を作り、「十歳

を祝う会」での上演を目指します。様々な意見交換

をすることでお互いを認め合い、みんなでひとつ

の劇を作りあげる楽しさと達成感を味わいます。

実施校………横浜市立中丸小学校

日時…………平成19年1月24日（木） 3～6時間目

 平成19年1月25日（金） 3～6時間目

 平成19年2月7日（木） 3～6時間目

 平成19年2月8日（金） 3～6時間目

対象学年……4年生（2クラス）

実施教科……総合・音楽

アーティスト…福島康（演出家・俳優）

子どもたちの表現力を、プロの指導で引き出す

ことができればと期待していました。また、みんな

で作り上げる楽しさを体験できればと思いました。

●大きな声を出すことがどんなに大切かを

知りました。

●私は、はたおりの音を作りました。友達ど

うし、「ここはこうしたほうがいいよ」と教

え合いながら練習を進めていきました。

●みんながすごくがんばってできた。一人

一人が自分の役になりきって、こうか音の

人がしっかり場面ごとに音を変えていて、

「心が一つ」になってすばらしいえんぎが

できました。

●子どもたちの積極的な取り組みの姿勢、

通常は見られない活躍の姿が見られ、感

動しました。一つのことをみんなでやり遂

げる達成感を持てたようです。

●子どもたちの目の輝きが違っていました。

ワークショップの内容が劇の中にも活かさ

れていて、子どもたちの柔軟な感性や、学

習能力を感じました。

●子どもたちのやる気や表現をたくさん引き

出していただきました。この子たち、こんな

にも頑張れるんだとわかり、うれしい気持

ちです。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

まず最初は、あいさつの練習。色々な歩き方やス

キップで体をほぐしてから、呼吸や発生について

学びました。「つるのおん返し」のテキストを実際

に声に出して読み、感想を話し合いました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

おにごっこなどで心と体を解放してから、音楽劇を

作るための話し合いを行ないました。シナリオ作

りや音響効果の入れ方など、具体的に劇を作り上

げるための作業を行なった後、役を決めました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）
【4日目】 ワークショップ4（2時間／クラスごと）

構成や体系を考えて稽古をしながら、劇を完成

させました。

はい 100％

授業は楽しかったですか？Q

はい 100％

どちらでもない 1％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 98％

また参加したいですか？Q

はい 53％

どちらでもない
23％

難しかった 35％

どちらでもない
23％

いいえ 24％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 42％

授業は難しかったですか？Q

いいえ 1％

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立中丸小学校

音楽劇：音と一緒に劇をつくる

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容
アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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仮面を使って、子どもたちが苦手とするコミュ

ニケーション能力や表現力を向上させることが目

標です。表現には話すことだけでなく、動きや表

情など、いろいろ

な手段があること

を知り、自分を表

現できる楽しさを

感じます。

実施校………横浜市立黒須田小学校

日時…………平成19年10月15日（月） 1～2時間目

 平成19年10月22日（月） 1～2時間目

 平成19年10月29日（月） 1～2時間目

対象学年……4年生（3クラス）

実施教科……総合

アーティスト…関野公子（舞台用仮面製作、舞台衣 

 装デザイン）、吉岡紗矢（俳優）

学校全体の目標となっているコミュニケーショ

ン能力の向上や表現力の育成に役立てたいと思

いました。また、大勢の前で表現する充実感や、達

成感を感じてもらうことを期待しました。

●しゃべらないで動きだけで表現するのはと

てもむずかしかった。

●お話つくりで意見を出し合ってみんなで考

えたことが、動きでできたのでよかった。

●初めて舞台の仮面を見ました。すごいな

と思った。

●仮面の飾りに工夫したのが楽しかった。

●みんなでやった動きや歩くゲームが面白

かったです。

●せりふなしで動きだけで表現することは、

子どもにとって日常体験していないこと

だけに、とまどいが多くみられたのも事実

です。高度すぎたかなというのが素直な

感想です。

●正直子どもにとって今回のワークショップ

は難しかったと思います。ただその中でも

子どもたちはグループで相談して熱心に

練習し、本番では達成感を得ていました。

●ワークショップにおける講師の数をより

多くした方がよいと思いました。

●新設校として初めての取り組みであった

けれど、今回のいろいろな経験を活かし

て次の機会があれば、ぜひ前向きに取り

組んで行きたいです。

●事前打合せに参加できなかった先生にそ

の内容を文書で送付するなど工夫して進

めましたが、講師・学校・コーディネー

ターとの連携や、先生間の伝達がスムー

ズにいくように、各日終了後にミーティン

グを持てればさらに良くなったと思いま

す。この経験を今後に反映させていきた

いと思います。

（企業組合 メディア・グローバル）

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師が舞台で使用する仮面を付けて表現する

のを見てから、それぞれ自分の仮面を作りまし

た。自分の図案にそって台紙を切り抜き、チラシ

など身近な材料を使って仮面の原型を完成させ

ました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

「歩き」から始まる基本的な「動き」の練習。日常

の動きを人にわかるように伝える方法を、講師が

デモンストレーションしました。実際に仮面を付

けて、グループごとにタイトルを決めて寸劇をし

てみました。また、順番に鏡の前で自分たちの動

きを確認しました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）

「動き」の修正をしながら、各グループで発表会へ

向けて寸劇の練習を行いました。状況説明のナ

レーションは可ですが、基本的にせりふはありませ

ん。動きをできるだけ大きくすることを考えました。

※11月3日開催の学校行事「チャレンジ学習祭」で発
表を行いました。

はい 79％

どちらでもない 16％

どちらでもない 21％

授業は楽しかったですか？Q

はい 34％ いいえ 25％ どちらでもない 41％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 84％

また参加したいですか？Q

はい 18％ どちらでもない 73％いいえ 9％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 40％ 難しかった 26％ どちらでもない
34％

授業は難しかったですか？Q

演劇
横浜市立黒須田小学校

仮面劇：仮面を使って表現してみよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容
アンケート

学校からの期待

先生のコメント

コーディネーターのコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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身体の感覚を呼び醒まし、直感力や発想力を

引き出します。また、身体を使った表現を行なうこ

とで、新しい自分を発見することを目標とします。

特に3年生は仮面

を使って動き、ひ

とつの「劇」を作り

上げます。

実施校………横浜市立南神大寺小学校

日時…………平成19年1月29日（火） 3～5時間目
 平成19年2月 6 日（水） 3～5時間目
 平成19年2月13日（水） 3～5時間目
 平成19年2月19日（火） 3～4時間目
 平成19年2月20日（水） 4～5時間目

対象学年……3・4年生（それぞれ1クラス）

実施教科……総合・体育・国語・図工

アーティスト…楠原竜也（振付家・ダンサー）

自分を開いて表現するのが苦手な子が多いの

で、授業以外のアプローチで、心を解放して表現

する楽しさを味わわせたいと思いました。また、普

段は他者の目を気にしてできないような表現をさ

せたいと考えました。

●ふつうではださない音とかふつうではおど
らないことをきいたりおどったりするのは
おもしろかった。

●ほんばんのときにきんちょうしたけど、とも
だちといっしょにれんしゅうしたことを思
いだしてやったらおちついてできたのがう
れしかったです。

●いつもはふつうの体育かんを、あんなに
大しぜんの森にして、すごかったし、あん
まり目だたない南神にこんなにおおもの
がきて、「げきスペシャル」の時が楽し
かったです。

●参観日、人が見ていても「楽しかった」と
言う子が多かったことに驚きました。人に
見られることが苦手な子が多いと思って
いましたので、意外でした。

●プロに任せることで、学校現場の人間だけ
では想像もつかない活動ができるんだな
と感じました。

●自分たちが考えたアイデアがストーリー
の中に取り込まれていることで、子どもた
ちが喜びを感じ「自分たちの劇」という想
いがより強くなったと思います。

●図工や国語など、教科の枠を越えて授業
が発展し、全体としてとても良いカリキュ
ラムになりました。担当の先生の柔軟な
発想とフレキシブルな対応があってこそ、
実現したプロジェクトだと思います。
（NPO法人 芸術家と子供たち）

【1日目】 ワークショップ1（2時間／3年生）
 （1時間／4年生）

組になって、「手と肩」「頭とかかと」など身体の部

位をくっつけて静止したり、タンバリンをたたく回

数で、歩る・走る・座るなどの動きを行ないました。

身体の感覚を研ぎ澄ますことに挑戦しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／3年生）
 （1時間／4年生）

森をイメージした音を聞きながら、自分たちが

作った仮面をつけて、動物になったつもりで動き

ました。

【3日目】 ワークショップ2（2時間／3年生）
 （1時間／4年生）

仮面の生き物ごとにグループに分かれ、動き方

（歩き方）を工夫。グループごとに発表しました。

また、音楽に合わせて動いてみました。

【4日目】 ワークショップ4（2時間／3年生）

講師が事前に会場のセッティングを行い、跳び箱

やフラフープ、テントを用いて宝島の世界を表現。

「クチャメーチャ島」のストーリーに沿って、仮面を

つけて実際に動きながら、それぞれの役の動きを

覚えました。

【5日目】 リハーサル（2時間／3年生）
 発表（1時間／3年生）

リハーサルではそれぞれの役の動きのポイント

をおさらい。授業参観では、保護者の前で発表し

ました。

はい 91％ どちらでもない 9％

授業は楽しかったですか？Q

はい 81％ いいえ 3％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 85％

また参加したいですか？Q

はい 68％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

いいえ 16％

どちらでもない 16％

簡単だった 62％ 難しかった 19％

授業は難しかったですか？Q
どちらでもない 19％

どちらでもない 16％

どちらでもない 9％

いいえ 3％

無回答 3％

演劇
横浜市立南神大寺小学校

仮面劇：身体の感覚を研ぎ澄まそう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容
アンケート

学校からの期待

先生のコメント

コーディネーターのコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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身体の感覚を呼び醒まし、直感力や発想力を

引き出します。また、身体を使った表現を行なうこ

とで、新しい自分を発見することを目標とします。

特に3年生は仮面

を使って動き、ひ

とつの「劇」を作り

上げます。

実施校………横浜市立南神大寺小学校

日時…………平成19年1月29日（火） 3～5時間目
 平成19年2月 6 日（水） 3～5時間目
 平成19年2月13日（水） 3～5時間目
 平成19年2月19日（火） 3～4時間目
 平成19年2月20日（水） 4～5時間目

対象学年……3・4年生（それぞれ1クラス）

実施教科……総合・体育・国語・図工

アーティスト…楠原竜也（振付家・ダンサー）

自分を開いて表現するのが苦手な子が多いの

で、授業以外のアプローチで、心を解放して表現

する楽しさを味わわせたいと思いました。また、普

段は他者の目を気にしてできないような表現をさ

せたいと考えました。

●ふつうではださない音とかふつうではおど
らないことをきいたりおどったりするのは
おもしろかった。

●ほんばんのときにきんちょうしたけど、とも
だちといっしょにれんしゅうしたことを思
いだしてやったらおちついてできたのがう
れしかったです。

●いつもはふつうの体育かんを、あんなに
大しぜんの森にして、すごかったし、あん
まり目だたない南神にこんなにおおもの
がきて、「げきスペシャル」の時が楽し
かったです。

●参観日、人が見ていても「楽しかった」と
言う子が多かったことに驚きました。人に
見られることが苦手な子が多いと思って
いましたので、意外でした。

●プロに任せることで、学校現場の人間だけ
では想像もつかない活動ができるんだな
と感じました。

●自分たちが考えたアイデアがストーリー
の中に取り込まれていることで、子どもた
ちが喜びを感じ「自分たちの劇」という想
いがより強くなったと思います。

●図工や国語など、教科の枠を越えて授業
が発展し、全体としてとても良いカリキュ
ラムになりました。担当の先生の柔軟な
発想とフレキシブルな対応があってこそ、
実現したプロジェクトだと思います。
（NPO法人 芸術家と子供たち）

【1日目】 ワークショップ1（2時間／3年生）
 （1時間／4年生）

組になって、「手と肩」「頭とかかと」など身体の部

位をくっつけて静止したり、タンバリンをたたく回

数で、歩る・走る・座るなどの動きを行ないました。

身体の感覚を研ぎ澄ますことに挑戦しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／3年生）
 （1時間／4年生）

森をイメージした音を聞きながら、自分たちが

作った仮面をつけて、動物になったつもりで動き

ました。

【3日目】 ワークショップ2（2時間／3年生）
 （1時間／4年生）

仮面の生き物ごとにグループに分かれ、動き方

（歩き方）を工夫。グループごとに発表しました。

また、音楽に合わせて動いてみました。

【4日目】 ワークショップ4（2時間／3年生）

講師が事前に会場のセッティングを行い、跳び箱

やフラフープ、テントを用いて宝島の世界を表現。

「クチャメーチャ島」のストーリーに沿って、仮面を

つけて実際に動きながら、それぞれの役の動きを

覚えました。

【5日目】 リハーサル（2時間／3年生）
 発表（1時間／3年生）

リハーサルではそれぞれの役の動きのポイント

をおさらい。授業参観では、保護者の前で発表し

ました。

はい 91％ どちらでもない 9％

授業は楽しかったですか？Q

はい 81％ いいえ 3％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 85％

また参加したいですか？Q

はい 68％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

いいえ 16％

どちらでもない 16％

簡単だった 62％ 難しかった 19％

授業は難しかったですか？Q
どちらでもない 19％

どちらでもない 16％

どちらでもない 9％

いいえ 3％

無回答 3％

演劇
横浜市立南神大寺小学校

仮面劇：身体の感覚を研ぎ澄まそう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容
アンケート

学校からの期待

先生のコメント

コーディネーターのコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●子どもたちが明朗快活で、パペットの動

きも良かったです。先生方も最初から積

極的に関わってくださり、大変良い雰囲

気で進めることができました。

（企業組合 メディア・グローバル）

パペット人形を使って表現することを通して、

想像力や創造力を引き出し、それぞれの表現力

を向上させます。

また、テーマについて話し合ったり、わかりやす

く見せ、聞こえやすく話すことを学んだりする中

で、コミュニケーション能力を高めます。

実施校………横浜市立坂本小学校

日時…………平成19年10月23日（火） 1～6時間目

 平成19年10月30日（火） 1～6時間目

 平成19年11月6日（火） 1～6時間目

対象学年……3年生（3クラス）

実施教科……総合

アーティスト…中村信子（パペット人形製作・操演）

一人ひとりの子どもが、自分の思いをはっきり

伝えることに自信を持つ機会になればと思いまし

た。そこで、3年生という発達段階において体験さ

せる意義が大きいと考えました。楽しく学習し、友

達との交わりを深めることを期待しました。

●作るのがとても楽しかったです。ボンドを

つけたりパーツを切るのがむずかしかっ

たけど、おもしろかったです。

●発表会は緊張したけど、手をしっかりあげ

てパペットがお客さんに良く見えるように

がんばりました。拍手をもらってとてもう

れしかったです。

●みんなのパペットを見ることができて楽

しかったです。題名は同じ「桃太郎」でも

内容がちがって面白かったです。

●発表してとても楽しくよかったです。私は

みんなとこんなにできるとは、ぜんぜん

思っていませんでした。

●家でも劇をして観せています。パペット大

事にします。

●発表会では子どもたちが真剣にいい表情

をしていました。また、実施前は消極的

だった子どもの声が実施後には教室内で

聞かれるようになりました。

●プログラム終了後、子ども同士で「○○ちゃ

ん声が大きくなったね」と言っています。表

情が明るく目がキラキラしてきました。

●図工が苦手の児童も、かなり真剣に取り組

んでいました。

●子ども同士の関わりが深まり、温かい雰囲

気が伝わってきました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

パペット製作。カラーウレタンをはさみで切り、

ボンドで張り合わせて作りました。また、講師の

パペットの動かし方を見て、「口を大きく動かす」

という基本的な

動きをやってみ

ました。自分の

パペットを大事

にすることも学

びました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

舞台を設営して、実際に人形を動かしてみまし

た。見ている人にわかりやすいように人形を動か

すこと、人に聞こえるように声を出すことを学び

ました。後半は、「遊び」をテーマにグループで即

興。意見を出し合って、協力しながら進めました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）

舞台で操演することを体験し、表現を楽しみま

した。一人ずつパペットで講師のパペットと会話

をしたり、「おとぎ話」をテーマにグループで即

興を行ないました。人形を大きく動かす、大きな

声を出すといった、わかりやすく見せる工夫を

考えました。 

はい 95％ どちらでもない 5％

授業は楽しかったですか？Q

はい 94％ いいえ 1％

どちらでもない 7％

どちらでもない 5％
授業はよくわかりましたか？Q

はい 90％

また参加したいですか？Q

はい 61％

どちらでもない
16％

難しかった 38％

どちらでもない
17％

いいえ 22％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 46％

授業は難しかったですか？Q

いいえ 3％

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立坂本小学校

パペット：人形を通して表現してみよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●子どもたちが明朗快活で、パペットの動

きも良かったです。先生方も最初から積

極的に関わってくださり、大変良い雰囲

気で進めることができました。

（企業組合 メディア・グローバル）

パペット人形を使って表現することを通して、

想像力や創造力を引き出し、それぞれの表現力

を向上させます。

また、テーマについて話し合ったり、わかりやす

く見せ、聞こえやすく話すことを学んだりする中

で、コミュニケーション能力を高めます。

実施校………横浜市立坂本小学校

日時…………平成19年10月23日（火） 1～6時間目

 平成19年10月30日（火） 1～6時間目

 平成19年11月6日（火） 1～6時間目

対象学年……3年生（3クラス）

実施教科……総合

アーティスト…中村信子（パペット人形製作・操演）

一人ひとりの子どもが、自分の思いをはっきり

伝えることに自信を持つ機会になればと思いまし

た。そこで、3年生という発達段階において体験さ

せる意義が大きいと考えました。楽しく学習し、友

達との交わりを深めることを期待しました。

●作るのがとても楽しかったです。ボンドを

つけたりパーツを切るのがむずかしかっ

たけど、おもしろかったです。

●発表会は緊張したけど、手をしっかりあげ

てパペットがお客さんに良く見えるように

がんばりました。拍手をもらってとてもう

れしかったです。

●みんなのパペットを見ることができて楽

しかったです。題名は同じ「桃太郎」でも

内容がちがって面白かったです。

●発表してとても楽しくよかったです。私は

みんなとこんなにできるとは、ぜんぜん

思っていませんでした。

●家でも劇をして観せています。パペット大

事にします。

●発表会では子どもたちが真剣にいい表情

をしていました。また、実施前は消極的

だった子どもの声が実施後には教室内で

聞かれるようになりました。

●プログラム終了後、子ども同士で「○○ちゃ

ん声が大きくなったね」と言っています。表

情が明るく目がキラキラしてきました。

●図工が苦手の児童も、かなり真剣に取り組

んでいました。

●子ども同士の関わりが深まり、温かい雰囲

気が伝わってきました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

パペット製作。カラーウレタンをはさみで切り、

ボンドで張り合わせて作りました。また、講師の

パペットの動かし方を見て、「口を大きく動かす」

という基本的な

動きをやってみ

ました。自分の

パペットを大事

にすることも学

びました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

舞台を設営して、実際に人形を動かしてみまし

た。見ている人にわかりやすいように人形を動か

すこと、人に聞こえるように声を出すことを学び

ました。後半は、「遊び」をテーマにグループで即

興。意見を出し合って、協力しながら進めました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）

舞台で操演することを体験し、表現を楽しみま

した。一人ずつパペットで講師のパペットと会話

をしたり、「おとぎ話」をテーマにグループで即

興を行ないました。人形を大きく動かす、大きな

声を出すといった、わかりやすく見せる工夫を

考えました。 

はい 95％ どちらでもない 5％

授業は楽しかったですか？Q

はい 94％ いいえ 1％

どちらでもない 7％

どちらでもない 5％
授業はよくわかりましたか？Q

はい 90％

また参加したいですか？Q

はい 61％

どちらでもない
16％

難しかった 38％

どちらでもない
17％

いいえ 22％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 46％

授業は難しかったですか？Q

いいえ 3％

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立坂本小学校

パペット：人形を通して表現してみよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●授業も積極的に参加し、あと片付けなど

も自発的に手伝ってくれるなど明るく素

直な子どもたちでした。「人の前で声を出

して発表する」経験で自信をつけてくれ

た子どもたちもいたようです。

（企業組合 メディア・グローバル）

パペット人形を使って表現することを通して、

想像力や創造力を引き出し、それぞれの表現力

を向上させます。

また、テーマについて話し合ったり、わかりやす

く見せ、聞こえやすく話すことを学んだりする中

で、コミュニケーション能力を高めます。

実施校………横浜市立新治小学校

日時…………平成20年3月3日（月） 1～4時間目

 平成20年3月5日（水） 1～4時間目

対象学年……3年生（2クラス）

実施教科……図工

アーティスト…中村信子（パペット人形製作・操演）

現場の教師ではできないプロならではの授業

を期待していました。そして、3年生最後の良い思

い出になればと思いました。

●動かすのはちょっと難しかったけど面白

いです。

●人形が思うように動いてくれた。すごく楽

しかった。

●伝言ゲームや水泳大会など人形で演じて

面白かった。

●自分で声を出しながらパペットの口を動

かすのが難しかった。

●緑色で恐竜を作るとき、のんびりした気持

ちになりました。動かし方のコツを知って

家でもやってみようかな。

●私はふだんは恥ずかしくてなかなか発表

とかできなかったけど、今日の劇であまり

恥ずかしくなくなった。しかもうまくでき

たのでよかった。

●予想以上の授業で、大変良い経験をさせ

ていただきました。

●ふだん控えめな子どもが積極的に活動す

るなど、子どもの違う一面を見ることがで

き発見がありました。

●どの子も大差なく完成でき、毎日パペット

に話しかけています。家に持って帰って両

親や兄弟に動かして見せたいようです。

●保護者の反応もとても良かったです。親子

でやりたいという声もありました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

パペット製作。カラーウレタンをはさみで切り、

ボンドで張り合わせて作りました。また、講師の

パペットの動かし方を見て、「口を大きく動かす」

という基本的な動きをやってみました。自分のパ

ペットを大事にすることも学びました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

基本の動かし方をみんなで練習した後、一人ず

つパペットで講師のパペットと会話をしました。

講師がテーマを出し、班ごとに話し合って動きを

決め、順番に操演しました。テーマを当てるゲー

ム形式で、「自分が演ずる」だけでなく他の子の

パペットの動きを「観る」ことも体験しました。

はい 100％

授業は楽しかったですか？Q

はい 97％ どちらでもない 3％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 100％

また参加したいですか？Q

はい 73％

どちらでもない
6％

難しかった 33％

いいえ 6％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 61％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 21％

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立新治小学校

パペット：人形を通して表現してみよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●授業も積極的に参加し、あと片付けなど

も自発的に手伝ってくれるなど明るく素

直な子どもたちでした。「人の前で声を出

して発表する」経験で自信をつけてくれ

た子どもたちもいたようです。

（企業組合 メディア・グローバル）

パペット人形を使って表現することを通して、

想像力や創造力を引き出し、それぞれの表現力

を向上させます。

また、テーマについて話し合ったり、わかりやす

く見せ、聞こえやすく話すことを学んだりする中

で、コミュニケーション能力を高めます。

実施校………横浜市立新治小学校

日時…………平成20年3月3日（月） 1～4時間目

 平成20年3月5日（水） 1～4時間目

対象学年……3年生（2クラス）

実施教科……図工

アーティスト…中村信子（パペット人形製作・操演）

現場の教師ではできないプロならではの授業

を期待していました。そして、3年生最後の良い思

い出になればと思いました。

●動かすのはちょっと難しかったけど面白

いです。

●人形が思うように動いてくれた。すごく楽

しかった。

●伝言ゲームや水泳大会など人形で演じて

面白かった。

●自分で声を出しながらパペットの口を動

かすのが難しかった。

●緑色で恐竜を作るとき、のんびりした気持

ちになりました。動かし方のコツを知って

家でもやってみようかな。

●私はふだんは恥ずかしくてなかなか発表

とかできなかったけど、今日の劇であまり

恥ずかしくなくなった。しかもうまくでき

たのでよかった。

●予想以上の授業で、大変良い経験をさせ

ていただきました。

●ふだん控えめな子どもが積極的に活動す

るなど、子どもの違う一面を見ることがで

き発見がありました。

●どの子も大差なく完成でき、毎日パペット

に話しかけています。家に持って帰って両

親や兄弟に動かして見せたいようです。

●保護者の反応もとても良かったです。親子

でやりたいという声もありました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

パペット製作。カラーウレタンをはさみで切り、

ボンドで張り合わせて作りました。また、講師の

パペットの動かし方を見て、「口を大きく動かす」

という基本的な動きをやってみました。自分のパ

ペットを大事にすることも学びました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

基本の動かし方をみんなで練習した後、一人ず

つパペットで講師のパペットと会話をしました。

講師がテーマを出し、班ごとに話し合って動きを

決め、順番に操演しました。テーマを当てるゲー

ム形式で、「自分が演ずる」だけでなく他の子の

パペットの動きを「観る」ことも体験しました。

はい 100％

授業は楽しかったですか？Q

はい 97％ どちらでもない 3％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 100％

また参加したいですか？Q

はい 73％

どちらでもない
6％

難しかった 33％

いいえ 6％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 61％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 21％

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立新治小学校

パペット：人形を通して表現してみよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●講師の実技披露が子どもたちの心をつか

んで、ワークショップに入る頃には、自然

と子どもたちから笑顔が出ていました。普

段は表現することが苦手な子どもたちだ

というお話でしたが、主体的に動き、考

え、楽しみながら取り組んでいる様子が

印象的でした。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

言葉やセリフを使わず、身体や表情で表現をす

るパントマイムを使って、子どもたちの内面を開

放する一助を担うとともに、身体を動かす楽しさ

を感じてもらいます。また、アーティストとの触れ

合いを通して、子どもたちの創造力を刺激し、自分

の殻を破るきっかけを作り、子どもたちの感性を

養います。

実施校………横浜市立菊名小学校

日時…………平成19年10月25日（月） 3～6時間目

 平成19年11月 1 日（水） 3～6時間目

 平成19年11月 8 日（水） 3～6時間目

対象学年……3年生（3クラス）

実施教科……総合

アーティスト…すがぽん（マイムエンターテイナー）

日頃、学校教育の中では体験することのできな

い専門家のプログラムを体験し、子どもたちの多

くが苦手意識を持っている「表現力」を高めてもら

いたいと考えました。

●前までは、身体を動かすのはにがてだった

けど、パントマイムをやってから身体を動

かすのがすきになったので良かったです。

●パントマイムは何かをそうぞうしないと

いけないので、とてもむずかしかったで

す。でもやっているうちになれてきて、と

ても楽しくなりました。

●すがぽんが首のパントマイムを見せてく

れた時、「すがぽんは人間なの！？」と思い

ました。だけど、れんしゅうしたので、少し

できるようになりました。

●さいごの日にやった「かべ」は、とくにおも

しろかったです。手と足をくみあわせるの

はたいへんだったけれど、母に見せたら

「上手だね」と言われたので、うれしかっ

たです。

●わずか2日の授業でしたが、子どもたちは

楽しめたようです。広い体育館で、いろい

ろな表現運動をすることができて、開放

的になっていたと思います。

●すがぽんさんのパントマイムは、大人が見

ても魅力的で、子どもたちと一緒に真似し

てみたものの、上手に表現することができ

ませんでした。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

プログラム全体の導入として、講師によるパント

マイムを鑑賞し、パントマイムについての説明

を受けました。準備運動の後にパントマイムに

挑戦。縄を使わずに大縄跳びを表現したり、アイ

スになった気持ちで溶ける様子を表現したりし

ました。最後にみんなで「壁」のパントマイムに

取り組みました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

前回挑戦した「壁」のパントマイムの復習から入

りました。その後、曲に合わせてストーリー仕立

てのパントマイムに取り組みました。最後に、2人

一組でカメラマンとモデルになって、それぞれを

撮影しあったり、鏡が目の前に置かれているつも

りで相手の真似をしあったりして、呼吸を合わせ

て作品を作りました。

はい 98％ どちらでもない 2％

授業は楽しかったですか？Q

はい 85％ いいえ 3％

どちらでもない 6％

無回答 1％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 93％

また参加したいですか？Q

はい 53％ どちらでもない
31％

いいえ 15％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 19％ 難しかった 67％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 12％

どちらでもない
14％

いいえ 1％

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立菊名小学校

パントマイム：からだを使って表現しよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●講師の実技披露が子どもたちの心をつか

んで、ワークショップに入る頃には、自然

と子どもたちから笑顔が出ていました。普

段は表現することが苦手な子どもたちだ

というお話でしたが、主体的に動き、考

え、楽しみながら取り組んでいる様子が

印象的でした。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

言葉やセリフを使わず、身体や表情で表現をす

るパントマイムを使って、子どもたちの内面を開

放する一助を担うとともに、身体を動かす楽しさ

を感じてもらいます。また、アーティストとの触れ

合いを通して、子どもたちの創造力を刺激し、自分

の殻を破るきっかけを作り、子どもたちの感性を

養います。

実施校………横浜市立菊名小学校

日時…………平成19年10月25日（月） 3～6時間目

 平成19年11月 1 日（水） 3～6時間目

 平成19年11月 8 日（水） 3～6時間目

対象学年……3年生（3クラス）

実施教科……総合

アーティスト…すがぽん（マイムエンターテイナー）

日頃、学校教育の中では体験することのできな

い専門家のプログラムを体験し、子どもたちの多

くが苦手意識を持っている「表現力」を高めてもら

いたいと考えました。

●前までは、身体を動かすのはにがてだった

けど、パントマイムをやってから身体を動

かすのがすきになったので良かったです。

●パントマイムは何かをそうぞうしないと

いけないので、とてもむずかしかったで

す。でもやっているうちになれてきて、と

ても楽しくなりました。

●すがぽんが首のパントマイムを見せてく

れた時、「すがぽんは人間なの！？」と思い

ました。だけど、れんしゅうしたので、少し

できるようになりました。

●さいごの日にやった「かべ」は、とくにおも

しろかったです。手と足をくみあわせるの

はたいへんだったけれど、母に見せたら

「上手だね」と言われたので、うれしかっ

たです。

●わずか2日の授業でしたが、子どもたちは

楽しめたようです。広い体育館で、いろい

ろな表現運動をすることができて、開放

的になっていたと思います。

●すがぽんさんのパントマイムは、大人が見

ても魅力的で、子どもたちと一緒に真似し

てみたものの、上手に表現することができ

ませんでした。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

プログラム全体の導入として、講師によるパント

マイムを鑑賞し、パントマイムについての説明

を受けました。準備運動の後にパントマイムに

挑戦。縄を使わずに大縄跳びを表現したり、アイ

スになった気持ちで溶ける様子を表現したりし

ました。最後にみんなで「壁」のパントマイムに

取り組みました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

前回挑戦した「壁」のパントマイムの復習から入

りました。その後、曲に合わせてストーリー仕立

てのパントマイムに取り組みました。最後に、2人

一組でカメラマンとモデルになって、それぞれを

撮影しあったり、鏡が目の前に置かれているつも

りで相手の真似をしあったりして、呼吸を合わせ

て作品を作りました。

はい 98％ どちらでもない 2％

授業は楽しかったですか？Q

はい 85％ いいえ 3％

どちらでもない 6％

無回答 1％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 93％

また参加したいですか？Q

はい 53％ どちらでもない
31％

いいえ 15％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 19％ 難しかった 67％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 12％

どちらでもない
14％

いいえ 1％

コーディネーターのコメント

演劇
横浜市立菊名小学校

パントマイム：からだを使って表現しよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●短時間のうちに個性的な作品ができたと
思います。集中力が途切れることが少な
く、時間いっぱい楽しんでいたように感じ
られました。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

クラス全員で1つの「朗読劇」を作り上げ・発表

することで、自分で考えたことを相手に伝える楽し

さを体験します。「表現にはバツ（間違い）は無い」

という考え方を理解し、思いついたアイデアや工

夫をどんどん口に出して、自分の言葉で考えると

ともに、相手の言葉もしっかりと聞くことで、コミュ

ニケーション能力の向上にもつなげます。

実施校………横浜市立能見台南小学校

日時…………平成19年10月22日（月） 1～6時間目

 平成19年11月12日（月） 1～6時間目

 平成19年11月19日（月） 1～6時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……国語・総合

アーティスト…中市真帆（朗読劇・演劇講師）

音楽や声を出すことが好きな子どもがいる反

面、前に出て行けないタイプの子どもも多いの

で、「個を拾える」活動を期待しました。自分の言葉

で考えながら｢朗読劇｣を作り上げる過程で、表現

力の向上を目指したいと考えました。

●前は、声に出して読むなどの表現がきらい
でした。でも、この朗読劇を通して、声に出
すのは楽しいと思いました。

●人前で話すのがとても好きになったし、
台本どおりに読むのではなくて工夫した
りして、1組オリジナルの「ねこはしる」が
できてよかったです。

●色々なクラスの発表を見て、個性を感じま
した。「ねこはしる」という短い話でも、誰
が表現するか、どのように表現するかで、
こんなにも個性が出るんだと思いました。

●この授業で、演劇は動きでなはなく心な
んだっていうこともわかりました。心しだ
いで動きや表情が出てくるのってすごい
と思いました。

●人に気持ちを伝える大切さも少しはわ
かったと思う。だから、自分の気持ちを
ちゃんと伝えていけたらいいなと思った。

●一つの題材をこれだけじっくり読んだ経
験はありませんでした。子どもたちが飽き
ないかなと思ったこともありましたが、読
み、練習し、話し合い、工夫することの楽し
さを知ることで、回数を重ねるごとに集中
して取り組みました。プロの方々のご指導
の様子を拝見して、私自身にとっても大
変勉強になりました。

●3日間、ずっとにこやかに、たくさんほめて
くださったことは、子どもたちの心にしっか
り響いていました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師による朗読劇を鑑賞し、演劇全般についての

説明を聞きました。テキスト「ねこはしる（工藤直

子著）」を5つのパートに分け、自分が担当する

パートを決めました。パートごとに分かれてテキス

トを読み、どんな風に表現するかを相談しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

パートごとの見せ場を考え、それぞれの「演出」

を決めました。パートごとに考えた表現をクラス

全体でつなげて、一つの「作品」にするために話

し合いました。どうしたら見ている人に通じるか

を考えながら練習しました。

【3日目】 ワークショップ3（1時間／クラスごと）
 発表会（2時間／全クラス）

クラスごとの最後の練習の後、お互いの作品を

発表し合いました。

はい 91％ いいえ 5％

授業は楽しかったですか？Q

はい 93％ いいえ 2％

どちらでもない 10％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 82％

また参加したいですか？Q

はい 56％ どちらでもない
23％

いいえ 21％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 21％ 難しかった 56％ どちらでもない
22％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 4％

どちらでもない 5％

無回答 1％

いいえ 7％

無回答 1％

演劇
横浜市立能見台南小学校

朗読劇：表現には×（バツ）は無い

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s

コーディネーターのコメント
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●短時間のうちに個性的な作品ができたと
思います。集中力が途切れることが少な
く、時間いっぱい楽しんでいたように感じ
られました。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

クラス全員で1つの「朗読劇」を作り上げ・発表

することで、自分で考えたことを相手に伝える楽し

さを体験します。「表現にはバツ（間違い）は無い」

という考え方を理解し、思いついたアイデアや工

夫をどんどん口に出して、自分の言葉で考えると

ともに、相手の言葉もしっかりと聞くことで、コミュ

ニケーション能力の向上にもつなげます。

実施校………横浜市立能見台南小学校

日時…………平成19年10月22日（月） 1～6時間目

 平成19年11月12日（月） 1～6時間目

 平成19年11月19日（月） 1～6時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……国語・総合

アーティスト…中市真帆（朗読劇・演劇講師）

音楽や声を出すことが好きな子どもがいる反

面、前に出て行けないタイプの子どもも多いの

で、「個を拾える」活動を期待しました。自分の言葉

で考えながら｢朗読劇｣を作り上げる過程で、表現

力の向上を目指したいと考えました。

●前は、声に出して読むなどの表現がきらい
でした。でも、この朗読劇を通して、声に出
すのは楽しいと思いました。

●人前で話すのがとても好きになったし、
台本どおりに読むのではなくて工夫した
りして、1組オリジナルの「ねこはしる」が
できてよかったです。

●色々なクラスの発表を見て、個性を感じま
した。「ねこはしる」という短い話でも、誰
が表現するか、どのように表現するかで、
こんなにも個性が出るんだと思いました。

●この授業で、演劇は動きでなはなく心な
んだっていうこともわかりました。心しだ
いで動きや表情が出てくるのってすごい
と思いました。

●人に気持ちを伝える大切さも少しはわ
かったと思う。だから、自分の気持ちを
ちゃんと伝えていけたらいいなと思った。

●一つの題材をこれだけじっくり読んだ経
験はありませんでした。子どもたちが飽き
ないかなと思ったこともありましたが、読
み、練習し、話し合い、工夫することの楽し
さを知ることで、回数を重ねるごとに集中
して取り組みました。プロの方々のご指導
の様子を拝見して、私自身にとっても大
変勉強になりました。

●3日間、ずっとにこやかに、たくさんほめて
くださったことは、子どもたちの心にしっか
り響いていました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師による朗読劇を鑑賞し、演劇全般についての

説明を聞きました。テキスト「ねこはしる（工藤直

子著）」を5つのパートに分け、自分が担当する

パートを決めました。パートごとに分かれてテキス

トを読み、どんな風に表現するかを相談しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

パートごとの見せ場を考え、それぞれの「演出」

を決めました。パートごとに考えた表現をクラス

全体でつなげて、一つの「作品」にするために話

し合いました。どうしたら見ている人に通じるか

を考えながら練習しました。

【3日目】 ワークショップ3（1時間／クラスごと）
 発表会（2時間／全クラス）

クラスごとの最後の練習の後、お互いの作品を

発表し合いました。

はい 91％ いいえ 5％

授業は楽しかったですか？Q

はい 93％ いいえ 2％

どちらでもない 10％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 82％

また参加したいですか？Q

はい 56％ どちらでもない
23％

いいえ 21％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 21％ 難しかった 56％ どちらでもない
22％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 4％

どちらでもない 5％

無回答 1％

いいえ 7％

無回答 1％

演劇
横浜市立能見台南小学校

朗読劇：表現には×（バツ）は無い

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s

コーディネーターのコメント
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●講師・アシスタントのキャラクター性と、ゴ

スペルという音楽の特性のおかげで、子

どもたちが最初から最後まで高いテン

ションのまま、プログラムを終えました。

英語の歌詞にもかかわらず、ほとんどの

子どもたちがしっかりと歌えていました。

その集中度合いが分かります。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

自分たちが持っている「声」という楽器を使っ

て、ゴスペルの持つリズムやハーモニーの美しさ

や魅力を体験します。「楽しく歌うこと」、「歌を好き

になること」が、歌う時に最も重要なことであり、本

当の意味での「上手に歌うこと」につながることを

体感してもらいます。ゴスペルの歌詞にこめられ

た歴史や背景についても学びます。

実施校………横浜市立金沢小学校

日時…………平成19年10月18日（木） 1～6時間目

 平成19年10月23日（火） 1～6時間目

 平成19年10月25日（木） 1～4時間目

対象学年……5年生（3クラス）

実施教科……音楽、総合

アーティスト…河原厚子（ジャズ・ヴォーカリスト）

「声を出す」という行為自体に意義を感じるととも

に、歌好きの子が多いので、子どもたちの前向きな

嗜好・気持ちを大事にしたいと考えました。また、楽

しみながら芸術に触れ、自分の声を思い切り出すこ

との気持ちよさを体験してほしいと思いました。

●上の歯を出して歌うことや、おなかの底から

声を出すところが一番むずかしかったです。

●最初はあんなに高い声を出せるかなと心

配でした。でも自分が思っていたよりは、

高い声が出ました。

●前は音楽というのはあまり好きではな

かったけど、授業を受けて歌うのが楽しく

なりました。

●歌い方とかおどりを決めたりするのが楽

しかったです。

●おもしろくて、その時みんなと心が一つに

なったかな。

●歌うことが好きになりました。とくに、みん

なで声を合わせて歌うことが楽しく感じる

ようになって、自分が変わった気がします。

●とてもよかったです。家でもみんな熱唱し

ていたようです。クラス・学年の財産にな

りました。こちらの様子に合わせてくれる

「プロ」の仕事を見た感じです。

●子どもたちとゴスペルの出会い。最初は緊

張していた様子がありましたが、音楽を通

じてだんだんと打ちとけていく姿が印象に

残りました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師によるゴスペルの歌唱を鑑賞した後、軽い

運動を交えた発声練習を行ないました。「アメー

ジング・グレース」を聞いてメモを取り、一人ひと

りがオリジナルの歌詞カードを作りました。この

曲のイメージを深めるためのイラストを描くこと

が「宿題」となりました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

「アメージング・グレース」の歌詞の意味と、メロ

ディーを学びました。「宿題」のイラストをみんな

で見て、曲のイメージを深め、クラスごとのアレ

ンジの相談をしました。アレンジが決まると、練

習を繰り返しました。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）
 発表会（1時間／全学年）

クラスごとのリハーサルで、それぞれのアレンジ

を仕上げました。体育館を会場にした発表で、お

互いの成果を確認し合いました。

はい 94％ どちらでもない 6％

授業は楽しかったですか？Q

はい 90％ いいえ 3％

Q

はい 84％

また参加したいですか？Q

はい 47％ どちらでもない
24％

いいえ 29％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 26％ 難しかった 54％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない
20％

いいえ 1％

無回答 1％
どちらでもない 6％

授業はよくわかりましたか？

無回答 1％
どちらでもない 14％

音楽
横浜市立金沢小学校

ゴスペル：楽しく歌うのが一番！

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s

コーディネーターのコメント
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●講師・アシスタントのキャラクター性と、ゴ

スペルという音楽の特性のおかげで、子

どもたちが最初から最後まで高いテン

ションのまま、プログラムを終えました。

英語の歌詞にもかかわらず、ほとんどの

子どもたちがしっかりと歌えていました。

その集中度合いが分かります。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

自分たちが持っている「声」という楽器を使っ

て、ゴスペルの持つリズムやハーモニーの美しさ

や魅力を体験します。「楽しく歌うこと」、「歌を好き

になること」が、歌う時に最も重要なことであり、本

当の意味での「上手に歌うこと」につながることを

体感してもらいます。ゴスペルの歌詞にこめられ

た歴史や背景についても学びます。

実施校………横浜市立金沢小学校

日時…………平成19年10月18日（木） 1～6時間目

 平成19年10月23日（火） 1～6時間目

 平成19年10月25日（木） 1～4時間目

対象学年……5年生（3クラス）

実施教科……音楽、総合

アーティスト…河原厚子（ジャズ・ヴォーカリスト）

「声を出す」という行為自体に意義を感じるととも

に、歌好きの子が多いので、子どもたちの前向きな

嗜好・気持ちを大事にしたいと考えました。また、楽

しみながら芸術に触れ、自分の声を思い切り出すこ

との気持ちよさを体験してほしいと思いました。

●上の歯を出して歌うことや、おなかの底から

声を出すところが一番むずかしかったです。

●最初はあんなに高い声を出せるかなと心

配でした。でも自分が思っていたよりは、

高い声が出ました。

●前は音楽というのはあまり好きではな

かったけど、授業を受けて歌うのが楽しく

なりました。

●歌い方とかおどりを決めたりするのが楽

しかったです。

●おもしろくて、その時みんなと心が一つに

なったかな。

●歌うことが好きになりました。とくに、みん

なで声を合わせて歌うことが楽しく感じる

ようになって、自分が変わった気がします。

●とてもよかったです。家でもみんな熱唱し

ていたようです。クラス・学年の財産にな

りました。こちらの様子に合わせてくれる

「プロ」の仕事を見た感じです。

●子どもたちとゴスペルの出会い。最初は緊

張していた様子がありましたが、音楽を通

じてだんだんと打ちとけていく姿が印象に

残りました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師によるゴスペルの歌唱を鑑賞した後、軽い

運動を交えた発声練習を行ないました。「アメー

ジング・グレース」を聞いてメモを取り、一人ひと

りがオリジナルの歌詞カードを作りました。この

曲のイメージを深めるためのイラストを描くこと

が「宿題」となりました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

「アメージング・グレース」の歌詞の意味と、メロ

ディーを学びました。「宿題」のイラストをみんな

で見て、曲のイメージを深め、クラスごとのアレ

ンジの相談をしました。アレンジが決まると、練

習を繰り返しました。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）
 発表会（1時間／全学年）

クラスごとのリハーサルで、それぞれのアレンジ

を仕上げました。体育館を会場にした発表で、お

互いの成果を確認し合いました。

はい 94％ どちらでもない 6％

授業は楽しかったですか？Q

はい 90％ いいえ 3％

Q

はい 84％

また参加したいですか？Q

はい 47％ どちらでもない
24％

いいえ 29％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 26％ 難しかった 54％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない
20％

いいえ 1％

無回答 1％
どちらでもない 6％

授業はよくわかりましたか？

無回答 1％
どちらでもない 14％

音楽
横浜市立金沢小学校

ゴスペル：楽しく歌うのが一番！

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s

コーディネーターのコメント
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●子どもたちの様々なアイデアを講師が上
手に取り入れ、まとめていく手法に感心し
ました。子どもたちも、何を言っても拾い
上げてくれる講師たちにどんどん惹きつ
けられていったようです。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

みんなでひとつの音楽を作り上げていく楽しさ

を体験し、ゴスペルに取り組みます。高学年にな

ると「歌うこと」への苦手意識を持ちがちですが、

英語の歌詞を使うことでその意識を払拭します。

各クラスの個性を発揮したアレンジに取り組み、

最後にお互いのクラスの曲を聴き合って、音楽の

持つ魅力に気づくことも目標とします。

実施校………横浜市立永田小学校

日時…………平成19年11月 9 日（金） 1～6時間目

 平成19年11月16日（金） 1～6時間目

 平成19年11月22日（木） 1～4時間目

対象学年……5年生（3クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…河原厚子（ジャズ・ヴォーカリスト）

高学年になると、歌うことを恥ずかしがったり、

嫌がったりする児童が増えるので、歌を好きでい

てほしい、歌声を合わせることを楽しんでほしいと

思いました。また、クラスのまとまりができること

を期待しました。

●ゴスペルのことは全然知らなくて、まったく
わからなかったけれど、わかりやすくてい
ねいに教えてくれたので、楽しかったです。

●私はおんちなので歌がきらいでした。で
も、ゴスペルをやって、おんちでも自信を
もって歌うと、とても気持ちがいいという
ことがわかりました。

●他の組の発表を聞いて、いろんな歌い方
があるんだなあと思った。アメージング・
グレースも、歌い方によって違うんだなあ
と思いました。

●今までよりも歌うことが楽しくなった。み
んなこんなに歌がうまかったなんて気づ
かなかった。

●子供たちが、自分の思いを表現すること
ができて、とても生き生きしており、歌う
楽しさを感じていました。クラスでまと
まって歌ったり踊りを考えたりすることが
でき、団結もよくなりました。

●私たち担任は、どうしても自分の思い描く
方向に子どもたちを引っ張りがちですが、
今回は子どもたちからの発想を思い切っ
て生かしていただけたことがとてもうれし
く、勉強にもなりました。

●子どもたちの声をよく聞いてまとめてくだ
さったと思います。明るく楽しい雰囲気を
作り、さらに歌うことへの意欲を高めてく
ださったことに感謝しています。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

プログラム全体の導入として、ミニ・コンサート

が行われました。講師による「ゴスペル」の歌唱

を聴き、イメージをつかみました。声を出すこと

への抵抗感をなくすため、まずはゲーム感覚の

練習。その後「アメージング・グレース」の歌詞を

耳で聞き取り、それぞれでメモしました。「宿題」

として、曲にまつわるイラストを描いてきてもら

うことになりました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

ゴスペルの歴史と「アメージング・グレース」の歌

詞の意味を学びました。「宿題」のイラストを使っ

てディスカッションをし、曲の理解を深めました。

クラスごとにアレンジを決めて、3日目の発表に

向けた練習を行いました。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）
 発表会（1時間／全学年）

各クラスでリハーサルを行った後、合同の発表

会を実施。クラスごとの曲（アレンジ）を発表し合

いました。

はい 98％ どちらでもない 2％

授業は楽しかったですか？Q

はい 97％ いいえ 1％

どちらでもない 8％

無回答 1％

どちらでもない 2％
授業はよくわかりましたか？Q

はい 92％

また参加したいですか？Q

はい 64％ どちらでもない
14％

いいえ 21％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 47％ 難しかった 26％ どちらでもない
27％

授業は難しかったですか？Q

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立永田小学校

ゴスペル：楽しく歌うことが、一番大事

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●子どもたちの様々なアイデアを講師が上
手に取り入れ、まとめていく手法に感心し
ました。子どもたちも、何を言っても拾い
上げてくれる講師たちにどんどん惹きつ
けられていったようです。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

みんなでひとつの音楽を作り上げていく楽しさ

を体験し、ゴスペルに取り組みます。高学年にな

ると「歌うこと」への苦手意識を持ちがちですが、

英語の歌詞を使うことでその意識を払拭します。

各クラスの個性を発揮したアレンジに取り組み、

最後にお互いのクラスの曲を聴き合って、音楽の

持つ魅力に気づくことも目標とします。

実施校………横浜市立永田小学校

日時…………平成19年11月 9 日（金） 1～6時間目

 平成19年11月16日（金） 1～6時間目

 平成19年11月22日（木） 1～4時間目

対象学年……5年生（3クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…河原厚子（ジャズ・ヴォーカリスト）

高学年になると、歌うことを恥ずかしがったり、

嫌がったりする児童が増えるので、歌を好きでい

てほしい、歌声を合わせることを楽しんでほしいと

思いました。また、クラスのまとまりができること

を期待しました。

●ゴスペルのことは全然知らなくて、まったく
わからなかったけれど、わかりやすくてい
ねいに教えてくれたので、楽しかったです。

●私はおんちなので歌がきらいでした。で
も、ゴスペルをやって、おんちでも自信を
もって歌うと、とても気持ちがいいという
ことがわかりました。

●他の組の発表を聞いて、いろんな歌い方
があるんだなあと思った。アメージング・
グレースも、歌い方によって違うんだなあ
と思いました。

●今までよりも歌うことが楽しくなった。み
んなこんなに歌がうまかったなんて気づ
かなかった。

●子供たちが、自分の思いを表現すること
ができて、とても生き生きしており、歌う
楽しさを感じていました。クラスでまと
まって歌ったり踊りを考えたりすることが
でき、団結もよくなりました。

●私たち担任は、どうしても自分の思い描く
方向に子どもたちを引っ張りがちですが、
今回は子どもたちからの発想を思い切っ
て生かしていただけたことがとてもうれし
く、勉強にもなりました。

●子どもたちの声をよく聞いてまとめてくだ
さったと思います。明るく楽しい雰囲気を
作り、さらに歌うことへの意欲を高めてく
ださったことに感謝しています。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

プログラム全体の導入として、ミニ・コンサート

が行われました。講師による「ゴスペル」の歌唱

を聴き、イメージをつかみました。声を出すこと

への抵抗感をなくすため、まずはゲーム感覚の

練習。その後「アメージング・グレース」の歌詞を

耳で聞き取り、それぞれでメモしました。「宿題」

として、曲にまつわるイラストを描いてきてもら

うことになりました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

ゴスペルの歴史と「アメージング・グレース」の歌

詞の意味を学びました。「宿題」のイラストを使っ

てディスカッションをし、曲の理解を深めました。

クラスごとにアレンジを決めて、3日目の発表に

向けた練習を行いました。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）
 発表会（1時間／全学年）

各クラスでリハーサルを行った後、合同の発表

会を実施。クラスごとの曲（アレンジ）を発表し合

いました。

はい 98％ どちらでもない 2％

授業は楽しかったですか？Q

はい 97％ いいえ 1％

どちらでもない 8％

無回答 1％

どちらでもない 2％
授業はよくわかりましたか？Q

はい 92％

また参加したいですか？Q

はい 64％ どちらでもない
14％

いいえ 21％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 47％ 難しかった 26％ どちらでもない
27％

授業は難しかったですか？Q

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立永田小学校

ゴスペル：楽しく歌うことが、一番大事

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●時に冗談も交えた熱心な授業に、子ども

たちは集中力を持って楽しく臨んでいた

様子でした。在校生の前で発表する姿は

とても誇らしげでした。

（NPO法人 芸術家と子どもたち）

ゴスペルを通して、表現する楽しさを学びます。

からだを動かして元気に歌う喜びを感じ、楽しく

歌えば聞く側にも楽しさが伝わることを体験しま

す。最終日には、3クラス合同で、全校生徒の前で

発表します。

普段経験できないこと、そして本物に触れるよ

い機会だと考えました。声を出したり、体を動かし

たりして、自分を表現する力を育んでほしいと思

いました。

●さいしょはゴスペルってなんだろうと思っ

たけど、やってみて、すごく楽しかったです。

●みんなといきをあわせてやったからきも

ちよかったです。

●音楽が初めて楽しいと思いました。これ

からもたくさん歌いたいです。

●体をうごかしたりするところが楽しかった

です。先生がこの学校に来て、4年全体が

変わったような気がします。

●練習したかいがありました。みんなでノリ

ノリでできたのでよかったです。

●おおぜいの前で歌を歌ったから、すごく

きんちょうしました。でも楽しくできて本

当に良かったと思います。

●聞いてる人もみんなノリノリで手びょうし

とかしてくれたのでうれしかったです。

●スマイルで歌うとおきゃくさんも楽しくき

いてくれて、うれしかった。

●子どもたちが「音楽が好きになった」と喜

んでいました。いろんな体験をして成長し

ていくよい機会になったようです。

●回を重ねるごとに、「こんなにのっていいん

だ」という雰囲気が出てきました。

●短時間で子どもたちをあそこまで高める

のは素晴らしいと思いました。音楽の時間

にジャズを扱うことはないので、よい体験

になりました。

【1日目】 ワークショップ1（1時間／クラスごと）

まず、ストレッチ・発声練習をしてから、「きよしこ

の夜」と「オー・ハッピー・デー」を手拍子や足踏

みを加えて、歌いました。歌の成り立ちや、内容に

ついての説明も受けました。

【2日目】 ワークショップ2（1時間／クラスごと）

前日教わった2つの歌をさらに練習。手拍子に加

えて、掛け声や振り付けが加わりました。左右に

身体を揺らしながら歌ったり、ドラムマシーンを

つけて歌いました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／全クラス）

3クラス合同でステージに並んで、発表会に向

けて練習をしました。入場の時点から最後まで、

ずっと楽しそうな雰囲気が出るように、練習し

ました。

【4日目】発表会（2時間／全学年）

お揃いの黒いTシャツを着て、「きよしこの夜」

「オー・ハッピー・デー」を全校生徒の前で発表し

ました。

実施校………横浜市立新鶴見小学校

日時…………平成19年11月21日（水）10：10～14：15

 平成19年11月22日（木）10：10～14：15

 平成19年11月28日（水） 3～4時間目

 平成19年11月29日（木）13：45～14：30

対象学年……4年生（3クラス）

実施教科……音楽、総合

アーティスト…木村ヒロ（ゴスペル・シンガー）

はい 96％ どちらでもない 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 93％ いいえ 2％

どちらでもない 12％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 6％はい 82％

また参加したいですか？Q

はい 60％ どちらでもない
17％

いいえ 23％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 38％ 難しかった 30％ どちらでもない
31％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 5％

無回答 1％

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立新鶴見小学校

ゴスペル：楽しく歌えば、きっと伝わる

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容
アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●時に冗談も交えた熱心な授業に、子ども

たちは集中力を持って楽しく臨んでいた

様子でした。在校生の前で発表する姿は

とても誇らしげでした。

（NPO法人 芸術家と子どもたち）

ゴスペルを通して、表現する楽しさを学びます。

からだを動かして元気に歌う喜びを感じ、楽しく

歌えば聞く側にも楽しさが伝わることを体験しま

す。最終日には、3クラス合同で、全校生徒の前で

発表します。

普段経験できないこと、そして本物に触れるよ

い機会だと考えました。声を出したり、体を動かし

たりして、自分を表現する力を育んでほしいと思

いました。

●さいしょはゴスペルってなんだろうと思っ

たけど、やってみて、すごく楽しかったです。

●みんなといきをあわせてやったからきも

ちよかったです。

●音楽が初めて楽しいと思いました。これ

からもたくさん歌いたいです。

●体をうごかしたりするところが楽しかった

です。先生がこの学校に来て、4年全体が

変わったような気がします。

●練習したかいがありました。みんなでノリ

ノリでできたのでよかったです。

●おおぜいの前で歌を歌ったから、すごく

きんちょうしました。でも楽しくできて本

当に良かったと思います。

●聞いてる人もみんなノリノリで手びょうし

とかしてくれたのでうれしかったです。

●スマイルで歌うとおきゃくさんも楽しくき

いてくれて、うれしかった。

●子どもたちが「音楽が好きになった」と喜

んでいました。いろんな体験をして成長し

ていくよい機会になったようです。

●回を重ねるごとに、「こんなにのっていいん

だ」という雰囲気が出てきました。

●短時間で子どもたちをあそこまで高める

のは素晴らしいと思いました。音楽の時間

にジャズを扱うことはないので、よい体験

になりました。

【1日目】 ワークショップ1（1時間／クラスごと）

まず、ストレッチ・発声練習をしてから、「きよしこ

の夜」と「オー・ハッピー・デー」を手拍子や足踏

みを加えて、歌いました。歌の成り立ちや、内容に

ついての説明も受けました。

【2日目】 ワークショップ2（1時間／クラスごと）

前日教わった2つの歌をさらに練習。手拍子に加

えて、掛け声や振り付けが加わりました。左右に

身体を揺らしながら歌ったり、ドラムマシーンを

つけて歌いました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／全クラス）

3クラス合同でステージに並んで、発表会に向

けて練習をしました。入場の時点から最後まで、

ずっと楽しそうな雰囲気が出るように、練習し

ました。

【4日目】発表会（2時間／全学年）

お揃いの黒いTシャツを着て、「きよしこの夜」

「オー・ハッピー・デー」を全校生徒の前で発表し

ました。

実施校………横浜市立新鶴見小学校

日時…………平成19年11月21日（水）10：10～14：15

 平成19年11月22日（木）10：10～14：15

 平成19年11月28日（水） 3～4時間目

 平成19年11月29日（木）13：45～14：30

対象学年……4年生（3クラス）

実施教科……音楽、総合

アーティスト…木村ヒロ（ゴスペル・シンガー）

はい 96％ どちらでもない 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 93％ いいえ 2％

どちらでもない 12％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 6％はい 82％

また参加したいですか？Q

はい 60％ どちらでもない
17％

いいえ 23％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 38％ 難しかった 30％ どちらでもない
31％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 5％

無回答 1％

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立新鶴見小学校

ゴスペル：楽しく歌えば、きっと伝わる

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容
アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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横浜は「日本のジャズのふるさと」と言われ、日

本最大級のジャズフェスティバル「横濱ジャズプ

ロムナード」も毎年開催されています。しかし、子

どもたちにとっては、ジャズに触れる機会はあまり

多くなく、イメージのしにくい音楽でもあります。

そこで、「ジャズの街」で育つ子どもたちに、ジャズ

特有のリズムを体験してもらいます。

実施校………横浜市立俣野小学校

日時…………平成19年9月12日（水） 3～4時間目

 平成19年9月19日（水） 3～4時間目

 平成19年9月26日（木） 3～4時間目

対象学年……4年生（1クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…ユキ・アリマサ（ジャズ・ピアニスト）

昨年に引き続いてのプログラムで、4年生の子

どもたちは、今度は自分たちの番だと、とても期待

していました。普段の音楽の授業では学べないこ

とに触れられる貴重な機会として、教師も期待し

ていました。

●教え方もすばらしく、わかりやすかったで

す。子どもたちはさらに音楽が好きになり

ました。発表の時に全員の顔が見えるよう

に、発表の形態を考えていただけたらと思

いました。

●リコーダーは少しむずかしかったけど、い

ろいろな楽器を使えて、音楽に親しむこと

ができたと思いました。いつもとリズムが

ちがったので、とても楽しかったです。

●めちゃくちゃだったけど、みんなのリズム

があって、ジャズがおもしろくなりました。

●リコーダーも前よりも何倍もうまくなった

と思うし、発表もきんちょうしてかたまっ

てたのがだんだん楽しくなって、最後終

わったときなんか、ニッコニコ。5年に

なってもやりたい！

●サックスの人がすごかった。いっぱいいき

をいれてふいていたから、むずかしそう

でした。音がきれいだったです。

●私はピアノをならっているのに、あまり音

楽にきょうみがありませんでした。でも、

アリマサ先生たちが来て、ジャズを聞い

て、やって、音楽が好きになりました。

●みんなやさしい方でうれしかったです。音

楽をひいているときはしんけんな顔だっ

たけど、おわるとすてきなえがおでした。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師の演奏を聞き、ジャズの基本的な構造や楽

器についてレクチャーを受けました。教科書に掲

載された「ハローサミング」を、リコーダーでまず

譜面通りに演奏し、徐々にリズムや強弱をつけ

て、ジャズらしくアレンジしました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

講師が作曲したオリジナルのブルースを、2パー

トに分かれて練習。「コール＆レスポンス」を体

験しました。子どもたちが思いつくままに弾くピ

アノに、バンドメ

ンバーが合わせ

て演奏してくれ、

「アドリブ」を体

験しました。

【3日目】 発表会（2時間／全学年）

講師たちをバックバンドに、リコーダーと打楽器

で「ハローサミング」を演奏。木琴･鉄琴などを加

え、代表の子どもによるピアノのアドリブも交え

て、オリジナルのブルースを演奏しました。他学

年の子どもたちも、手拍子で参加しました。

●2年続けての同一の講師によるプログラム

で、学校の受け入れ態勢も、子どもたちの

プログラムへの導入も、とてもスムーズ

でした。実施回数は昨年度より少ないも

のの、発表会での完成度はより高くなっ

ていました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

はい 96％ どちらでもない 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 92％ いいえ 4％

どちらでもない 4％

どちらでもない 11％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 96％

また参加したいですか？Q

はい 82％ いいえ 7％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 66％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 4％

どちらでもない
4％

難しかった 30％ コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立俣野小学校

ジャズ：リズムとアドリブを楽しもう！

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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横浜は「日本のジャズのふるさと」と言われ、日

本最大級のジャズフェスティバル「横濱ジャズプ

ロムナード」も毎年開催されています。しかし、子

どもたちにとっては、ジャズに触れる機会はあまり

多くなく、イメージのしにくい音楽でもあります。

そこで、「ジャズの街」で育つ子どもたちに、ジャズ

特有のリズムを体験してもらいます。

実施校………横浜市立俣野小学校

日時…………平成19年9月12日（水） 3～4時間目

 平成19年9月19日（水） 3～4時間目

 平成19年9月26日（木） 3～4時間目

対象学年……4年生（1クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…ユキ・アリマサ（ジャズ・ピアニスト）

昨年に引き続いてのプログラムで、4年生の子

どもたちは、今度は自分たちの番だと、とても期待

していました。普段の音楽の授業では学べないこ

とに触れられる貴重な機会として、教師も期待し

ていました。

●教え方もすばらしく、わかりやすかったで

す。子どもたちはさらに音楽が好きになり

ました。発表の時に全員の顔が見えるよう

に、発表の形態を考えていただけたらと思

いました。

●リコーダーは少しむずかしかったけど、い

ろいろな楽器を使えて、音楽に親しむこと

ができたと思いました。いつもとリズムが

ちがったので、とても楽しかったです。

●めちゃくちゃだったけど、みんなのリズム

があって、ジャズがおもしろくなりました。

●リコーダーも前よりも何倍もうまくなった

と思うし、発表もきんちょうしてかたまっ

てたのがだんだん楽しくなって、最後終

わったときなんか、ニッコニコ。5年に

なってもやりたい！

●サックスの人がすごかった。いっぱいいき

をいれてふいていたから、むずかしそう

でした。音がきれいだったです。

●私はピアノをならっているのに、あまり音

楽にきょうみがありませんでした。でも、

アリマサ先生たちが来て、ジャズを聞い

て、やって、音楽が好きになりました。

●みんなやさしい方でうれしかったです。音

楽をひいているときはしんけんな顔だっ

たけど、おわるとすてきなえがおでした。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師の演奏を聞き、ジャズの基本的な構造や楽

器についてレクチャーを受けました。教科書に掲

載された「ハローサミング」を、リコーダーでまず

譜面通りに演奏し、徐々にリズムや強弱をつけ

て、ジャズらしくアレンジしました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

講師が作曲したオリジナルのブルースを、2パー

トに分かれて練習。「コール＆レスポンス」を体

験しました。子どもたちが思いつくままに弾くピ

アノに、バンドメ

ンバーが合わせ

て演奏してくれ、

「アドリブ」を体

験しました。

【3日目】 発表会（2時間／全学年）

講師たちをバックバンドに、リコーダーと打楽器

で「ハローサミング」を演奏。木琴･鉄琴などを加

え、代表の子どもによるピアノのアドリブも交え

て、オリジナルのブルースを演奏しました。他学

年の子どもたちも、手拍子で参加しました。

●2年続けての同一の講師によるプログラム

で、学校の受け入れ態勢も、子どもたちの

プログラムへの導入も、とてもスムーズ

でした。実施回数は昨年度より少ないも

のの、発表会での完成度はより高くなっ

ていました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

はい 96％ どちらでもない 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 92％ いいえ 4％

どちらでもない 4％

どちらでもない 11％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 96％

また参加したいですか？Q

はい 82％ いいえ 7％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 66％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 4％

どちらでもない
4％

難しかった 30％ コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立俣野小学校

ジャズ：リズムとアドリブを楽しもう！

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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横浜は「日本のジャズのふるさと」と言われ、日

本最大級のジャズフェスティバル「横濱ジャズプ

ロムナード」も毎年開催されています。しかし、子

どもたちにとっては、ジャズに触れる機会はあまり

多くなく、イメージのしにくい音楽でもあります。

そこで、「ジャズの街」で育つ子どもたちに、ジャズ

特有のリズムを体験してもらいます。

実施校………横浜市立六つ川台小学校

日時…………平成20年2月 6 日（水） 1～4時間目

 平成20年2月20日（水） 1～4時間目

 平成20年2月27日（水） 3～4時間目

対象学年……4年生（2クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…ユキ・アリマサ（ジャズ・ピアニスト）

通常のカリキュラムでは触れることができない

ジャズに親しみ、子どもたちの音楽の世界が広が

ると良いと思いました。プロの方々の演奏を近く

で聞き、感性豊かな子どもたちがさらに成長する

ことを期待しました。

●子どもたちがジャズの楽しさを体感し、
もっとやりたいという前向きな意欲を持つ
ことができて本当に良かったです。

●講師のアドリブに、子どもたち以上に感動
しました。子どもたち一人一人にも活躍の
場を与えていただき、改めて子どもの良さ
を感じることができました。

●参加した児童、教員、鑑賞した児童や保護
者、どなたにもジャズを楽しんでいただけ
ました。

●アドリブがさいしょ、むずかしそうだなと
思ったけど、やってみたら意外とかんたん
で、楽しかったです。

●ドラムやベースをあわせると、いつもより
はくりょくがあってびっくりしました。

●練習のとき、アドリブをやってみてきん
ちょうしたけど、もりしま先生がドラムで
会話してくれてうれしかったです。

●ジャズなんてできるかなあと思っていたけ
れど、楽しくできてよかったです。楽器を使
うのがにがてだったけど、ジャズの時はそ
んなことわすれて楽しくえんそうできました。

●きんちょうしたけれど、えんそうし終わっ
てからのはく手がうれしかったです。お父
さんもお母さんもほめてくれました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

ピアノ、ドラム、ギター、ベースによる生演奏と、

楽器についてのお話を聴きました。事前に練習

してきた「イン・ザ･ムード」を演奏し、ジャズ特有

のリズムを感じジャズらしさを表現する方法を

学びました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

12小節で音数も少ないシンプルなオリジナルの

「ブルース」の曲を練習。リズム隊とメロディーラ

インとの掛け合いを感じながら演奏しました。

アドリブについて

学び、「生徒と講

師」「生徒と生徒」

で“音の会話”を

楽しみました。

【3日目】 リハーサル（1時間／全クラス）
 発表会（1時間／全学年）

他学年や保護者、地域の方々に向けて、クラス別

で「ブルース」、2クラス合同で「イン・ザ・ムード」

を発表。プロの演奏家とステージに立ち、演奏す

る楽しさと達成感を感じました。

●2年連続でジャズのプログラムを実施した
ため、事前の準備や当日の流れ、講師と学
校の先生とのコミュニケーションも良く、
最後の発表は昨年よりも発展した内容と
なりました。このプログラムが1年間のカリ
キュラムの中に自然と取り組まれているよ
うに思います。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

どちらでもない 23％

はい 98％ どちらでもない 2％

授業は楽しかったですか？Q

はい 94％ どちらでもない 6％

どちらでもない 4％

どちらでもない 15％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 96％

また参加したいですか？Q

はい 64％ いいえ 11％ 無回答 2％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 38％

授業は難しかったですか？Q

難しかった 47％
コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立六つ川台小学校

ジャズ：リズムとアドリブを楽しもう！

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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横浜は「日本のジャズのふるさと」と言われ、日

本最大級のジャズフェスティバル「横濱ジャズプ

ロムナード」も毎年開催されています。しかし、子

どもたちにとっては、ジャズに触れる機会はあまり

多くなく、イメージのしにくい音楽でもあります。

そこで、「ジャズの街」で育つ子どもたちに、ジャズ

特有のリズムを体験してもらいます。

実施校………横浜市立六つ川台小学校

日時…………平成20年2月 6 日（水） 1～4時間目

 平成20年2月20日（水） 1～4時間目

 平成20年2月27日（水） 3～4時間目

対象学年……4年生（2クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…ユキ・アリマサ（ジャズ・ピアニスト）

通常のカリキュラムでは触れることができない

ジャズに親しみ、子どもたちの音楽の世界が広が

ると良いと思いました。プロの方々の演奏を近く

で聞き、感性豊かな子どもたちがさらに成長する

ことを期待しました。

●子どもたちがジャズの楽しさを体感し、
もっとやりたいという前向きな意欲を持つ
ことができて本当に良かったです。

●講師のアドリブに、子どもたち以上に感動
しました。子どもたち一人一人にも活躍の
場を与えていただき、改めて子どもの良さ
を感じることができました。

●参加した児童、教員、鑑賞した児童や保護
者、どなたにもジャズを楽しんでいただけ
ました。

●アドリブがさいしょ、むずかしそうだなと
思ったけど、やってみたら意外とかんたん
で、楽しかったです。

●ドラムやベースをあわせると、いつもより
はくりょくがあってびっくりしました。

●練習のとき、アドリブをやってみてきん
ちょうしたけど、もりしま先生がドラムで
会話してくれてうれしかったです。

●ジャズなんてできるかなあと思っていたけ
れど、楽しくできてよかったです。楽器を使
うのがにがてだったけど、ジャズの時はそ
んなことわすれて楽しくえんそうできました。

●きんちょうしたけれど、えんそうし終わっ
てからのはく手がうれしかったです。お父
さんもお母さんもほめてくれました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

ピアノ、ドラム、ギター、ベースによる生演奏と、

楽器についてのお話を聴きました。事前に練習

してきた「イン・ザ･ムード」を演奏し、ジャズ特有

のリズムを感じジャズらしさを表現する方法を

学びました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

12小節で音数も少ないシンプルなオリジナルの

「ブルース」の曲を練習。リズム隊とメロディーラ

インとの掛け合いを感じながら演奏しました。

アドリブについて

学び、「生徒と講

師」「生徒と生徒」

で“音の会話”を

楽しみました。

【3日目】 リハーサル（1時間／全クラス）
 発表会（1時間／全学年）

他学年や保護者、地域の方々に向けて、クラス別

で「ブルース」、2クラス合同で「イン・ザ・ムード」

を発表。プロの演奏家とステージに立ち、演奏す

る楽しさと達成感を感じました。

●2年連続でジャズのプログラムを実施した
ため、事前の準備や当日の流れ、講師と学
校の先生とのコミュニケーションも良く、
最後の発表は昨年よりも発展した内容と
なりました。このプログラムが1年間のカリ
キュラムの中に自然と取り組まれているよ
うに思います。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

どちらでもない 23％

はい 98％ どちらでもない 2％

授業は楽しかったですか？Q

はい 94％ どちらでもない 6％

どちらでもない 4％

どちらでもない 15％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 96％

また参加したいですか？Q

はい 64％ いいえ 11％ 無回答 2％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 38％

授業は難しかったですか？Q

難しかった 47％
コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立六つ川台小学校

ジャズ：リズムとアドリブを楽しもう！

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●「歌うための身体をつくる」ことで、声量も

声質も大きく変わることに素直に感動し

ていたようです。発表会では、子どもたち

と講師の声のハーモニーに、会場から大

きな拍手がわきました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

子どもたち自身に、自分が持っている楽器であ

る「声」の魅力に気づいてもらいます。日本の童謡

などをクラスで合唱し、みんなで歌うことの楽しさ

や面白さを体験します。また、歌詞の表す情景や

気持ちを想像して歌うことを考えます。

実施校………横浜市立港南台第一小学校

日時…………平成19年6月26日（火） 2～5時間目

 平成19年6月27日（水） 3～5時間目

 平成19年7月 4  日（水） 3～4時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…山口佳子（声楽家）

普段、なかなか芸術に触れることがないので、

よい機会だと思いました。高い技術を持つ方にふ

れて、子どもたちの情操を深め、関心・意欲を高め

ることを期待しました。

●準備体操をすることで、カラダが大きく

なっている気分でした。すみずみまで響い

ていくようで、歌っていて、とても気持ち良

かったです。

●授業を受けて、歌うことが楽しくなって、声

をいっぱい出して歌えるようになりました。

●腹式呼吸のやりかたは少し難しかったけ

ど、できるようになると全員の声が前とはち

がってきれいになったような気がしました。

●今までは歌詞の意味なんて考えもしな

かったけれど、意味を考えながら歌った

方が伝わると思いました。

●本当にオペラの舞台に立っている人に会

えて、とてもうれしかったです。

●子どもたちが意欲的で反応もはやく、主体

的な学習につながっていました。発表会で

の子どもたちの表情がとても前向きで、意

欲が増しているように見受けられました。

●「豊かな心情を育てる」「創りあげる喜び」「達

成感」「自信」など多岐にわたって、少ない時

間の中で与えていただけたと感じます。

●声を出させるにはこのように指導してい

くのかと、私自身の勉強になりました。先

生のドレスアップした姿が、子どもたちに

インパクトを与えたようです。

【1日目】 ミニ・コンサート（1時間／全クラス）

歌詞の意味などの説明を交えて、講師によるコ

ンサートが行われました。子どもたちからは「どう

してそんなに高い声が出るの？」「何オクターブ

声が出せるの？」といった質問が出ました。

ワークショップ1（1時間／クラスごと）

準備体操で身体をほぐした後、床に横になって腹

式呼吸を学びました。姿勢や、表情に気をつけな

がら声を出す練習をしました。

【2日目】 ワークショップ2（1時間／クラスごと）

課題曲（童謡・唱歌）の言葉をひとつひとつ確認

し、情景をイメージしながら歌いました。美しい

発音のために、歌詞を朗読し、鼻濁音や子音の

出し方を練習しました。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）
 発表会（1時間／全クラス）

リハーサルを行った後、他学年・父兄も参加する

発表会を実施。クラスごとに課題曲を発表しまし

た。子どもたちの旋律に、講師がハーモニーを加

えました。

はい 98％ いいえ 1％

授業は楽しかったですか？Q

はい 97％ いいえ 1％

どちらでもない 4％

どちらでもない 5％

どちらでもない 2％

どちらでもない 1％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 94％

また参加したいですか？Q

はい 90％ いいえ 5％

いいえ 2％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 46％ 難しかった 29％ どちらでもない
25％

授業は難しかったですか？Q

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立港南台第一小学校

声楽：「声」はそれぞれが持つ楽器

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●「歌うための身体をつくる」ことで、声量も

声質も大きく変わることに素直に感動し

ていたようです。発表会では、子どもたち

と講師の声のハーモニーに、会場から大

きな拍手がわきました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

子どもたち自身に、自分が持っている楽器であ

る「声」の魅力に気づいてもらいます。日本の童謡

などをクラスで合唱し、みんなで歌うことの楽しさ

や面白さを体験します。また、歌詞の表す情景や

気持ちを想像して歌うことを考えます。

実施校………横浜市立港南台第一小学校

日時…………平成19年6月26日（火） 2～5時間目

 平成19年6月27日（水） 3～5時間目

 平成19年7月 4  日（水） 3～4時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…山口佳子（声楽家）

普段、なかなか芸術に触れることがないので、

よい機会だと思いました。高い技術を持つ方にふ

れて、子どもたちの情操を深め、関心・意欲を高め

ることを期待しました。

●準備体操をすることで、カラダが大きく

なっている気分でした。すみずみまで響い

ていくようで、歌っていて、とても気持ち良

かったです。

●授業を受けて、歌うことが楽しくなって、声

をいっぱい出して歌えるようになりました。

●腹式呼吸のやりかたは少し難しかったけ

ど、できるようになると全員の声が前とはち

がってきれいになったような気がしました。

●今までは歌詞の意味なんて考えもしな

かったけれど、意味を考えながら歌った

方が伝わると思いました。

●本当にオペラの舞台に立っている人に会

えて、とてもうれしかったです。

●子どもたちが意欲的で反応もはやく、主体

的な学習につながっていました。発表会で

の子どもたちの表情がとても前向きで、意

欲が増しているように見受けられました。

●「豊かな心情を育てる」「創りあげる喜び」「達

成感」「自信」など多岐にわたって、少ない時

間の中で与えていただけたと感じます。

●声を出させるにはこのように指導してい

くのかと、私自身の勉強になりました。先

生のドレスアップした姿が、子どもたちに

インパクトを与えたようです。

【1日目】 ミニ・コンサート（1時間／全クラス）

歌詞の意味などの説明を交えて、講師によるコ

ンサートが行われました。子どもたちからは「どう

してそんなに高い声が出るの？」「何オクターブ

声が出せるの？」といった質問が出ました。

ワークショップ1（1時間／クラスごと）

準備体操で身体をほぐした後、床に横になって腹

式呼吸を学びました。姿勢や、表情に気をつけな

がら声を出す練習をしました。

【2日目】 ワークショップ2（1時間／クラスごと）

課題曲（童謡・唱歌）の言葉をひとつひとつ確認

し、情景をイメージしながら歌いました。美しい

発音のために、歌詞を朗読し、鼻濁音や子音の

出し方を練習しました。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）
 発表会（1時間／全クラス）

リハーサルを行った後、他学年・父兄も参加する

発表会を実施。クラスごとに課題曲を発表しまし

た。子どもたちの旋律に、講師がハーモニーを加

えました。

はい 98％ いいえ 1％

授業は楽しかったですか？Q

はい 97％ いいえ 1％

どちらでもない 4％

どちらでもない 5％

どちらでもない 2％

どちらでもない 1％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 94％

また参加したいですか？Q

はい 90％ いいえ 5％

いいえ 2％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 46％ 難しかった 29％ どちらでもない
25％

授業は難しかったですか？Q

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立港南台第一小学校

声楽：「声」はそれぞれが持つ楽器

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●ワークショップにも、保護者の方、地域の

方がいらしてくださって、良かったと思い

ます。全体的に時間が少なく、駆け足に

なってしまった部分が多かったので、今

後もう少し余裕を持ったスケジュールを

考えたいと思いました。

（株式会社 オフィスマキナ）

子どもたち自身に、自分が持っている楽器であ

る「声」の魅力に気づいてもらいます。唱歌をクラ

スで合唱し、みんなで歌うことの楽しさや面白さ

を体験します。また、歌詞の表す情景や気持ちを

想像して歌うことを考えます。

実施校………横浜市立富士見台小学校

日時…………平成20年2月20日（水） 3～5時間目

 平成20年2月22日（金） 3～4時間目

 平成20年2月28日（木） 3～4時間目

対象学年……5年生（2クラス）、6年生（3クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…鈴木慶江（声楽家）

音楽に対する興味・関心を持ち、生活を明るく

潤いのあるものにする態度が育つことを期待しま

した。また、生で芸術に触れることを通して、子ど

もたちに感動を与えたいと思いました。

●体育と同じで、準備体操があっておどろき

ました。

●あんなに体をつかってうたをうたったこと

がなかったので、すこしつかれたけれど、

とてもたのしかったです。

●授業を受けてから、歌声が少しだけきれい

になったような気がします。

●みんなの歌声も、自分の声も変わったと

実感できました。

●みんなの前で、ちょっときんちょうしてし

まったけれど、とても歌うのが楽しかった

し、心が「ほかほか」してきました。

●音楽は「気持ち」の持ち方によって色々変

わると感じました。

●子供たちの表情が前向きで、うれしかった

です。すぐ座りたがる子供たちも、一生懸

命体を動かしていました。

●自分自身が考えたことのない指導法で、子ど

もにとっても、私にとってもよい刺激になり

ました。

●講師によい「言葉」をかけていただいてよ

かったです。生徒の心に届いて、きっと

「腑に落ちた」部分があったと思います。

【1日目】 ミニ・コンサート（1時間／全クラス）

オペラのアリアなど、講師の演奏を鑑賞しまし

た。子どもたちからは「どうしてきれいな声が出

るんですか」「歌をやっていてよかったと思うの

はどんなときですか」といった質問が出ました。

ワークショップ（1時間／クラスごと）

「歌は運動です」という説明の後、準備体操。お腹

を使って息を吐く練習や、発声練習を行いました。

姿勢やフレージ

ングに気をつけ

ながら、課題曲

を歌いました。

【2日目】 ワークショップ（1時間／クラスごと）
【3日目】 リハーサル（1時間／全クラス）
 発表会（1時間／全学年）

リハーサルでは、歌詞の情景を浮かべながら歌

う練習。他学年・保護者も参加する発表会では、

学年ごとに課題曲「冬げしき」（5年生）「ふるさ

と」（6年生）を歌いました。子どもたちの歌声に、

講師がハーモニーを加えました。

はい 80％ いいえ 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 88％ いいえ 3％

どちらでもない 25％

どちらでもない 9％

どちらでもない 16％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 70％

また参加したいですか？Q

はい 59％ いいえ 16％

いいえ 6％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 28％ 難しかった39％ どちらでもない
33％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 23％
無回答 1％

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立富士見台小学校

声楽：「声」はそれぞれが持つ楽器

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●ワークショップにも、保護者の方、地域の

方がいらしてくださって、良かったと思い

ます。全体的に時間が少なく、駆け足に

なってしまった部分が多かったので、今

後もう少し余裕を持ったスケジュールを

考えたいと思いました。

（株式会社 オフィスマキナ）

子どもたち自身に、自分が持っている楽器であ

る「声」の魅力に気づいてもらいます。唱歌をクラ

スで合唱し、みんなで歌うことの楽しさや面白さ

を体験します。また、歌詞の表す情景や気持ちを

想像して歌うことを考えます。

実施校………横浜市立富士見台小学校

日時…………平成20年2月20日（水） 3～5時間目

 平成20年2月22日（金） 3～4時間目

 平成20年2月28日（木） 3～4時間目

対象学年……5年生（2クラス）、6年生（3クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…鈴木慶江（声楽家）

音楽に対する興味・関心を持ち、生活を明るく

潤いのあるものにする態度が育つことを期待しま

した。また、生で芸術に触れることを通して、子ど

もたちに感動を与えたいと思いました。

●体育と同じで、準備体操があっておどろき

ました。

●あんなに体をつかってうたをうたったこと

がなかったので、すこしつかれたけれど、

とてもたのしかったです。

●授業を受けてから、歌声が少しだけきれい

になったような気がします。

●みんなの歌声も、自分の声も変わったと

実感できました。

●みんなの前で、ちょっときんちょうしてし

まったけれど、とても歌うのが楽しかった

し、心が「ほかほか」してきました。

●音楽は「気持ち」の持ち方によって色々変

わると感じました。

●子供たちの表情が前向きで、うれしかった

です。すぐ座りたがる子供たちも、一生懸

命体を動かしていました。

●自分自身が考えたことのない指導法で、子ど

もにとっても、私にとってもよい刺激になり

ました。

●講師によい「言葉」をかけていただいてよ

かったです。生徒の心に届いて、きっと

「腑に落ちた」部分があったと思います。

【1日目】 ミニ・コンサート（1時間／全クラス）

オペラのアリアなど、講師の演奏を鑑賞しまし

た。子どもたちからは「どうしてきれいな声が出

るんですか」「歌をやっていてよかったと思うの

はどんなときですか」といった質問が出ました。

ワークショップ（1時間／クラスごと）

「歌は運動です」という説明の後、準備体操。お腹

を使って息を吐く練習や、発声練習を行いました。

姿勢やフレージ

ングに気をつけ

ながら、課題曲

を歌いました。

【2日目】 ワークショップ（1時間／クラスごと）
【3日目】 リハーサル（1時間／全クラス）
 発表会（1時間／全学年）

リハーサルでは、歌詞の情景を浮かべながら歌

う練習。他学年・保護者も参加する発表会では、

学年ごとに課題曲「冬げしき」（5年生）「ふるさ

と」（6年生）を歌いました。子どもたちの歌声に、

講師がハーモニーを加えました。

はい 80％ いいえ 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 88％ いいえ 3％

どちらでもない 25％

どちらでもない 9％

どちらでもない 16％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 70％

また参加したいですか？Q

はい 59％ いいえ 16％

いいえ 6％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 28％ 難しかった39％ どちらでもない
33％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 23％
無回答 1％

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立富士見台小学校

声楽：「声」はそれぞれが持つ楽器

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●専科の先生だけでなく、担任の先生方も

積極的に準備に携わってくださり、ス

ムーズに進められました。昨年のことを

覚えている児童も多く、ワークショップを

越えた交流がありました。同じ学校で継

続していく意義があると思いました。

（株式会社 オフィスマキナ）

子どもたち自身に、自分が持っている楽器である

「声」の魅力に気づいてもらいます。唱歌をクラスで

合唱し、みんなで歌うことの楽しさや面白さを体験

します。また、歌詞の表す情景や気持ちを想像して

歌うことを考えます。

実施校………横浜市立汐見台小学校

日時…………平成20年2月25日（月） 3～5時間目

 平成20年3月 4 日（火） 3～4時間目

対象学年……5年生（2クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…鈴木慶江（声楽家）

本物の芸術に出会うことの素晴らしさを味わ

い、子どもたちの視野が広がることを期待しまし

た。声の出し方のコツや歌の情景など、歌に関す

る様々なことを教えていただきたいと思いました。

●「自分が変わったな」と思えました。ちょっと

やっただけなのに、すごく体がかるくなっ

たような気がして、とても楽しかったです。

●「オンチな人はいない」という言葉で、私は

歌うことに自信がついて、声が出るように

なり、すごくうれしかったです。

●その歌の風景を想像することで、自然に

心をこめて歌えるようになるような気が

して、もっと色々な歌を歌ってみたいと思

うようになりました。

●今までのぼくにはなかったきれいな歌声

が出せたり、今までおくにあった歌声を引

き出すことができました。

●じゅんびたいそうをしてから歌うと、全身

が歌っているようなかんじになって楽し

かったです。

●子どもたちの声が変わった瞬間、鳥肌が立

つような感覚でした。「歌」の素晴らしさ、

パワー、やさしさを伝えてくださいました。

●子どもたちは意欲的でした。準備運動はふ

だんあまりできないため、新鮮だったと思

います。こんなに身近に生の声を聴かせて

いただくぜいたくを感じました。

●子どもたちに世界で活躍される方の経験

を感じさせることができて、とても良かっ

たと思います。

【1日目】 ミニ・コンサート（1時間／全クラス）

オペラのアリアなど、講師の演奏を鑑賞しまし

た。子どもたちからは「いろいろな外国語を喋る

のですか」「ミラノはどんなところですか」といっ

た質問が出ました。

ワークショップ（1時間／クラスごと）

「歌は運動です」という説明の後、上半身の力を抜

くための準備体操。お腹を使って息を吐く練習や、

発声練習を行いました。姿勢や顔の角度、フレー

ジングに気をつけながら、課題曲の「冬げしき」を

歌いました。

【2日目】 リハーサル（1時間／全クラス）
 発表会（1時間／全学年）

授業でやったことを思い出しながらリハーサル

を行ないました。歌詞の情景を浮かべながら歌

いました。他学年・保護者も参加する発表会で

は、2クラス合同で「冬げしき」を発表。子どもたち

の歌声に、講師がハーモニーを加えました。

はい 96％ どちらでもない 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 96％ いいえ 1％

どちらでもない 11％

どちらでもない 20％

どちらでもない 3％
授業はよくわかりましたか？Q

はい 89％

また参加したいですか？Q

はい 71％ いいえ 9％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 33％ 難しかった 34％ どちらでもない
33％

授業は難しかったですか？Q

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立汐見台小学校

声楽：「声」はそれぞれが持つ楽器

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●専科の先生だけでなく、担任の先生方も

積極的に準備に携わってくださり、ス

ムーズに進められました。昨年のことを

覚えている児童も多く、ワークショップを

越えた交流がありました。同じ学校で継

続していく意義があると思いました。

（株式会社 オフィスマキナ）

子どもたち自身に、自分が持っている楽器である

「声」の魅力に気づいてもらいます。唱歌をクラスで

合唱し、みんなで歌うことの楽しさや面白さを体験

します。また、歌詞の表す情景や気持ちを想像して

歌うことを考えます。

実施校………横浜市立汐見台小学校

日時…………平成20年2月25日（月） 3～5時間目

 平成20年3月 4 日（火） 3～4時間目

対象学年……5年生（2クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…鈴木慶江（声楽家）

本物の芸術に出会うことの素晴らしさを味わ

い、子どもたちの視野が広がることを期待しまし

た。声の出し方のコツや歌の情景など、歌に関す

る様々なことを教えていただきたいと思いました。

●「自分が変わったな」と思えました。ちょっと

やっただけなのに、すごく体がかるくなっ

たような気がして、とても楽しかったです。

●「オンチな人はいない」という言葉で、私は

歌うことに自信がついて、声が出るように

なり、すごくうれしかったです。

●その歌の風景を想像することで、自然に

心をこめて歌えるようになるような気が

して、もっと色々な歌を歌ってみたいと思

うようになりました。

●今までのぼくにはなかったきれいな歌声

が出せたり、今までおくにあった歌声を引

き出すことができました。

●じゅんびたいそうをしてから歌うと、全身

が歌っているようなかんじになって楽し

かったです。

●子どもたちの声が変わった瞬間、鳥肌が立

つような感覚でした。「歌」の素晴らしさ、

パワー、やさしさを伝えてくださいました。

●子どもたちは意欲的でした。準備運動はふ

だんあまりできないため、新鮮だったと思

います。こんなに身近に生の声を聴かせて

いただくぜいたくを感じました。

●子どもたちに世界で活躍される方の経験

を感じさせることができて、とても良かっ

たと思います。

【1日目】 ミニ・コンサート（1時間／全クラス）

オペラのアリアなど、講師の演奏を鑑賞しまし

た。子どもたちからは「いろいろな外国語を喋る

のですか」「ミラノはどんなところですか」といっ

た質問が出ました。

ワークショップ（1時間／クラスごと）

「歌は運動です」という説明の後、上半身の力を抜

くための準備体操。お腹を使って息を吐く練習や、

発声練習を行いました。姿勢や顔の角度、フレー

ジングに気をつけながら、課題曲の「冬げしき」を

歌いました。

【2日目】 リハーサル（1時間／全クラス）
 発表会（1時間／全学年）

授業でやったことを思い出しながらリハーサル

を行ないました。歌詞の情景を浮かべながら歌

いました。他学年・保護者も参加する発表会で

は、2クラス合同で「冬げしき」を発表。子どもたち

の歌声に、講師がハーモニーを加えました。

はい 96％ どちらでもない 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 96％ いいえ 1％

どちらでもない 11％

どちらでもない 20％

どちらでもない 3％
授業はよくわかりましたか？Q

はい 89％

また参加したいですか？Q

はい 71％ いいえ 9％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 33％ 難しかった 34％ どちらでもない
33％

授業は難しかったですか？Q

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立汐見台小学校

声楽：「声」はそれぞれが持つ楽器

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●イメージを膨らませることで、子どもたち

の声が一瞬で変わっていきました。普段

人前で歌ったり演奏したりすることが少

ない子どもたちなので、この機会に心地

の良い緊張感と思いを人に伝えることの

大切さを知ることができたのではないか

と思います。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

子どもたち自身に、自分が持っている楽器であ

る「声」の魅力に気づいてもらいます。また、クラス

や学年全体で合唱し、みんなで歌うことの楽しさ

や面白さを体験しながら、歌詞の表す情景や気持

ちを想像して歌い、相手に“伝える”ということを考

えていきます。

実施校………横浜市立原小学校

日時…………平成20年2月12日（火） 2～4時間目

 平成20年2月13日（水） 2～4時間目

 平成20年2月26日（火） 2～4時間目

対象学年……5年生（5クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…君島広昭（声楽家）

子どもたちがひとつのことに向かって協力して

高めあっていくこと、仲間と何かを創り出すことを

期待しました。より楽しく音楽活動に親しめるよう

に、歌うことのスキルなど、専門的な指導をしてい

だけたらと思いました。

●みんなで力を合わせて歌えばきれいな声

が出るし、大きな口をあければもっといい

歌声が出てくるということが分かりました。

●とても歌うことが好きになりました。たった

何日かでこんなに声がよく出るとは思いま

せんでした。

●ワークショップは口の開け方、息のし方な

ど、一つ一つにきびしかったけど、発表の

時にうまく歌えたのでよかったと思う。

●ステージにあがるまでは、とてもきんちょう

していたけれど、うたっているうちにどうど

うと歌えるようになってよかったです。ちが

うクラスのうたも、とってもキレイな声でよ

かったです。

●子どもたちの歌がみるみる変わっていっ

て、とても嬉しかったです。

●「発表する」という貴重な経験と、専門的

なご指導で、子どもの音楽性と心が育ち

ました。

●子どもたちにとって、分かりやすく、興味

のわくご指導のされ方だったので、学校

の授業でも取り入れられる部分があると

感じました。

【1日目】 ミニ・コンサート（1時間／全クラス）

ソプラノ・アルト・テノール・バリトンによるコン

サートを聞き、声楽についての説明を受けまし

た。動きを伴ったオペラや合唱曲、歌曲を鑑賞

し、課題曲を全員で歌いました。

【1日目】 ワークショップ（1時間／クラスごと）
【2日目】 ワークショップ（1時間／クラスごと）

体・顔･口をほぐし、ブレスの練習などを行った後、

発声練習。のびのびと声を出すことや、言葉をはっ

きりと伝えることを学びました。クラス別の課題曲

と学年全体の課

題曲を、フレー

ズを考えて、情

景を想像しなが

ら歌いました。

【3日目】 リハーサル＋発表会（3時間／全クラス）

最後の練習とリハーサルを行ったあと、他学年・

保護者も参加しての発表会を実施。クラス別の

曲をステージで歌った後に、学年全員で「大空が

むかえる朝」を歌いました。

はい 99％

授業は楽しかったですか？Q

はい 92％ いいえ 2％

どちらでもない 8％

どちらでもない 25％

どちらでもない 6％

どちらでもない 1％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 91％

また参加したいですか？Q

はい 57％ いいえ 18％

いいえ 1％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 50％ 難しかった 24％ どちらでもない
26％

授業は難しかったですか？Q
コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立原小学校

声楽：自分の気持ちを歌で伝えよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●イメージを膨らませることで、子どもたち

の声が一瞬で変わっていきました。普段

人前で歌ったり演奏したりすることが少

ない子どもたちなので、この機会に心地

の良い緊張感と思いを人に伝えることの

大切さを知ることができたのではないか

と思います。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

子どもたち自身に、自分が持っている楽器であ

る「声」の魅力に気づいてもらいます。また、クラス

や学年全体で合唱し、みんなで歌うことの楽しさ

や面白さを体験しながら、歌詞の表す情景や気持

ちを想像して歌い、相手に“伝える”ということを考

えていきます。

実施校………横浜市立原小学校

日時…………平成20年2月12日（火） 2～4時間目

 平成20年2月13日（水） 2～4時間目

 平成20年2月26日（火） 2～4時間目

対象学年……5年生（5クラス）

実施教科……音楽

アーティスト…君島広昭（声楽家）

子どもたちがひとつのことに向かって協力して

高めあっていくこと、仲間と何かを創り出すことを

期待しました。より楽しく音楽活動に親しめるよう

に、歌うことのスキルなど、専門的な指導をしてい

だけたらと思いました。

●みんなで力を合わせて歌えばきれいな声

が出るし、大きな口をあければもっといい

歌声が出てくるということが分かりました。

●とても歌うことが好きになりました。たった

何日かでこんなに声がよく出るとは思いま

せんでした。

●ワークショップは口の開け方、息のし方な

ど、一つ一つにきびしかったけど、発表の

時にうまく歌えたのでよかったと思う。

●ステージにあがるまでは、とてもきんちょう

していたけれど、うたっているうちにどうど

うと歌えるようになってよかったです。ちが

うクラスのうたも、とってもキレイな声でよ

かったです。

●子どもたちの歌がみるみる変わっていっ

て、とても嬉しかったです。

●「発表する」という貴重な経験と、専門的

なご指導で、子どもの音楽性と心が育ち

ました。

●子どもたちにとって、分かりやすく、興味

のわくご指導のされ方だったので、学校

の授業でも取り入れられる部分があると

感じました。

【1日目】 ミニ・コンサート（1時間／全クラス）

ソプラノ・アルト・テノール・バリトンによるコン

サートを聞き、声楽についての説明を受けまし

た。動きを伴ったオペラや合唱曲、歌曲を鑑賞

し、課題曲を全員で歌いました。

【1日目】 ワークショップ（1時間／クラスごと）
【2日目】 ワークショップ（1時間／クラスごと）

体・顔･口をほぐし、ブレスの練習などを行った後、

発声練習。のびのびと声を出すことや、言葉をはっ

きりと伝えることを学びました。クラス別の課題曲

と学年全体の課

題曲を、フレー

ズを考えて、情

景を想像しなが

ら歌いました。

【3日目】 リハーサル＋発表会（3時間／全クラス）

最後の練習とリハーサルを行ったあと、他学年・

保護者も参加しての発表会を実施。クラス別の

曲をステージで歌った後に、学年全員で「大空が

むかえる朝」を歌いました。

はい 99％

授業は楽しかったですか？Q

はい 92％ いいえ 2％

どちらでもない 8％

どちらでもない 25％

どちらでもない 6％

どちらでもない 1％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 91％

また参加したいですか？Q

はい 57％ いいえ 18％

いいえ 1％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 50％ 難しかった 24％ どちらでもない
26％

授業は難しかったですか？Q
コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立原小学校

声楽：自分の気持ちを歌で伝えよう
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先生のコメント
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●子どもたちは、知っている曲を演奏する
のが一番楽しそうでした。逆に知らない
曲や難しい曲には集中が続かない場面
も見られました。

●初めて邦楽器に触れる子どもたちは、大
人のような「敷居の高さ」を感じることな
く箏を楽しんでおり、印象的な体験に
なったと思います。ただ、時間と練習曲の
難易度のバランスという点では、「かえる
の歌」レベルの曲を複数練習した方が、
楽しさと達成感をより感じてもらえたか
もしれません。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

「箏」は、もっともポピュラーな邦楽器のひとつ

ですが、その演奏風景を目にしたり、あるいは直

接楽器に触れる機会は非常に稀です。子どもたち

にとって未知の楽器である「箏」を、ひとり一面ず

つ自由に触ることのできる環境を提供し、子ども

たちのペースで楽しみながら楽器に親しみます。

実施校………横浜市立綱島東小学校

日時…………平成19年10月16日（火） 1～6時間目

 平成19年10月25日（木） 1～6時間目

 平成19年11月 1 日（木） 1～6時間目

対象学年……5年生（3クラス）

実施教科……総合

アーティスト…熊沢栄利子（箏奏者）、米澤浩（尺八奏者）

全体に歌や音楽は好きなのですが、積極的に

前に出ることや、段取りを自分で考えて組み立て

ていく作業が苦手な子どもが多くいます。未知の

ことを体験する中で、自分で考え、工夫したことを

楽しむようなプログラムを期待しました。

●最初に「こと」を見たときに、ぜったいひけ
ないと思っていましたが、やってみると楽
しくて、おもしろくて、しゅうちゅう力がアッ
プしたように思いました。

●私は「こと」という楽器をさわるのは初め
てなので、きちょうな体験になりました。
ことっていがいとおもしろいかも。でも指
がいたくなりました。

●ことの学習は初めてやったけど、すごく楽
しかったです。むずかしかったことはいっ
ぱいあったけど、それをのりこえるとまた
一段と楽しくなりました。

●大きな音を出すのがむずかしかったけれ
ど、少しずつですができました。「カノン」
は、1行目はなんとかひけたけど、2行目は
むずかしくてひけませんでした。

●授業を受けていくごとに、ことを好きに
なっていきました。最初にひいてもらった
ジブリシリーズの曲を聞いて、すごいしょ
うげきをうけました。なので、私は今「和」
にはまっています。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

まず箏と尺八の演奏を鑑賞しました。一人1台ず

つ用意された箏の前に座り、イラストからイメー

ジする音を自由に出してみました。弦を爪で弾く

だけでなく、指で弾いたり、叩いたり、擦ったりし

ました。基本の姿勢と弾き方の説明を受けて、

「かえるのうた」の演奏に挑戦しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

毛氈の上に正座の姿勢で練習。邦楽譜の譜面の

説明の後、譜面を見ながら「かえるのうた」を演

奏しました。オリジナル練習曲の「カノン」は、譜

面2行分を練習しました。

【3日目】 リハーサル（2時間／クラスごと）

講師が演奏する二十絃箏の底面に触れて、楽器

の響きが振動であることを身体で感じました。ク

ラスを4部に分けて「かえるのうた」を輪奏。最後

に、講師による「春の海」を鑑賞しました。

はい 84％ いいえ 8％

授業は楽しかったですか？Q

はい 76％ いいえ 16％

どちらでもない 12％

どちらでもない 8％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 12％はい 76％

また参加したいですか？Q

はい 36％ どちらでもない
38％

いいえ 26％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 16％ 難しかった 76％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 8％

どちらでもない
8％

先生のコメント

コーディネーターのコメント

音楽
横浜市立綱島東小学校

邦楽：「日本の音」を自分で奏でてみよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

子どもたちのコメント

c o m m e n t s

42  横浜市芸術文化教育プログラム推進事業 平成19年度事業報告書  43



●子どもたちは、知っている曲を演奏する
のが一番楽しそうでした。逆に知らない
曲や難しい曲には集中が続かない場面
も見られました。

●初めて邦楽器に触れる子どもたちは、大
人のような「敷居の高さ」を感じることな
く箏を楽しんでおり、印象的な体験に
なったと思います。ただ、時間と練習曲の
難易度のバランスという点では、「かえる
の歌」レベルの曲を複数練習した方が、
楽しさと達成感をより感じてもらえたか
もしれません。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

「箏」は、もっともポピュラーな邦楽器のひとつ

ですが、その演奏風景を目にしたり、あるいは直

接楽器に触れる機会は非常に稀です。子どもたち

にとって未知の楽器である「箏」を、ひとり一面ず

つ自由に触ることのできる環境を提供し、子ども

たちのペースで楽しみながら楽器に親しみます。

実施校………横浜市立綱島東小学校

日時…………平成19年10月16日（火） 1～6時間目

 平成19年10月25日（木） 1～6時間目

 平成19年11月 1 日（木） 1～6時間目

対象学年……5年生（3クラス）

実施教科……総合

アーティスト…熊沢栄利子（箏奏者）、米澤浩（尺八奏者）

全体に歌や音楽は好きなのですが、積極的に

前に出ることや、段取りを自分で考えて組み立て

ていく作業が苦手な子どもが多くいます。未知の

ことを体験する中で、自分で考え、工夫したことを

楽しむようなプログラムを期待しました。

●最初に「こと」を見たときに、ぜったいひけ
ないと思っていましたが、やってみると楽
しくて、おもしろくて、しゅうちゅう力がアッ
プしたように思いました。

●私は「こと」という楽器をさわるのは初め
てなので、きちょうな体験になりました。
ことっていがいとおもしろいかも。でも指
がいたくなりました。

●ことの学習は初めてやったけど、すごく楽
しかったです。むずかしかったことはいっ
ぱいあったけど、それをのりこえるとまた
一段と楽しくなりました。

●大きな音を出すのがむずかしかったけれ
ど、少しずつですができました。「カノン」
は、1行目はなんとかひけたけど、2行目は
むずかしくてひけませんでした。

●授業を受けていくごとに、ことを好きに
なっていきました。最初にひいてもらった
ジブリシリーズの曲を聞いて、すごいしょ
うげきをうけました。なので、私は今「和」
にはまっています。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

まず箏と尺八の演奏を鑑賞しました。一人1台ず

つ用意された箏の前に座り、イラストからイメー

ジする音を自由に出してみました。弦を爪で弾く

だけでなく、指で弾いたり、叩いたり、擦ったりし

ました。基本の姿勢と弾き方の説明を受けて、

「かえるのうた」の演奏に挑戦しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

毛氈の上に正座の姿勢で練習。邦楽譜の譜面の

説明の後、譜面を見ながら「かえるのうた」を演

奏しました。オリジナル練習曲の「カノン」は、譜

面2行分を練習しました。

【3日目】 リハーサル（2時間／クラスごと）

講師が演奏する二十絃箏の底面に触れて、楽器

の響きが振動であることを身体で感じました。ク

ラスを4部に分けて「かえるのうた」を輪奏。最後

に、講師による「春の海」を鑑賞しました。

はい 84％ いいえ 8％

授業は楽しかったですか？Q

はい 76％ いいえ 16％

どちらでもない 12％

どちらでもない 8％
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いいえ 12％はい 76％

また参加したいですか？Q

はい 36％ どちらでもない
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いいえ 26％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 16％ 難しかった 76％
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どちらでもない 8％

どちらでもない
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日本の代表的な伝統楽器である「箏」を使い、

日本古来の音色に触れ、実際に演奏する機会を

提供します。児童1人に1面の箏を用意し、自由に

演奏しながら箏の音色を楽しんでもらいます。最

終日には、他学年や保護者の前で演奏する機会

も設けます。

実施校………横浜市立藤の木小学校

日時…………平成19年10月19日（金） 1～6時間目

 平成19年10月26日（金） 1～6時間目

 平成19年11月 2 日（金） 1～6時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……音楽・総合

アーティスト…熊沢栄利子（箏奏者）、米澤浩（尺八奏者）

箏に実際に触れ、演奏することで、日本文化の

良さを味わえたらよいと思いました。めずらしい

機会なので、ぜひプロによる指導を受けたいと考

えました。子どもたちが、聞くだけでなく、「体で感

じること」を期待しました。

●日本の文化の一つにふれられて、すごくい

い経験になったと思うし、楽しかった。とく

に「かえるのうた」をみんなで演奏したの

が楽しかった。

●初めてことをやったけれど、とてもわかり

やすくてすぐにできるようになりました。

ことの音色を生で聞けて良かったです。

●つめで音を出すのは難しかったけれど、

うまくできた時がとてもうれしかった。ま

たやりたいと思った。

●ことを初めて見たとき、こんなの私にでき

るのだろうかと思いました。何度かさわっ

てみると、ことがやさしくしてくれているよ

うな気がして、いろいろな曲にちょうせん

してみようと思いました。

●琴柱を少し動かすだけで、どんな曲もひ

けるのはすごかった。

●箏に触れたことのない子どもたちが、自

分でいろいろな音色を作り出し、考えてい

くことから始まったため、導入がとてもス

ムーズでした。譜面を使っての取り組み

も、非常に集中して取り組んでいました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

●3回のプログラムがはっきりとわかりやす

く、子どもたちの目標設定がしやすかった

と思います。

●練習した曲も子どもたちのレベルに合って

いたので、一生懸命に練習していた子ども

が多かったです。

●全員が待つことなく箏に触れ、練習するこ

とができたので、子どもたちは集中して

学習に取り組むことができました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

箏と尺八の演奏を聞いたあと、実際に箏に触れ

ました。用意された絵を使い、踏み切り、落ち葉、

雨の音など、それぞれの絵にあった音を、自由な

発想で作りました。また、「かえるのうた」を耳か

ら拾った音で弾いてみました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

授業で習った西洋音楽とは違う、縦に書かれた

箏の譜面の読み方を覚えました。譜面を見て「か

えるのうた」が弾けるようになった後は、今回の

授業のために作曲された「カノン」に挑戦。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）

「かえるのうた」と「カノン」を復習。「かえるのう

た」は輪奏で、「カノン」はみんなで一緒に弾き

ました。

発表会（1時間／クラスごと）

2つのグループに分かれ、お互いの演奏を聞き合

い、他学年の前で演奏しました。最後に講師の演

奏する「春の海」を鑑賞しました。

はい 86％

授業は楽しかったですか？Q

はい 90％ いいえ 3％

どちらでもない 14％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 7％はい 79％

また参加したいですか？Q

はい 43％ どちらでもない
30％

いいえ 27％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 27％ 難しかった 48％ どちらでもない
25％

授業は難しかったですか？Q

いいえ 3％

どちらでもない 11％

どちらでもない 7％

音楽
横浜市立藤の木小学校

邦楽：「箏」を通して、日本の音を知る

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

コーディネーターのコメント

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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日本の代表的な伝統楽器である「箏」を使い、

日本古来の音色に触れ、実際に演奏する機会を

提供します。児童1人に1面の箏を用意し、自由に

演奏しながら箏の音色を楽しんでもらいます。最

終日には、他学年や保護者の前で演奏する機会

も設けます。

実施校………横浜市立藤の木小学校

日時…………平成19年10月19日（金） 1～6時間目

 平成19年10月26日（金） 1～6時間目

 平成19年11月 2 日（金） 1～6時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……音楽・総合

アーティスト…熊沢栄利子（箏奏者）、米澤浩（尺八奏者）

箏に実際に触れ、演奏することで、日本文化の

良さを味わえたらよいと思いました。めずらしい

機会なので、ぜひプロによる指導を受けたいと考

えました。子どもたちが、聞くだけでなく、「体で感

じること」を期待しました。

●日本の文化の一つにふれられて、すごくい

い経験になったと思うし、楽しかった。とく

に「かえるのうた」をみんなで演奏したの

が楽しかった。

●初めてことをやったけれど、とてもわかり

やすくてすぐにできるようになりました。

ことの音色を生で聞けて良かったです。

●つめで音を出すのは難しかったけれど、

うまくできた時がとてもうれしかった。ま

たやりたいと思った。

●ことを初めて見たとき、こんなの私にでき

るのだろうかと思いました。何度かさわっ

てみると、ことがやさしくしてくれているよ

うな気がして、いろいろな曲にちょうせん

してみようと思いました。

●琴柱を少し動かすだけで、どんな曲もひ

けるのはすごかった。

●箏に触れたことのない子どもたちが、自

分でいろいろな音色を作り出し、考えてい

くことから始まったため、導入がとてもス

ムーズでした。譜面を使っての取り組み

も、非常に集中して取り組んでいました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

●3回のプログラムがはっきりとわかりやす

く、子どもたちの目標設定がしやすかった

と思います。

●練習した曲も子どもたちのレベルに合って

いたので、一生懸命に練習していた子ども

が多かったです。

●全員が待つことなく箏に触れ、練習するこ

とができたので、子どもたちは集中して

学習に取り組むことができました。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

箏と尺八の演奏を聞いたあと、実際に箏に触れ

ました。用意された絵を使い、踏み切り、落ち葉、

雨の音など、それぞれの絵にあった音を、自由な

発想で作りました。また、「かえるのうた」を耳か

ら拾った音で弾いてみました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

授業で習った西洋音楽とは違う、縦に書かれた

箏の譜面の読み方を覚えました。譜面を見て「か

えるのうた」が弾けるようになった後は、今回の

授業のために作曲された「カノン」に挑戦。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）

「かえるのうた」と「カノン」を復習。「かえるのう

た」は輪奏で、「カノン」はみんなで一緒に弾き

ました。

発表会（1時間／クラスごと）

2つのグループに分かれ、お互いの演奏を聞き合

い、他学年の前で演奏しました。最後に講師の演

奏する「春の海」を鑑賞しました。

はい 86％

授業は楽しかったですか？Q

はい 90％ いいえ 3％

どちらでもない 14％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 7％はい 79％

また参加したいですか？Q

はい 43％ どちらでもない
30％

いいえ 27％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 27％ 難しかった 48％ どちらでもない
25％

授業は難しかったですか？Q

いいえ 3％

どちらでもない 11％

どちらでもない 7％

音楽
横浜市立藤の木小学校

邦楽：「箏」を通して、日本の音を知る

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

コーディネーターのコメント

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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日本の代表的な伝統楽器「箏」を通じて、邦楽曲

と普段耳にする機会の多いクラシックやポピュ

ラーの曲との違いや、「日本の音」「日本らしい音」

とは何かについて考えます。さらに、1つの曲をク

ラス全員で仕上げていくことで、クラスの連帯感

や個々の達成感を育みます。

実施校………横浜市立大豆戸小学校

日時…………平成20年2月18日（月） 1～6時間目

 平成20年2月22日（金） 1～6時間目

 平成20年2月25日（月） 2～5時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……総合、音楽、社会

アーティスト…奥田雅楽之一（筝奏者）

日本文化にふれさせたいと考えました。楽器の

お話だけでなく、礼儀作法なども含めて、専門的

な方向で指導していただきたいと思いました。ま

た、子どもたちが達成感を感じることを期待して

いました。

●難しそうなイメージだったけど、やってみ
たらとても楽しかった。筝の色んなところ
に竜のつく名前があるのは知らなくて、と
てもおどろいた。

●「柱」の位置で音が変わるのがすごいと思
いました。先生の話がおもしろかったです。 

●日本の楽器は外国の楽器より音が静かで
ゆったりしていて、日本のどくとくな感じ
がよかった。

●日本の文化や礼ぎなどが良く分かり、良
い経験になりました。日本の楽器には沢
山の種類があり、音色や響きかた、弾き方
もそれぞれちがうんだな、と思いました。

●課題曲を予習したり、爪のサイズ合わせ
をしたりと、学校側に何点か事前準備を
お願いしていたため、昨年よりもスムー
ズに進めることができました。休み時間
に練習に来た子どもたちもいて、なかな
か触れることのできない邦楽器に真剣な
顔で取り組んでいました。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

●リコーダーと箏で演奏したことも良かっ
たです。子どもは自分の楽器でそんなこ
とができると知ってびっくりしたようで
す。初めて触る楽器ということもあり、皆
も夢中で取り組んでいました。

●講師の先生方が若い男性の方だったので
びっくりしました。しかし、かえって男子が
興味を持って取り組むことができたと思い
ます。日本的なものについての子ども同士
の会話が増えました。

●静かに落ち着いて伝統文化に触れる機会
があまりないので、とても良かったです。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

それぞれが「日本の音」についてのイメージを挙

げ、「日本の音」「日本の文化」について考えまし

た。箏の仕組みや奏法などの説明を聞いた後、講

師による課題曲の演奏を聞きました。箏に触れ、

クラスごとの課題曲を練習しました。

※課題曲
「さくらさくら」
「うれしいひなまつり」
「荒城の月」

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

三味線の仕組みや奏法を学んだほか、講師の箏

と音楽専科の先生のリコーダーによる「春の海」

を鑑賞しました。発表会に向けて10人で合わせ

て演奏する練習をしました。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）
 発表会（1時間／全クラス）

最後の練習とリハーサルを行ったあと、他のクラ

ス、他学年、保護者を前に発表会を実施。人前で

演奏することで、達成感を味わうとともに、演奏

する楽しさを感じました。最後に講師（箏、三味

線、尺八、胡弓）の演奏を聴き、「日本の音」の奥

深さに触れました。

はい 99％

授業は楽しかったですか？Q

はい 92％ いいえ 2％

どちらでもない 15％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 1％はい 84％

また参加したいですか？Q

はい 36％ どちらでもない 49％いいえ 15％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 30％ 難しかった 47％ どちらでもない
23％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 1％

どちらでもない 6％

音楽
横浜市立大豆戸小学校

邦楽：「日本の音」ってどんな音？

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

コーディネーターのコメント

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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日本の代表的な伝統楽器「箏」を通じて、邦楽曲

と普段耳にする機会の多いクラシックやポピュ

ラーの曲との違いや、「日本の音」「日本らしい音」

とは何かについて考えます。さらに、1つの曲をク

ラス全員で仕上げていくことで、クラスの連帯感

や個々の達成感を育みます。

実施校………横浜市立大豆戸小学校

日時…………平成20年2月18日（月） 1～6時間目

 平成20年2月22日（金） 1～6時間目

 平成20年2月25日（月） 2～5時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……総合、音楽、社会

アーティスト…奥田雅楽之一（筝奏者）

日本文化にふれさせたいと考えました。楽器の

お話だけでなく、礼儀作法なども含めて、専門的

な方向で指導していただきたいと思いました。ま

た、子どもたちが達成感を感じることを期待して

いました。

●難しそうなイメージだったけど、やってみ
たらとても楽しかった。筝の色んなところ
に竜のつく名前があるのは知らなくて、と
てもおどろいた。

●「柱」の位置で音が変わるのがすごいと思
いました。先生の話がおもしろかったです。 

●日本の楽器は外国の楽器より音が静かで
ゆったりしていて、日本のどくとくな感じ
がよかった。

●日本の文化や礼ぎなどが良く分かり、良
い経験になりました。日本の楽器には沢
山の種類があり、音色や響きかた、弾き方
もそれぞれちがうんだな、と思いました。

●課題曲を予習したり、爪のサイズ合わせ
をしたりと、学校側に何点か事前準備を
お願いしていたため、昨年よりもスムー
ズに進めることができました。休み時間
に練習に来た子どもたちもいて、なかな
か触れることのできない邦楽器に真剣な
顔で取り組んでいました。
（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

●リコーダーと箏で演奏したことも良かっ
たです。子どもは自分の楽器でそんなこ
とができると知ってびっくりしたようで
す。初めて触る楽器ということもあり、皆
も夢中で取り組んでいました。

●講師の先生方が若い男性の方だったので
びっくりしました。しかし、かえって男子が
興味を持って取り組むことができたと思い
ます。日本的なものについての子ども同士
の会話が増えました。

●静かに落ち着いて伝統文化に触れる機会
があまりないので、とても良かったです。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

それぞれが「日本の音」についてのイメージを挙

げ、「日本の音」「日本の文化」について考えまし

た。箏の仕組みや奏法などの説明を聞いた後、講

師による課題曲の演奏を聞きました。箏に触れ、

クラスごとの課題曲を練習しました。

※課題曲
「さくらさくら」
「うれしいひなまつり」
「荒城の月」

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

三味線の仕組みや奏法を学んだほか、講師の箏

と音楽専科の先生のリコーダーによる「春の海」

を鑑賞しました。発表会に向けて10人で合わせ

て演奏する練習をしました。

【3日目】 リハーサル（1時間／クラスごと）
 発表会（1時間／全クラス）

最後の練習とリハーサルを行ったあと、他のクラ

ス、他学年、保護者を前に発表会を実施。人前で

演奏することで、達成感を味わうとともに、演奏

する楽しさを感じました。最後に講師（箏、三味

線、尺八、胡弓）の演奏を聴き、「日本の音」の奥

深さに触れました。

はい 99％

授業は楽しかったですか？Q

はい 92％ いいえ 2％

どちらでもない 15％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 1％はい 84％

また参加したいですか？Q

はい 36％ どちらでもない 49％いいえ 15％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 30％ 難しかった 47％ どちらでもない
23％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 1％

どちらでもない 6％

音楽
横浜市立大豆戸小学校

邦楽：「日本の音」ってどんな音？

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

コーディネーターのコメント

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●鑑賞の時間は集中できなかった子どもも、

ワークショップでは元気に取り組んでいま

した。ただ、参加児童数が105名と多く、扇の

扱い方の練習などは待っている時間が長く

なってしまったことに課題を感じました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

国語の教科書に出てくる狂言を実際に鑑賞す

ることによって、学習した内容をより深く理解する

機会を提供します。また、日本の伝統文化を継承

する方からお話を聞き、質問・対話をする機会を

設けることにより、学習時の疑問を知識へと変え、

日本人としてのアイデンティティーを育てる一助

を担います。

実施校………横浜市立杉田小学校

日時…………平成19年12月5日（水） 3～5時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……国語・総合

アーティスト…山本東次郎（狂言師） 

 山本則俊（狂言師） 

日本の伝統文化に直に触れることができること

を期待しました。また、事前に狂言のビデオを見

て学習しました。

●マイクもないのに、声が大きく聞こえるの

がすごかった。

●言葉の意味はよくわからなかったけど、し

ぐさなどでわかったので楽しかったです。

●「ぶす」の最後、2人がせんすで頭をたたく

ところが、とてもおかしくて、思わずふい

てしまいました。

●言葉はむずかしかったけど、きょうかしょで

習っていたのでわかりました。習っていな

かったら、ぜんぜんわからなかったです。

●セットや照明を使わないで、観客に届く

声を出したり、効果音や様子、場面などを

演出しているのですごいと思いました。

●物をつかっていないのに、本当にそこに

物があるようなかんじがしてすごかった。

●歩き方や声の出し方など、やってみてとて

も難しかったです。とても良い体験がで

きました。

●座る時に垂直に座ることが難しかったで

す。足をすりながら走るのは大変でした。

●狂言のお話は、内容はとてもよかったの

ですが、少々長いと思いました。

●話のストーリーは理解している子もいま

したが、内容を理解できない子もいて、反

応は薄かったです。

狂言の鑑賞（2時間／全クラス）

教科書に載っている「柿山伏」と、子どもでも親し

みやすい「附子」を鑑賞しました。その後に、狂言

の中ではどんな人間が描かれているのか、言葉

には力があるので大切にしていかなければなら

ないことなど、伝統を継承している方からの貴重

なお話を聞きました。

ワークショップ（1時間／全クラス）

狂言の歩き方や走り方、笑い方や泣き方、扇の開

き方などの所作に挑戦しました。何気なく見える

所作が、実は身体の様々な場所を使い、力も必

要なことを学びました。そして、この所作を何気

なくされている講師の様子から、伝統の重みを

感じ取りました。

いいえ 7％はい 70％

授業は楽しかったですか？Q

はい 52％ いいえ 20％

どちらでもない 43％

どちらでもない 23％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 11％はい 46％

また参加したいですか？Q

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

難しかった 64％ どちらでもない
29％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 28％

簡単だった 7％

どちらでもない 52％いいえ 35％はい 13％

コーディネーターのコメント

横浜市立杉田小学校

狂言：日本の伝統に触れ、
 文化の多様性を認め合う

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
伝統
芸能
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●鑑賞の時間は集中できなかった子どもも、

ワークショップでは元気に取り組んでいま

した。ただ、参加児童数が105名と多く、扇の

扱い方の練習などは待っている時間が長く

なってしまったことに課題を感じました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

国語の教科書に出てくる狂言を実際に鑑賞す

ることによって、学習した内容をより深く理解する

機会を提供します。また、日本の伝統文化を継承

する方からお話を聞き、質問・対話をする機会を

設けることにより、学習時の疑問を知識へと変え、

日本人としてのアイデンティティーを育てる一助

を担います。

実施校………横浜市立杉田小学校

日時…………平成19年12月5日（水） 3～5時間目

対象学年……6年生（3クラス）

実施教科……国語・総合

アーティスト…山本東次郎（狂言師） 

 山本則俊（狂言師） 

日本の伝統文化に直に触れることができること

を期待しました。また、事前に狂言のビデオを見

て学習しました。

●マイクもないのに、声が大きく聞こえるの

がすごかった。

●言葉の意味はよくわからなかったけど、し

ぐさなどでわかったので楽しかったです。

●「ぶす」の最後、2人がせんすで頭をたたく

ところが、とてもおかしくて、思わずふい

てしまいました。

●言葉はむずかしかったけど、きょうかしょで

習っていたのでわかりました。習っていな

かったら、ぜんぜんわからなかったです。

●セットや照明を使わないで、観客に届く

声を出したり、効果音や様子、場面などを

演出しているのですごいと思いました。

●物をつかっていないのに、本当にそこに

物があるようなかんじがしてすごかった。

●歩き方や声の出し方など、やってみてとて

も難しかったです。とても良い体験がで

きました。

●座る時に垂直に座ることが難しかったで

す。足をすりながら走るのは大変でした。

●狂言のお話は、内容はとてもよかったの

ですが、少々長いと思いました。

●話のストーリーは理解している子もいま

したが、内容を理解できない子もいて、反

応は薄かったです。

狂言の鑑賞（2時間／全クラス）

教科書に載っている「柿山伏」と、子どもでも親し

みやすい「附子」を鑑賞しました。その後に、狂言

の中ではどんな人間が描かれているのか、言葉

には力があるので大切にしていかなければなら

ないことなど、伝統を継承している方からの貴重

なお話を聞きました。

ワークショップ（1時間／全クラス）

狂言の歩き方や走り方、笑い方や泣き方、扇の開

き方などの所作に挑戦しました。何気なく見える

所作が、実は身体の様々な場所を使い、力も必

要なことを学びました。そして、この所作を何気

なくされている講師の様子から、伝統の重みを

感じ取りました。

いいえ 7％はい 70％

授業は楽しかったですか？Q

はい 52％ いいえ 20％

どちらでもない 43％

どちらでもない 23％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 11％はい 46％

また参加したいですか？Q

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

難しかった 64％ どちらでもない
29％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 28％

簡単だった 7％

どちらでもない 52％いいえ 35％はい 13％

コーディネーターのコメント

横浜市立杉田小学校

狂言：日本の伝統に触れ、
 文化の多様性を認め合う

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
伝統
芸能
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●多人数での実施となりましたが、とても集

中して取り組んでくれました。学校独自で

チラシを作成して、地域の方々にも配布

したため、多くの方が鑑賞していました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

●子どもたちは教室に戻ったときも笑顔で

した。私自身、とても有意義な一日でした。

●「本物」の伝統芸術の真髄は、年代・時代を

超えて、子どもたちにも理解・感得できる

のだと、子どもたちの表情や感想から十二

分に把握できました。

国語の教科書に出てくる狂言を実際に鑑賞す

ることによって、学習した内容をより深く理解する

機会を提供します。また、日本の伝統文化を継承

する方からお話を聞き、質問・対話をする機会を

設けることにより、学習時の疑問を知識へと変え、

日本人としてのアイデンティティーを育てる一助

を担います。

実施校………横浜市立三保小学校

日時…………平成19年12月12日（水） 3～5時間目

対象学年……6年生（4クラス）

実施教科……国語

アーティスト…山本東次郎（狂言師）

 山本則俊（狂言師） 

子どもたちが伝統芸術を直接鑑賞、体験できる

貴重な機会になると期待しました。本物の芸術に

触れ、教室での学習より実感を伴って、その良さを

感じてもらいたいと思いました。

●昔の言葉は意味がわからなかったけど、

わかる言葉もあったので、おもしろかっ

たです。

●教科書の台本を読むよりも、目の前で見

る方が、とても迫力があっておもしろかっ

たです。

●ずっと見ていると、本当の柿があるように

見えてきて、演じている山本会のみなさ

んはすごいなあと思いました。

●日本にこのような文化があり、すごいと思

いました。

●かたくるしそうであまり好きになれそうに

なかったけれど、とても好きになれました。

●おうぎやせいざのしかたも教えてもらっ

て、できるようになって良かったです。ま

た狂言を見てみたいです。

●歩き方、走り方、座り方など、楽しかったで

す。かんたんそうに見えるけれど、実際

やってみるとすごくつらくて、狂言ってた

いへんなんだなあと思いました。

狂言の鑑賞（2時間／全クラス）

教科書に載っている「柿山伏」と、子どもでも親し

みやすい「附子」を鑑賞しました。その後に、狂言

の中ではどんな人間が描かれているのか、言葉

には力があるので大切にしていかなければなら

ないことなど、伝統を継承している方からの貴重

なお話を聞きました。

ワークショップ（1時間／全クラス）

狂言の歩き方や走り方、笑い方や泣き方、扇の開

き方などの所作に挑戦しました。何気なく見える

所作が、実は身体の様々な場所を使い、力も必

要なことを学びました。そして、この所作を何気

なくされている講師の様子から、伝統の重みを

感じ取りました。

はい 96％

授業は楽しかったですか？Q

はい 68％ いいえ 6％

どちらでもない 12％

どちらでもない 4％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 1％はい 87％

また参加したいですか？Q

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

難しかった 66％ どちらでもない
25％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 26％

簡単だった 9％

はい 32％ いいえ 18％ どちらでもない 50％

コーディネーターのコメント

先生のコメント

横浜市立三保小学校

狂言：日本の伝統に触れ、
 文化の多様性を認め合う

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
伝統
芸能
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●多人数での実施となりましたが、とても集

中して取り組んでくれました。学校独自で

チラシを作成して、地域の方々にも配布

したため、多くの方が鑑賞していました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

●子どもたちは教室に戻ったときも笑顔で

した。私自身、とても有意義な一日でした。

●「本物」の伝統芸術の真髄は、年代・時代を

超えて、子どもたちにも理解・感得できる

のだと、子どもたちの表情や感想から十二

分に把握できました。

国語の教科書に出てくる狂言を実際に鑑賞す

ることによって、学習した内容をより深く理解する

機会を提供します。また、日本の伝統文化を継承

する方からお話を聞き、質問・対話をする機会を

設けることにより、学習時の疑問を知識へと変え、

日本人としてのアイデンティティーを育てる一助

を担います。

実施校………横浜市立三保小学校

日時…………平成19年12月12日（水） 3～5時間目

対象学年……6年生（4クラス）

実施教科……国語

アーティスト…山本東次郎（狂言師）

 山本則俊（狂言師） 

子どもたちが伝統芸術を直接鑑賞、体験できる

貴重な機会になると期待しました。本物の芸術に

触れ、教室での学習より実感を伴って、その良さを

感じてもらいたいと思いました。

●昔の言葉は意味がわからなかったけど、

わかる言葉もあったので、おもしろかっ

たです。

●教科書の台本を読むよりも、目の前で見

る方が、とても迫力があっておもしろかっ

たです。

●ずっと見ていると、本当の柿があるように

見えてきて、演じている山本会のみなさ

んはすごいなあと思いました。

●日本にこのような文化があり、すごいと思

いました。

●かたくるしそうであまり好きになれそうに

なかったけれど、とても好きになれました。

●おうぎやせいざのしかたも教えてもらっ

て、できるようになって良かったです。ま

た狂言を見てみたいです。

●歩き方、走り方、座り方など、楽しかったで

す。かんたんそうに見えるけれど、実際

やってみるとすごくつらくて、狂言ってた

いへんなんだなあと思いました。

狂言の鑑賞（2時間／全クラス）

教科書に載っている「柿山伏」と、子どもでも親し

みやすい「附子」を鑑賞しました。その後に、狂言

の中ではどんな人間が描かれているのか、言葉

には力があるので大切にしていかなければなら

ないことなど、伝統を継承している方からの貴重

なお話を聞きました。

ワークショップ（1時間／全クラス）

狂言の歩き方や走り方、笑い方や泣き方、扇の開

き方などの所作に挑戦しました。何気なく見える

所作が、実は身体の様々な場所を使い、力も必

要なことを学びました。そして、この所作を何気

なくされている講師の様子から、伝統の重みを

感じ取りました。

はい 96％

授業は楽しかったですか？Q

はい 68％ いいえ 6％

どちらでもない 12％

どちらでもない 4％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 1％はい 87％

また参加したいですか？Q

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

難しかった 66％ どちらでもない
25％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 26％

簡単だった 9％

はい 32％ いいえ 18％ どちらでもない 50％

コーディネーターのコメント

先生のコメント

横浜市立三保小学校

狂言：日本の伝統に触れ、
 文化の多様性を認め合う

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
伝統
芸能
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●日本の伝統文化を支えてきた方のお話

に、子どもたちは真剣に聞き入っていま

した。様々な質問が飛び出て、興味を持っ

て取り組んでくれていたことがわかりまし

た。伝統を考える良い機会につながって

いたと思います。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

国語の教科書に出てくる狂言を実際に鑑賞す

ることによって、学習した内容をより深く理解する

機会を提供します。また、日本の伝統文化を継承

する方からお話を聞き、質問・対話をする機会を

設けることにより、学習時の疑問を知識へと変え、

日本人としてのアイデンティティーを育てる一助

を担います。

実施校………横浜市立山王台小学校

日時…………平成20年1月16日（水） 3～5時間目

対象学年……6年生（2クラス）

実施教科……国語・総合

アーティスト…山本東次郎（狂言師）

 山本則俊（狂言師） 

日本の伝統文化に触れて、その素晴らしさを体

感してほしいと考えました。また、プロの技、本物

の芸術に直に触れることで、子どもたちの感性が

高まることを期待しました。

●初めはかたいイメージがあったけど、見

ているうちにとても楽しくなりました。

●国語の本で見た時は、普通のように声を

出すのかなと思っていたけど、いがいに

しぶい声で話していました。

●お話の内容は、私たちにすごく関係のあ

ることだとわかると、より親しみがわいて

きました。体験をすることもできて、とて

も楽しかったです。

●狂言の座り方、立ち方は、簡単そうだけど、

難しい。歩き方、座り方にも気を使っている

のはびっくりしたし、すごかった。

●実際に狂言を見て、昔の人にとって面白い

ものが、今でも十分笑えるということに驚

きました。時代の事情のちがいや、言葉の

形のちがいを感じさせない、そんな狂言の

中身を見られて本当に良かったです。

●子どもたちは夢中で見ていました。言葉

はよくわからなかったけれど、狂言ってお

もしろいと思ったようです。

●狂言の範読は、教師にとっても難しかっ

たので、本物を聞けてよかったです。

●私自身が、初めて狂言を見させていただ

き、とても感動しました。最後のお話の中

の「言霊（ことだま）」の話は、子どもたち

の心にとても強く残ったようです。

狂言の鑑賞（2時間／5・6年生）

教科書に載っている「柿山伏」と、子どもでも親し

みやすい「附子」を鑑賞しました。その後に、狂言

の中ではどんな人間が描かれているのか、言葉

には力があるので大切にしていかなければなら

ないことなど、伝統を継承している方からの貴重

なお話を聞きました。

ワークショップ（1時間／全クラス）

狂言の歩き方や走り方、笑い方や泣き方、扇の開

き方などの所作に挑戦しました。何気なく見える

所作が、実は身体の様々な場所を使い、力も必

要なことを学びました。そして、この所作を何気

なくされている講師の様子から、伝統の重みを

感じ取りました。

はい 86％

授業は楽しかったですか？Q

はい 56％ いいえ 12％

どちらでもない 25％

どちらでもない 12％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 4％はい 71％

また参加したいですか？Q

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

難しかった 77％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 32％

簡単だった 11％

いいえ 28％はい 42％

いいえ 2％

どちらでもない
12％

どちらでもない
30％

横浜市立山王台小学校

狂言：日本の伝統に触れ、
 文化の多様性を認め合う

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
伝統
芸能

コーディネーターのコメント
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●日本の伝統文化を支えてきた方のお話

に、子どもたちは真剣に聞き入っていま

した。様々な質問が飛び出て、興味を持っ

て取り組んでくれていたことがわかりまし

た。伝統を考える良い機会につながって

いたと思います。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

国語の教科書に出てくる狂言を実際に鑑賞す

ることによって、学習した内容をより深く理解する

機会を提供します。また、日本の伝統文化を継承

する方からお話を聞き、質問・対話をする機会を

設けることにより、学習時の疑問を知識へと変え、

日本人としてのアイデンティティーを育てる一助

を担います。

実施校………横浜市立山王台小学校

日時…………平成20年1月16日（水） 3～5時間目

対象学年……6年生（2クラス）

実施教科……国語・総合

アーティスト…山本東次郎（狂言師）

 山本則俊（狂言師） 

日本の伝統文化に触れて、その素晴らしさを体

感してほしいと考えました。また、プロの技、本物

の芸術に直に触れることで、子どもたちの感性が

高まることを期待しました。

●初めはかたいイメージがあったけど、見

ているうちにとても楽しくなりました。

●国語の本で見た時は、普通のように声を

出すのかなと思っていたけど、いがいに

しぶい声で話していました。

●お話の内容は、私たちにすごく関係のあ

ることだとわかると、より親しみがわいて

きました。体験をすることもできて、とて

も楽しかったです。

●狂言の座り方、立ち方は、簡単そうだけど、

難しい。歩き方、座り方にも気を使っている

のはびっくりしたし、すごかった。

●実際に狂言を見て、昔の人にとって面白い

ものが、今でも十分笑えるということに驚

きました。時代の事情のちがいや、言葉の

形のちがいを感じさせない、そんな狂言の

中身を見られて本当に良かったです。

●子どもたちは夢中で見ていました。言葉

はよくわからなかったけれど、狂言ってお

もしろいと思ったようです。

●狂言の範読は、教師にとっても難しかっ

たので、本物を聞けてよかったです。

●私自身が、初めて狂言を見させていただ

き、とても感動しました。最後のお話の中

の「言霊（ことだま）」の話は、子どもたち

の心にとても強く残ったようです。

狂言の鑑賞（2時間／5・6年生）

教科書に載っている「柿山伏」と、子どもでも親し

みやすい「附子」を鑑賞しました。その後に、狂言

の中ではどんな人間が描かれているのか、言葉

には力があるので大切にしていかなければなら

ないことなど、伝統を継承している方からの貴重

なお話を聞きました。

ワークショップ（1時間／全クラス）

狂言の歩き方や走り方、笑い方や泣き方、扇の開

き方などの所作に挑戦しました。何気なく見える

所作が、実は身体の様々な場所を使い、力も必

要なことを学びました。そして、この所作を何気

なくされている講師の様子から、伝統の重みを

感じ取りました。

はい 86％

授業は楽しかったですか？Q

はい 56％ いいえ 12％

どちらでもない 25％

どちらでもない 12％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 4％はい 71％

また参加したいですか？Q

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

難しかった 77％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 32％

簡単だった 11％

いいえ 28％はい 42％

いいえ 2％

どちらでもない
12％

どちらでもない
30％

横浜市立山王台小学校

狂言：日本の伝統に触れ、
 文化の多様性を認め合う

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
伝統
芸能

コーディネーターのコメント
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●全校での寄席鑑賞では、1年生から6年生

までの全員が大笑いしながら楽しんでく

れました。ワークショップでは、落語のオ

チや漫才の小話の面白さなどを、きちん

と理解できるだけの時間を確保できてい

れば良かったと思います。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

日本の大衆芸能は、寄席を舞台として、庶民の

間で娯楽として栄えてきました。今回は「落語」「太

神楽」「漫才」「マジック」を鑑賞します。また、いず

れかのジャンルを体験し、日本の大衆芸能に触れ

る機会を提供します。

実施校………横浜市立神大寺小学校

日時…………平成19年10月30日（火） 1～6時間目

対象学年……4年生（4クラス）

実施教科……総合

アーティスト…三遊亭遊吉（落語）

 松旭斎小天華（マジック）

 宮田陽･昇（漫才）、鏡味正二郎（太神楽）

子どもたちから少し遠い世界である「落語」など

を実際に見て、興味を持ってほしいと思いました。

本物に触れて、日本の古典芸能の楽しさを味わわ

せたいと考えました。学校行事のオープンデーに

合わせて実施しました。

●落語にはいろいろなしゃべり方があると、

初めて知りました。先生みたいに上手くで

きなかったけど、体験できてよかったです。

●落語のざぶとんがとても大きくてびっくり

しました。なんで大ぜいの中できんちょう

しないでできるのかふしぎでした。

●太神楽にしてよかったです。お手玉や風船

のバランスもうまくできたし、良かったです。

●漫才がこんなに面白いとは知りませんで

した。それにこんなに難しいとは思いま

せんでした。またやりたいです。

●マジックを教えてもらった時は、とても難

しくて大変でした。でもだんだん上手に

なってきて、とてもうれしかったです。

●4種類の中から選べるため、子どもにとっ

てよかったと思います。なかなかなじみ

のない芸なので、興味を持って取り組む

ことができました。

●演芸に対しての興味や親しみが湧きまし

た。テレビより生の方がよく伝わるのが実

感できました。

●落語は言葉のおもしろさを理解しなけれ

ばわかりません。普段ことばのセンス、国語

の力をみがくことが必要だと感じました。

寄席の鑑賞（2時間／全学年）

寄席を鑑賞しました。落語、太神楽、漫才、マジック

という、日本の伝統的な大衆芸能に親しみました。

ワークショップ（3時間／全クラス）

落語、太神楽、漫才、マジックの4つのグループに

分かれて、それぞれの講師と一緒にワークショップ

に取り組みました。漫才や落語ではあらかじめ用

意されたネタや小話を用い、太神楽やマジックで

は小道具を用いて、講師からコツを教わりました。

発表会（1時間／全クラス）

各クラスでリハーサルを行った後、合同の発表

会を実施。クラスごとの曲（アレンジ）を発表し合

いました。

はい 96％

授業は楽しかったですか？Q

はい 99％ どちらでもない 1％

どちらでもない 5％

無回答 1％いいえ 18％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 95％

また参加したいですか？Q

はい 72％ どちらでもない
9％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 58％ 難しかった 34％

授業は難しかったですか？Q

いいえ 1％

どちらでもない 3％

どちらでもない 8％

コーディネーターのコメント

横浜市立神大寺小学校

寄席：日本の大衆芸能に触れよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
伝統
芸能
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●全校での寄席鑑賞では、1年生から6年生

までの全員が大笑いしながら楽しんでく

れました。ワークショップでは、落語のオ

チや漫才の小話の面白さなどを、きちん

と理解できるだけの時間を確保できてい

れば良かったと思います。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

日本の大衆芸能は、寄席を舞台として、庶民の

間で娯楽として栄えてきました。今回は「落語」「太

神楽」「漫才」「マジック」を鑑賞します。また、いず

れかのジャンルを体験し、日本の大衆芸能に触れ

る機会を提供します。

実施校………横浜市立神大寺小学校

日時…………平成19年10月30日（火） 1～6時間目

対象学年……4年生（4クラス）

実施教科……総合

アーティスト…三遊亭遊吉（落語）

 松旭斎小天華（マジック）

 宮田陽･昇（漫才）、鏡味正二郎（太神楽）

子どもたちから少し遠い世界である「落語」など

を実際に見て、興味を持ってほしいと思いました。

本物に触れて、日本の古典芸能の楽しさを味わわ

せたいと考えました。学校行事のオープンデーに

合わせて実施しました。

●落語にはいろいろなしゃべり方があると、

初めて知りました。先生みたいに上手くで

きなかったけど、体験できてよかったです。

●落語のざぶとんがとても大きくてびっくり

しました。なんで大ぜいの中できんちょう

しないでできるのかふしぎでした。

●太神楽にしてよかったです。お手玉や風船

のバランスもうまくできたし、良かったです。

●漫才がこんなに面白いとは知りませんで

した。それにこんなに難しいとは思いま

せんでした。またやりたいです。

●マジックを教えてもらった時は、とても難

しくて大変でした。でもだんだん上手に

なってきて、とてもうれしかったです。

●4種類の中から選べるため、子どもにとっ

てよかったと思います。なかなかなじみ

のない芸なので、興味を持って取り組む

ことができました。

●演芸に対しての興味や親しみが湧きまし

た。テレビより生の方がよく伝わるのが実

感できました。

●落語は言葉のおもしろさを理解しなけれ

ばわかりません。普段ことばのセンス、国語

の力をみがくことが必要だと感じました。

寄席の鑑賞（2時間／全学年）

寄席を鑑賞しました。落語、太神楽、漫才、マジック

という、日本の伝統的な大衆芸能に親しみました。

ワークショップ（3時間／全クラス）

落語、太神楽、漫才、マジックの4つのグループに

分かれて、それぞれの講師と一緒にワークショップ

に取り組みました。漫才や落語ではあらかじめ用

意されたネタや小話を用い、太神楽やマジックで

は小道具を用いて、講師からコツを教わりました。

発表会（1時間／全クラス）

各クラスでリハーサルを行った後、合同の発表

会を実施。クラスごとの曲（アレンジ）を発表し合

いました。

はい 96％

授業は楽しかったですか？Q

はい 99％ どちらでもない 1％

どちらでもない 5％

無回答 1％いいえ 18％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 95％

また参加したいですか？Q

はい 72％ どちらでもない
9％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 58％ 難しかった 34％

授業は難しかったですか？Q

いいえ 1％

どちらでもない 3％

どちらでもない 8％

コーディネーターのコメント

横浜市立神大寺小学校

寄席：日本の大衆芸能に触れよう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
伝統
芸能
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●木炭という画材の珍しさと、お互いに会

話しながら描くという状況もあり、普段は

絵を描くのが苦手な子どもにも、楽しさを

感じさせられるプログラムとなっていま

した。ボディを使った作業は、同様の楽し

さがあるものの、2年生にとっては少し難

易度的には高かったようです。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

学校の授業では馴染みの少ない画材である

「木炭」を使って、友達の「似顔絵」を描きます。「似

顔絵」を描くという作業では、描くという行為を通

じて「描き手」と「モデル」の間のコミュニケーショ

ンが生まれます。

実施校………横浜市立港南台第三小学校

日時…………平成19年6月22日（金） 3～4時間目

 平成19年6月26日（火） 3～4時間目

 平成19年6月29日（金） 1～4時間目

対象学年……2年生（2クラス）

実施教科……図画工作

アーティスト…黒田晃弘（画家）

子どもたちに、新しいことへの体験として、一般

の先生では持っていない芸術の専門的なスキル

に触れてもらいたいと思いました。また、図工の重

点研究に絡めて、今後、教科のカリキュラムと連動

できる部分を見つけられればと考えました。

●まえよりえがうまくかけてよかったです。

●もくたんで人のかおをかくのはむずかし

かったけど、たのしかったです。

●絵をかくのがきらいだったけど、おしえて

くれたからすごいとくいになりました。

●子どもたちにとってすばらしい4時間とな

りました。描くことに抵抗のあった子ども

が、「家でもお母さんを描いたよ」と嬉し

そうに話してくれました。

●子どもたちにはとてもよい刺激になり、楽

しんで図工の時間を過ごしていました。

●2年生が対象ということもあり、絵を完成

するのにことのほか時間がかかりました。

指示することも、実際やらせることも、低

学年なのでなかなか伝えることが難し

かったのですが、黒田さんの一生懸命さ

にはとても好感がもてました。

【1日目】 ワークショップ1（1時間／クラスごと）

はじめに模範として、講師が担任の先生の似顔

絵を描きながら、木炭の使い方や、紙全体を使っ

て描くことなど、基本的な描き方を説明しました。

子どもたち同士、2人1組となってお互いの似顔

絵を描き、「絵を描く」側と「モデル」の側と、両方

を体験しました。

【2日目】 ワークショップ2（1時間／クラスごと）

ワークショップ1の続きを行ないました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）

コピー用紙とティッシュペーパーで、「Tシャツ」型

の立体のボディを作りました。それを、クラス全員

が1度に描ける大判のロール紙の上に、ポーズを

つけて押し付けて輪郭を取ります。その輪郭線に

似顔絵の要領で友達の顔や手足を描いて、クラ

ス全員が描かれた作品を完成させました。

どちらでもない 2％

はい 93％ どちらでもない 7％

授業は楽しかったですか？Q

はい 83％ いいえ 5％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 96％

また参加したいですか？Q

はい 79％ いいえ 5％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 14％ 難しかった 72％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 12％

どちらでもない 16％

どちらでもない
14％

いいえ 2％

横浜市立港南台第三小学校

似顔絵：相手と対話しながら、
 「楽しく描く」

美術

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s

コーディネーターのコメント

56  横浜市芸術文化教育プログラム推進事業 平成19年度事業報告書  57



●木炭という画材の珍しさと、お互いに会

話しながら描くという状況もあり、普段は

絵を描くのが苦手な子どもにも、楽しさを

感じさせられるプログラムとなっていま

した。ボディを使った作業は、同様の楽し

さがあるものの、2年生にとっては少し難

易度的には高かったようです。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

学校の授業では馴染みの少ない画材である

「木炭」を使って、友達の「似顔絵」を描きます。「似

顔絵」を描くという作業では、描くという行為を通

じて「描き手」と「モデル」の間のコミュニケーショ

ンが生まれます。

実施校………横浜市立港南台第三小学校

日時…………平成19年6月22日（金） 3～4時間目

 平成19年6月26日（火） 3～4時間目

 平成19年6月29日（金） 1～4時間目

対象学年……2年生（2クラス）

実施教科……図画工作

アーティスト…黒田晃弘（画家）

子どもたちに、新しいことへの体験として、一般

の先生では持っていない芸術の専門的なスキル

に触れてもらいたいと思いました。また、図工の重

点研究に絡めて、今後、教科のカリキュラムと連動

できる部分を見つけられればと考えました。

●まえよりえがうまくかけてよかったです。

●もくたんで人のかおをかくのはむずかし

かったけど、たのしかったです。

●絵をかくのがきらいだったけど、おしえて

くれたからすごいとくいになりました。

●子どもたちにとってすばらしい4時間とな

りました。描くことに抵抗のあった子ども

が、「家でもお母さんを描いたよ」と嬉し

そうに話してくれました。

●子どもたちにはとてもよい刺激になり、楽

しんで図工の時間を過ごしていました。

●2年生が対象ということもあり、絵を完成

するのにことのほか時間がかかりました。

指示することも、実際やらせることも、低

学年なのでなかなか伝えることが難し

かったのですが、黒田さんの一生懸命さ

にはとても好感がもてました。

【1日目】 ワークショップ1（1時間／クラスごと）

はじめに模範として、講師が担任の先生の似顔

絵を描きながら、木炭の使い方や、紙全体を使っ

て描くことなど、基本的な描き方を説明しました。

子どもたち同士、2人1組となってお互いの似顔

絵を描き、「絵を描く」側と「モデル」の側と、両方

を体験しました。

【2日目】 ワークショップ2（1時間／クラスごと）

ワークショップ1の続きを行ないました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）

コピー用紙とティッシュペーパーで、「Tシャツ」型

の立体のボディを作りました。それを、クラス全員

が1度に描ける大判のロール紙の上に、ポーズを

つけて押し付けて輪郭を取ります。その輪郭線に

似顔絵の要領で友達の顔や手足を描いて、クラ

ス全員が描かれた作品を完成させました。

どちらでもない 2％

はい 93％ どちらでもない 7％

授業は楽しかったですか？Q

はい 83％ いいえ 5％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 96％

また参加したいですか？Q

はい 79％ いいえ 5％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 14％ 難しかった 72％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 12％

どちらでもない 16％

どちらでもない
14％

いいえ 2％

横浜市立港南台第三小学校

似顔絵：相手と対話しながら、
 「楽しく描く」

美術

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s

コーディネーターのコメント
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●初めて触る木炭に、子どもたちは終始笑

顔で取り組んでいました。講師の「少し

ハードルが高いところを越える楽しみと喜

びがあるからこその達成感」という言葉

に、このプログラムの意義を感じました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

学校の授業では馴染みの少ない、木炭を使っ

た表現活動を行います。友達とのコミュニケー

ションを通して「上手に描く」ことではなく、「楽しく

描く」ことに主眼を置きます。想像力や感性を高

め、集中力を養い、情緒の安定を促進します。友達

の顔を描くことで、相手の友達そして自分自身の

ことを考えるきっかけを提供します。

実施校………横浜市立洋光台第四小学校

日時…………平成19年10月22日（月） 1～4時間目

 平成19年10月24日（水） 1～4時間目

対象学年……5年生（2クラス）

実施教科……図画工作

アーティスト…黒田晃弘（画家）

本物の芸術を、子どもたちの目の前で見せてい

ただくことを期待しました。また、専門家に教えて

もらうことで、芸術のすばらしさや、楽しさを感じ

られ、子どもの心の成長によい影響を与えていた

だけると思いました。

●木炭で絵を描くのが初めてだったので、難

しかったけど、楽しかったです。

●初めてプロの絵描きさんに絵を教えても

らって、すごくうれしかったです。

●黒田先生は、うまくなくてもいいから絵を

かく人とモデルになる人が楽しければそ

れで良いということを教えてくれました。

●カタカナのレで顔を描くと聞いたとき、で

きないと思いました。でも、ちゃんと横顔

ができたのでびっくりしました。やってみ

て、できたので少し自信がつきました。

●私は絵がきらいで苦手でした。でも、黒田

さんが絵の楽しさを教えてくれたから、絵

が好きになりました。教え方がすごくうま

くて、ていねいに教えてくれました。

●光を感じさせるのに、紙粘土を使ってい

たのがよかったと思いました。言葉では

伝わりにくいものがはっきりとわかりまし

た。似顔絵を描く方法も独特で、子どもた

ちの興味がずっと続いていました。

●子どもたちにとって、初めての体験だった

ので、とても楽しく興味深くできたようで

す。「図工がいつもこんなふうだったらい

いのに」と、まだまだやりたい気持ちで

いっぱいのようです。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

木炭の使い方を練習するため、まずは太陽をモ

チーフにいろいろな描き方を練習しました。紙粘

土で人の横顔のレリーフを作り、光の当り方に

よって、陰影ができていることや明るさが違うこ

となどを学びました。その後、木炭を使って、実際

にレリーフを描きました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

2人一組になって、お互いの似顔絵を描き合いま

した。そっくりに似せて描くことが目的ではなく、

友達の印象を大切にし、楽しく描きました。

どちらでもない 3％

はい 97％ いいえ 3％

授業は楽しかったですか？Q

はい 90％ いいえ 5％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 90％

また参加したいですか？Q

はい 43％ いいえ 29％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 28％ 難しかった 58％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 5％

無回答 5％

どちらでもない
23％

どちらでもない
14％

いいえ 5％

無回答 2％

コーディネーターのコメント

横浜市立洋光台第四小学校

似顔絵：相手と対話しながら、
 「楽しく描く」

美術

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●初めて触る木炭に、子どもたちは終始笑

顔で取り組んでいました。講師の「少し

ハードルが高いところを越える楽しみと喜

びがあるからこその達成感」という言葉

に、このプログラムの意義を感じました。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

学校の授業では馴染みの少ない、木炭を使っ

た表現活動を行います。友達とのコミュニケー

ションを通して「上手に描く」ことではなく、「楽しく

描く」ことに主眼を置きます。想像力や感性を高

め、集中力を養い、情緒の安定を促進します。友達

の顔を描くことで、相手の友達そして自分自身の

ことを考えるきっかけを提供します。

実施校………横浜市立洋光台第四小学校

日時…………平成19年10月22日（月） 1～4時間目

 平成19年10月24日（水） 1～4時間目

対象学年……5年生（2クラス）

実施教科……図画工作

アーティスト…黒田晃弘（画家）

本物の芸術を、子どもたちの目の前で見せてい

ただくことを期待しました。また、専門家に教えて

もらうことで、芸術のすばらしさや、楽しさを感じ

られ、子どもの心の成長によい影響を与えていた

だけると思いました。

●木炭で絵を描くのが初めてだったので、難

しかったけど、楽しかったです。

●初めてプロの絵描きさんに絵を教えても

らって、すごくうれしかったです。

●黒田先生は、うまくなくてもいいから絵を

かく人とモデルになる人が楽しければそ

れで良いということを教えてくれました。

●カタカナのレで顔を描くと聞いたとき、で

きないと思いました。でも、ちゃんと横顔

ができたのでびっくりしました。やってみ

て、できたので少し自信がつきました。

●私は絵がきらいで苦手でした。でも、黒田

さんが絵の楽しさを教えてくれたから、絵

が好きになりました。教え方がすごくうま

くて、ていねいに教えてくれました。

●光を感じさせるのに、紙粘土を使ってい

たのがよかったと思いました。言葉では

伝わりにくいものがはっきりとわかりまし

た。似顔絵を描く方法も独特で、子どもた

ちの興味がずっと続いていました。

●子どもたちにとって、初めての体験だった

ので、とても楽しく興味深くできたようで

す。「図工がいつもこんなふうだったらい

いのに」と、まだまだやりたい気持ちで

いっぱいのようです。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

木炭の使い方を練習するため、まずは太陽をモ

チーフにいろいろな描き方を練習しました。紙粘

土で人の横顔のレリーフを作り、光の当り方に

よって、陰影ができていることや明るさが違うこ

となどを学びました。その後、木炭を使って、実際

にレリーフを描きました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

2人一組になって、お互いの似顔絵を描き合いま

した。そっくりに似せて描くことが目的ではなく、

友達の印象を大切にし、楽しく描きました。

どちらでもない 3％

はい 97％ いいえ 3％

授業は楽しかったですか？Q

はい 90％ いいえ 5％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 90％

また参加したいですか？Q

はい 43％ いいえ 29％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 28％ 難しかった 58％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 5％

無回答 5％

どちらでもない
23％

どちらでもない
14％

いいえ 5％

無回答 2％

コーディネーターのコメント

横浜市立洋光台第四小学校

似顔絵：相手と対話しながら、
 「楽しく描く」

美術

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●すでに上級生の姿を見ている4年生は、

『荒馬踊り』を踊ることを楽しみに待ってい

たようです。5年生になるとお囃子の曲作

りに挑戦するなど、学校のカリキュラムの

中に、このプログラムが上手に取り入れら

れていると思います。（株式会社 荒馬座）

「荒馬踊り」は、働き者の農耕馬と、その手綱を

取る女性たちの踊りです。農耕文化に根ざす日本

の伝統を体感して、学習します。5年生の学年行事

である「収穫祭」（近くの水田を借りて育てたお米

の収穫に合わせて開催される）に合わせ、4年生

が行事を応援する形で取り組みます。

実施校………横浜市立南舞岡小学校

日時…………平成19年11月14 日（水） 3～4時間目

 平成19年11月26 日（月） 3～4時間目

 平成19年12月 8 日（木） 収穫祭内

対象学年……4年生（2クラス）

実施教科……総合・体育

アーティスト…荒馬座（民族歌舞団）

南舞岡小学校での荒馬踊りの取り組みは、今年

で4年目となりました。実施に向けて、上級生達が

4年生に踊りを教える機会もあり、学年を超えた取

り組みとしても活かしたいと考えました。

●少しむずかしいところもありましたが、みん

なといっしょに「ラッセーラー」というかけ

声や足音をたくさん鳴らして、楽しくできて

よかったと思いました。

●荒馬をはじめてやって、とても楽しかったで

す。自分がとてもかっこいいと思いました。

●きんちょうはしたけど、楽しく、元気よくで

きてよかった。

●ぼくが三年生のときは、荒馬おどりはとて

も長くてつかれるだろうなと思っていまし

たが、じっさいに自分がやってみるとそん

なに長い踊りじゃないと思って、自しんが

ついてきました。

●荒馬おどりは、とんでるときはつかれをか

んじないのは不思議だなと思いました。

楽しかったし、保ご者の方に、はく手をも

らえてうれしかったです。

●毎年続けている取り組みですので、「いよ

いよ自分たちの番だ」という思いが強

かったように思います。

●とても意欲的に楽しそうに取り組んでいま

した。特におはやし担当の子どもが、がん

ばっていました。

●伝統芸能に興味を持ち始めたようです。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／全クラス）

荒馬踊りの話を聞いて昔の様子を想像してか

ら、講師の実演を鑑賞しました。踊りのイメージ

をつかんだあと、荒馬踊りの基本の踊り方を全員

で練習。その後は、踊りを担当する児童と、お囃

子を担当する児童に分かれて練習しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／全クラス）

踊りとお囃子の復習をしてから、発表会用の構

成を覚えました。踊りとお囃子を合わせて練習し

ました。

【3日目】 発表会（2時間／全クラス）

学校行事である「収穫祭」に合わせ、他学年の前

のほか、保護者や地域の方々を招いて発表を行

いました。

はい 100％

授業は楽しかったですか？Q

はい 97％ どちらでもない 3％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 100％

また参加したいですか？Q

はい 53％ どちらでもない
19％

いいえ 25％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

難しかった 50％ どちらでもない
31％

授業は難しかったですか？Q

簡単だった 19％

無回答 3％

舞踊

コーディネーターのコメント

横浜市立南舞岡小学校

荒馬踊り：先人たちの季節感あふれる
 生活を身体で表現する

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●すでに上級生の姿を見ている4年生は、

『荒馬踊り』を踊ることを楽しみに待ってい

たようです。5年生になるとお囃子の曲作

りに挑戦するなど、学校のカリキュラムの

中に、このプログラムが上手に取り入れら

れていると思います。（株式会社 荒馬座）

「荒馬踊り」は、働き者の農耕馬と、その手綱を

取る女性たちの踊りです。農耕文化に根ざす日本

の伝統を体感して、学習します。5年生の学年行事

である「収穫祭」（近くの水田を借りて育てたお米

の収穫に合わせて開催される）に合わせ、4年生

が行事を応援する形で取り組みます。

実施校………横浜市立南舞岡小学校

日時…………平成19年11月14 日（水） 3～4時間目

 平成19年11月26 日（月） 3～4時間目

 平成19年12月 8 日（木） 収穫祭内

対象学年……4年生（2クラス）

実施教科……総合・体育

アーティスト…荒馬座（民族歌舞団）

南舞岡小学校での荒馬踊りの取り組みは、今年

で4年目となりました。実施に向けて、上級生達が

4年生に踊りを教える機会もあり、学年を超えた取

り組みとしても活かしたいと考えました。

●少しむずかしいところもありましたが、みん

なといっしょに「ラッセーラー」というかけ

声や足音をたくさん鳴らして、楽しくできて

よかったと思いました。

●荒馬をはじめてやって、とても楽しかったで

す。自分がとてもかっこいいと思いました。

●きんちょうはしたけど、楽しく、元気よくで

きてよかった。

●ぼくが三年生のときは、荒馬おどりはとて

も長くてつかれるだろうなと思っていまし

たが、じっさいに自分がやってみるとそん

なに長い踊りじゃないと思って、自しんが

ついてきました。

●荒馬おどりは、とんでるときはつかれをか

んじないのは不思議だなと思いました。

楽しかったし、保ご者の方に、はく手をも

らえてうれしかったです。

●毎年続けている取り組みですので、「いよ

いよ自分たちの番だ」という思いが強

かったように思います。

●とても意欲的に楽しそうに取り組んでいま

した。特におはやし担当の子どもが、がん

ばっていました。

●伝統芸能に興味を持ち始めたようです。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／全クラス）

荒馬踊りの話を聞いて昔の様子を想像してか

ら、講師の実演を鑑賞しました。踊りのイメージ

をつかんだあと、荒馬踊りの基本の踊り方を全員

で練習。その後は、踊りを担当する児童と、お囃

子を担当する児童に分かれて練習しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／全クラス）

踊りとお囃子の復習をしてから、発表会用の構

成を覚えました。踊りとお囃子を合わせて練習し

ました。

【3日目】 発表会（2時間／全クラス）

学校行事である「収穫祭」に合わせ、他学年の前

のほか、保護者や地域の方々を招いて発表を行

いました。

はい 100％

授業は楽しかったですか？Q

はい 97％ どちらでもない 3％

授業はよくわかりましたか？Q

はい 100％

また参加したいですか？Q

はい 53％ どちらでもない
19％

いいえ 25％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

難しかった 50％ どちらでもない
31％

授業は難しかったですか？Q

簡単だった 19％

無回答 3％

舞踊

コーディネーターのコメント

横浜市立南舞岡小学校

荒馬踊り：先人たちの季節感あふれる
 生活を身体で表現する

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●コンテンポラリーダンスの「何でもあり」

の面白さを感じてくれたようです。講師の

投げかけにも、素直に反応していました。

動きについての「考え方」を学ばせてくれ

るプログラムでした。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

コンテンポラリーダンスには、決まった型があ

りません。それぞれの意識や感覚といった個性

が、それぞれの型となります。「揃わなくてもいい、

人と違っていていい」ということをまず楽しみ、認

め合えることを目指します。その上で、お互いの中

でどのような共通点を見出し、時間と空間を共有

していくか、その面白さを体験します。

実施校………横浜市立戸部小学校

日時…………平成19年7月 6 日（金） 1～4時間目

 平成19年7月 9 日（月） 1～4時間目

 平成19年7月13日（金） 3～4時間目

対象学年……6年生（2クラス）

実施教科……体育・総合

アーティスト…JOU（振付家・ダンサー）

身体を使って表現する方法を知ってほしいと考

えました。子どもたちが、はずかしがらずに、自信

を持って自己表現できるようになることを期待し、

また、本物の芸術を体験させたい、なるべく近くで

見せたいと思いました。

●今まで、ダンスって曲にあわせてふりつけ

を覚えるだけで、あまり楽しみがないと

思っていたけど、今回、ダンスにもいろいろ

あるんだなと思いました。

●へんなポーズがおもしろかった。ダンス

がちょっと楽しくなった。はずかしさが少

し消えていた。

●最初ダンスは、はずかしいなあと思いま

した。でも先生たちが自由に楽しそうに

おどっていたので、すごいなあと思った

り、カッコイイなあと思って、そんけいし

ました。

●ダンスは身近じゃなくて、プロや、習って

いる人だけのものかと思っていました。

でも、考えが変わりました。ふだんあたり

まえにしている行動もダンスになるとい

うことがわかりました。

●一人ひとりの反応や動きを見ているのが

面白く、子どもを見直すよい機会になり

ました。

●まだ自己表現の意味はわかっていないよ

うですが、これをきっかけにして、自分を

表現する方法と自信を一つ得たと思って

います。

●プロの動きの美しさ、躍動感に触発され

た児童が多く見られ、よい刺激を受けた

と思います。体を解放することの楽しさを

味わい、同時に心も開かれたと思います。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師とのコミュニケーションを図るため、まずは

ゲーム形式で身体をほぐしました。子どもたちが

学年当初から取り組んでいるソーラン節を披露

し、講師もデモンストレーションを行いました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

まず講師が考えた簡単な振りを覚えました。音楽

を流し、決まった振りをするところと、自分達の好

きな振りをするところを覚え、1曲を作品として仕

上げていきました。

【3日目】 リハーサル（1時間／全クラス）

2クラス合同で準備運動をしながら、前回の復

習。発表会用に、1クラスを2つに分け、全部で4つ

のグループを作りました。

発表会（1時間／全クラス）

4つのグループごとに作品を発表しました。決まっ

た振りと、自分で考えた面白いポーズや独創的な

振りをお互いに見て、個性を認め合いました。

はい 96％ どちらでもない 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 93％ どちらでもない 5％

無回答 2％

無回答 2％

授業はよくわかりましたか？Q

どちらでもない 14％はい 84％

また参加したいですか？Q

はい 54％ どちらでもない
30％

いいえ 14％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 21％ 難しかった 56％ どちらでもない
21％

授業は難しかったですか？Q

無回答 2％

無回答 2％

コーディネーターのコメント

舞踊
横浜市立戸部小学校

コンテンポラリーダンス：
からだの可能性を発見！

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s
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●コンテンポラリーダンスの「何でもあり」

の面白さを感じてくれたようです。講師の

投げかけにも、素直に反応していました。

動きについての「考え方」を学ばせてくれ

るプログラムでした。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

コンテンポラリーダンスには、決まった型があ

りません。それぞれの意識や感覚といった個性

が、それぞれの型となります。「揃わなくてもいい、

人と違っていていい」ということをまず楽しみ、認

め合えることを目指します。その上で、お互いの中

でどのような共通点を見出し、時間と空間を共有

していくか、その面白さを体験します。

実施校………横浜市立戸部小学校

日時…………平成19年7月 6 日（金） 1～4時間目

 平成19年7月 9 日（月） 1～4時間目

 平成19年7月13日（金） 3～4時間目

対象学年……6年生（2クラス）

実施教科……体育・総合

アーティスト…JOU（振付家・ダンサー）

身体を使って表現する方法を知ってほしいと考

えました。子どもたちが、はずかしがらずに、自信

を持って自己表現できるようになることを期待し、

また、本物の芸術を体験させたい、なるべく近くで

見せたいと思いました。

●今まで、ダンスって曲にあわせてふりつけ

を覚えるだけで、あまり楽しみがないと

思っていたけど、今回、ダンスにもいろいろ

あるんだなと思いました。

●へんなポーズがおもしろかった。ダンス

がちょっと楽しくなった。はずかしさが少

し消えていた。

●最初ダンスは、はずかしいなあと思いま

した。でも先生たちが自由に楽しそうに

おどっていたので、すごいなあと思った

り、カッコイイなあと思って、そんけいし

ました。

●ダンスは身近じゃなくて、プロや、習って

いる人だけのものかと思っていました。

でも、考えが変わりました。ふだんあたり

まえにしている行動もダンスになるとい

うことがわかりました。

●一人ひとりの反応や動きを見ているのが

面白く、子どもを見直すよい機会になり

ました。

●まだ自己表現の意味はわかっていないよ

うですが、これをきっかけにして、自分を

表現する方法と自信を一つ得たと思って

います。

●プロの動きの美しさ、躍動感に触発され

た児童が多く見られ、よい刺激を受けた

と思います。体を解放することの楽しさを

味わい、同時に心も開かれたと思います。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師とのコミュニケーションを図るため、まずは

ゲーム形式で身体をほぐしました。子どもたちが

学年当初から取り組んでいるソーラン節を披露

し、講師もデモンストレーションを行いました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

まず講師が考えた簡単な振りを覚えました。音楽

を流し、決まった振りをするところと、自分達の好

きな振りをするところを覚え、1曲を作品として仕

上げていきました。

【3日目】 リハーサル（1時間／全クラス）

2クラス合同で準備運動をしながら、前回の復

習。発表会用に、1クラスを2つに分け、全部で4つ

のグループを作りました。

発表会（1時間／全クラス）

4つのグループごとに作品を発表しました。決まっ

た振りと、自分で考えた面白いポーズや独創的な

振りをお互いに見て、個性を認め合いました。

はい 96％ どちらでもない 4％

授業は楽しかったですか？Q

はい 93％ どちらでもない 5％

無回答 2％

無回答 2％

授業はよくわかりましたか？Q

どちらでもない 14％はい 84％

また参加したいですか？Q

はい 54％ どちらでもない
30％

いいえ 14％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 21％ 難しかった 56％ どちらでもない
21％

授業は難しかったですか？Q

無回答 2％

無回答 2％

コーディネーターのコメント

舞踊
横浜市立戸部小学校

コンテンポラリーダンス：
からだの可能性を発見！

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント

子どもたちのコメント

c o m m e n t s

62  横浜市芸術文化教育プログラム推進事業 平成19年度事業報告書  63



普段している動きとは違う、身体に対する新し

いアプローチをすることで、気づいていなかった

自分の身体の面白さを感じます。それを心と身体

を含めた自分自身について考えるきっかけとしま

す。体育館のほか、廊下・階段といった学校内の空

間を立体的に使用することで、日常の中の非日常

性を感じ取ります。

実施校………横浜市立舞岡小学校

日時…………平成19年10月 1 日（月） 1～4時間目

 平成19年10月29日（月） 1～4時間目

 平成19年12月 6 日（月） 1～4時間目

対象学年……6年生（2クラス）

実施教科……総合

アーティスト…伊藤キム（振付家・ダンサー）

高学年になって羞恥心が出始めています。ま

た、グループでの作業は得意でも、自由な発想で

個々に活動するのは苦手な子が多くいます。普段

の学校生活ではできないことを体験し、表現力

や、外へ発信する力を養ってほしいと考えました。

●人にぶつからないように動くというのが難

しくて、少しはずかしかったです。でも一度

やってみると、はずかしいなんて忘れてし

まうし、みんなの動きを見るのも楽しかっ

たです。

●私は、いつもの自分ではない自分に出会え

たと思います。ダンスと言うと、ふりつけ、

決まりなどがありますが、コンテンポラ

リーダンスは、めちゃくちゃなことをやっ

て、自由に動けて、とても楽しかったです。

●からだで表現するというのがしんせんでし

た。最初は何をするんだろうと気になって

いて、やってみてやっとわかった感じです。

●伊藤先生の授業で、自分自身の表現をす

るということがたくさん学べたと思いま

す。この経験を勉強などこれからの生活

で生かしていきたいと思います。

●個々の動きは楽しいものばかりで、子ども

たちも楽しみながら自然に身体を動かし

ていました。特に「自由に動いてみよう」と

いう号令に対して、はじめのうちはぎこち

ない動きだった子どもたちが、色々な動き

を繰り返していくうちに、徐々に自然に動

けるようになってきたのが印象的でした。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

●やはり体を動かすのは好きなようで、普

段見られない様子が見られてとてもよ

かったです。講師の方にとても工夫して

指導していただいたので、子どもたちは

とても満足だったと思います。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師のパフォーマンスと、簡単なレクチャーの後、

音楽をかけて心と身体をほぐしました。2人1組で、

脱力した相手の身体

を人形に見立てて

ポーズをとらせてみ

るなど、身体の意外

な「動き」や「動かな

さ」を体験しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

パートナーがした動きを再現したり、イスを使っ

たオリジナルのポーズを考えて、それを音楽に

合わせてくり返したりしました。体育館を出て、階

段を横向きに寝たまま降り、普段と違う視点と動

きを体験しました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）

2日間で学んだことをパートナー以外の人と見せ

合いました。イスを使った動きの中で、それぞれ

が考えたポーズと、全員共通の振り付けをリズム

に合わせて行いました。他の人との共通点と相

違点を観察しました。

はい 93％

授業は楽しかったですか？Q

はい 66％ いいえ 5％

どちらでもない 15％

無回答 2％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 4％はい 81％

また参加したいですか？Q

はい 51％ どちらでもない
36％

いいえ 11％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 16％ 難しかった 51％ どちらでもない33％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 29％

どちらでもない 2％

いいえ 5％

コーディネーターのコメント

舞踊
横浜市立舞岡小学校

コンテンポラリーダンス：
身体を使って遊ぼう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待
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普段している動きとは違う、身体に対する新し

いアプローチをすることで、気づいていなかった

自分の身体の面白さを感じます。それを心と身体

を含めた自分自身について考えるきっかけとしま

す。体育館のほか、廊下・階段といった学校内の空

間を立体的に使用することで、日常の中の非日常

性を感じ取ります。

実施校………横浜市立舞岡小学校

日時…………平成19年10月 1 日（月） 1～4時間目

 平成19年10月29日（月） 1～4時間目

 平成19年12月 6 日（月） 1～4時間目

対象学年……6年生（2クラス）

実施教科……総合

アーティスト…伊藤キム（振付家・ダンサー）

高学年になって羞恥心が出始めています。ま

た、グループでの作業は得意でも、自由な発想で

個々に活動するのは苦手な子が多くいます。普段

の学校生活ではできないことを体験し、表現力

や、外へ発信する力を養ってほしいと考えました。

●人にぶつからないように動くというのが難

しくて、少しはずかしかったです。でも一度

やってみると、はずかしいなんて忘れてし

まうし、みんなの動きを見るのも楽しかっ

たです。

●私は、いつもの自分ではない自分に出会え

たと思います。ダンスと言うと、ふりつけ、

決まりなどがありますが、コンテンポラ

リーダンスは、めちゃくちゃなことをやっ

て、自由に動けて、とても楽しかったです。

●からだで表現するというのがしんせんでし

た。最初は何をするんだろうと気になって

いて、やってみてやっとわかった感じです。

●伊藤先生の授業で、自分自身の表現をす

るということがたくさん学べたと思いま

す。この経験を勉強などこれからの生活

で生かしていきたいと思います。

●個々の動きは楽しいものばかりで、子ども

たちも楽しみながら自然に身体を動かし

ていました。特に「自由に動いてみよう」と

いう号令に対して、はじめのうちはぎこち

ない動きだった子どもたちが、色々な動き

を繰り返していくうちに、徐々に自然に動

けるようになってきたのが印象的でした。

（財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

●やはり体を動かすのは好きなようで、普

段見られない様子が見られてとてもよ

かったです。講師の方にとても工夫して

指導していただいたので、子どもたちは

とても満足だったと思います。

【1日目】 ワークショップ1（2時間／クラスごと）

講師のパフォーマンスと、簡単なレクチャーの後、

音楽をかけて心と身体をほぐしました。2人1組で、

脱力した相手の身体

を人形に見立てて

ポーズをとらせてみ

るなど、身体の意外

な「動き」や「動かな

さ」を体験しました。

【2日目】 ワークショップ2（2時間／クラスごと）

パートナーがした動きを再現したり、イスを使っ

たオリジナルのポーズを考えて、それを音楽に

合わせてくり返したりしました。体育館を出て、階

段を横向きに寝たまま降り、普段と違う視点と動

きを体験しました。

【3日目】 ワークショップ3（2時間／クラスごと）

2日間で学んだことをパートナー以外の人と見せ

合いました。イスを使った動きの中で、それぞれ

が考えたポーズと、全員共通の振り付けをリズム

に合わせて行いました。他の人との共通点と相

違点を観察しました。

はい 93％

授業は楽しかったですか？Q

はい 66％ いいえ 5％

どちらでもない 15％

無回答 2％

授業はよくわかりましたか？Q

いいえ 4％はい 81％

また参加したいですか？Q

はい 51％ どちらでもない
36％

いいえ 11％

授業を受けて自分が変わったな、と思いますか？Q

簡単だった 16％ 難しかった 51％ どちらでもない33％

授業は難しかったですか？Q

どちらでもない 29％

どちらでもない 2％

いいえ 5％

コーディネーターのコメント

舞踊
横浜市立舞岡小学校

コンテンポラリーダンス：
身体を使って遊ぼう

プログラムの趣旨実施校情報

プログラムの内容 アンケート

学校からの期待

先生のコメント
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は、「Fiore（フィオーレ）」、「Regalo（レガーロ）」、「ニンナ・ナンナ～
大人のための子守歌」、「Calore～ぬくもり」、「Soave（ソアー
ヴェ）」。世界をステージにグローバルな活動を展開中。

君島広昭（きみしま・ひろあき）
洗足音楽大学卒業。同大学付属オペラ研究所終了。第27回、31回
日伊コンコルソ入選。オペラでは、「コシ・ファン・トッテ」フェラン
ド、「魔笛」タミーノ、「蝶々婦人」ピンカートン、ゴロー、「こうもり」
アルフレード、「カルメン」ドン・ホセのほか「夕鶴」与ひょう、「不思
議の国のアリス」帽子屋、など邦人の作品にも多く出演。また、「第
九」、「メサイア」、「レクイエム」等の宗教曲やブラームス、シューマ
ンのアンサンブルでも活躍。2003年には新作歌曲による初リサイ
タルを行い好評を博す。また、ピッコロコーラス、宮前合唱団、
コーラスやしの実の合唱指導としても活躍中。現在、洗足学園音
楽大学講師、横浜シティオペラ会員。

【音楽】 邦楽
熊沢栄利子（くまさわ・えりこ）
砂崎知子氏に師事。NHK邦楽育成会卒。1978年日本音楽集団に
入団して以降､同団の国内での公演はもちろん海外公演等の演
奏活動に数多く参加している。1981年NHKオーディションに宮田
耕八朗作曲「キビタキの森」で合格。1991年以降は、尺八の米澤
浩とジョイントリサイタルシリーズを開催し､同シリーズ「ジョイン
トリサイタル93」の委嘱作品「メナリ」をソウル・光州で初演・レ
コーディングを行ってからは、より一層アジアに目を向けた演奏
活動を展開。2001年は、ドイツ・バイエルン、オーストリア等に招
聘され、国内では（財）地域創造主催の「ステージラボ仙台セッ
ション」で邦楽ゼミの講師を務めた。

米澤浩（よねざわ・ひろし）
学生時代より宮田耕八朗師に師事し、1978年に日本音楽集団に
入団。1981年にはNHKオーディションに宮田耕八朗作曲「キビ
タキの森」で合格。1991年からはリサイタル活動を開始し、韓国
で開催された「日中韓音楽祭」にソリストとして招聘されて以降
は、アジアへの意識を高め、現在アジアンゾリスデン「ペンタジ
ア」を主宰している。日本音楽集団として、ゲヴァントハウス、
ニューヨーク・フィルハーモニー、ヘルシンキ・フィルハーモ
ニー、読売交響楽団、東京都交響楽団等内外のオーケストラと
の共演経験も多く､また個人としても､韓国国立劇場国楽管絃楽
団、中央国楽管絃楽団など韓国の民族オーケストラとの共演経
験も多い。

奥田雅楽之一（おくだ・うたのいち）
祖母中島靖子に生田流箏曲を師事。祖父唯是震一に地歌三弦を
師事する。後年、名古屋の今井勉に平家琵琶を師事。胡弓を森雄
士に師事。又、作物を二代富山清琴に師事する。（平成16年度文化
庁国内研修生）1985年国立大劇場にて初舞台。1994年、歌舞伎
「黒塚」に出演後、熱望していた西洋音楽（作曲）の勉強の為、5年
間邦楽器から遠ざかる。復帰した1999年以降は歌舞伎や日本舞
踊の地を務める他、「NHKラジオ」等にも出演。2002年、「雅楽之一
（うたのいち）」の名を受ける。年々増える大舞台を一つ一つ大切
に務め上げる一方、西洋音楽を中心とした作曲活動にも積極的
に取り組んでいる。何より、古典の習得に余念がない。

【音楽】 ゴスペル
河原厚子（かわはら・あつこ）
成蹊大学時代よりジャズクラブで歌い始める。その後コーラス・
ヴォーカリストとして、数多くのスタジオワークやツアー、CM製作
等をこなす。1983年にニューヨークへ渡り、ハーレムのジャズス
クール、ジャズモービルで本格的にボーカルを磨き直す。帰国後、
東京・横浜のジャズクラブで精力的にライブ活動を展開する一方、
親子のためのコンサート、小・中学校、生涯教育学校でのトーク＆
ライブ等、3歳から大人までのジャズの実験教室など、多彩な場所
で活躍している。

木村ヒロ（きむら・ひろ）
幼少よりドラムを始める。高校在学中より、日本ブルース界の巨
匠、近藤房之介のバックバンドなどの仕事を始める。21才のとき
ボーカルの魅力に惹かれ、ドラムより転向、数々のライブハウス
などに出演し評価を受ける。また、ラニー・ラッカー氏（在日アメ
リカ黒人のミュージシャンで日本ゴスペルの祭典「GMWA」の日
本支部長）のもとで学び、ラッカー氏率いる「ブライトライツ クワ
イヤー」のパートリーダーとしてメンバーをまとめる。現在では、
ゴスペル講師として多くの生徒を育て、CDプロデュース、ボーカ
ル、ベース、ドラム、キーボード、マニピュレート、作曲などの仕
事でオールマイティに活躍している。

【音楽】 ジャズ
ユキ・アリマサ（ゆき・ありまさ）
3歳の頃よりピアノを習い始め、12歳頃にオスカー・ピーターソン
を聞いてジャズに魅了され独学で勉強する。1983年に玉川大学
英文科を卒業後、渡米。バークリー音楽大学でジャズピアノ演奏、
作編曲を学ぶ。在学中、ピアニストとしてハンク・ジョーンズ賞、
デューク・エリントン作曲賞を受賞。1986年卒業後、同校ピアノ科
に助教授として勤務した後、「Yuki Arimasa Trio」のリーダー及び
作編曲家としてライブ活動を続ける。現在は自己のトリオ、ソロ活
動のほか、アレンジャー／作曲家として作品提供している。また、
洗足学園ジャズ科にてソルフェージュクラスを開設するとともに、
ピアノ専攻のレッスンを担当している。

【音楽】 声楽
山口佳子（やまぐち・よしこ）
東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。同大学院修士課程独唱科修
了。2005年藤原歌劇団公演「ラ・チェネレントラ」クロリンダ役でオ
ペラデビュー。同年イタリア・ロッシーニ音楽祭において「ランス
への旅」マダム・コルテーゼ役で出演。オルヴィエート第11回国際
声楽コンクールで「ラ・ボエーム」のムゼッタ賞を受賞、マンチネッ
リ劇場にて同役で出演。第8回世界オペラ歌唱コンクール「新しい
声 1999」アジア予選ファイナル出場。第10回同コンクールでドイ
ツ本選出場。現在、リクルート・オペラスカラシップ第35回生とし
てミラノで研鑽を積む。サントリーホール・オペラ・アカデミー・メ
ンバー。藤原歌劇団団員。現在、ミラノ在住。

鈴木慶江（すずき・のりえ）
横須賀市出身。東京芸術大学卒業及び、同大学院オペラ科終了。
第29回イタリア声楽コンコルソ第1位ミラノ大賞受賞により、イタ
リアのG.ニコリーニ国立音楽院に推薦留学。第31回V.ベッリーニ
国際声楽コンクール最高位受賞。多くのコンサート活動・オペラ出
演の他、2002年NHK「紅白歌合戦」、2003年NHK「ニューイヤーコ
ンサート」などテレビにも多く出演。これまでにリリースしたCD

【演劇】仮面劇
楠原竜也（くすはら・たつや）
玉川大学芸術学科演劇専攻卒業。在学中にロンドン・ラバンセン
ターに留学。2000年より本格的にダンス活動を開始。伊藤キム、白
井剛、岩淵多喜子、高橋淳（じゅんじゅん）振付作品等に出演。02年
「APE」を結成。「多くの方にHAPPYを届ける」をテーマに、国籍・年
齢・性別を問わず、多くの人々に楽しんでもらえるフィジカルシア
ター作品を創作。06年ニューヨーク、サンチアゴ、釜山にてAPE 代
表作「One day, I woke up…」を上演。国内外にてダンサーや俳優
として活躍するほか、小中高大学生や一般の方にワークショップ
を行い、受講生による公演も行う。

【演劇】 パペット
中村信子（なかむらのぶこ）
人形美術家、人形劇俳優。全国の小学校、幼稚園、児童館にて上
演。TV、映画など出演。1983年より都内の児童館の劇・人形劇サー
クルの講師、都内、神奈川県の小学校で表現教育の講師。地域と
文化を結ぶ「NPO法人地域学習協会」の設立メンバー。

【演劇】 パントマイム
すがぽん
東京都生まれ。1994年、日本マイム研究所にて佐々木博康氏にマ
イムを師事。1998年より「パフォーマンスシアター水と油」に参加。
以後「水と油」全ての作品に出演。「すがぽん」の愛称で親しまれ、
2006年までに、国内22都市、海外9カ国22都市にて公演を行う。生
まれながらのエンターテイナー。舞台活動のほかにも、小学校で
のマイム教室や子ども・親子対象のワークショップを精力的に行
う。2006年3月、「パフォーマンスシアター水と油」の活動休止を機
にソロ活動を開始。コント、演劇、司会などマイムの枠を飛び越え
た活動を展開中。2003年、江戸川区文化奨励賞受賞。

【演劇】 朗読劇
中市真帆（なかいち・まほ）
玉川大学文学部芸術学科演劇専攻卒。朗読劇講師、演劇講師、
アナウンサー、CM出演など経て、現在、遊びの家「鎌倉
PLOWLAND」主宰。演劇講師、コミュニケーションリーディング
講師、ワークショップ講師、読み聞かせの会、子育て支援事業、ラ
ジオDJを行っている。

柏木陽（かしわぎ・あきら）
1993年、演劇集団「NOISE」に参加し、演出家・劇作家の故・如月小
春とともにワークショップ指導の経験を積む。毎年夏に開催する
兵庫県立こどもの館のワークショップでは、中高生との野外活動
劇の創作や地域の教育関係者を対象とした指導者養成講座を担
当。また、世田谷パブリックシアターのワークショップにて数多く
の作品づくりも行っている。

平成19年度 芸術文化教育プログラム推進事業 
参加アーティスト

【映像】クレイアニメ
伊藤有壱（いとう・ゆういち）
東京芸術大学美術学部デザイン科卒業。幅広い人気の「ニャッ
キ！」（NHK教育）や世界初のクレイアニメソフト「CLAY TOWN」
のプロデュースなど多岐に渡って活躍する、日本を代表するア
ニメーションディレクターの一人。最新作に平井堅「キミはとも
だち」PV。日本アニメーション協会理事。大阪芸術大学芸術学部
キャラクター造形学科教授。I.TOON代表。

井上二美（いのうえ・ふみ）
東京造形大学で人形アニメーション製作していた経緯で、
「ニャッキ！」に小道具係として参加。数々の現場で経験を積んだ
後、約3年間イギリスのニック・パーク氏（ウォレスとグルミットの
監督）の母校、ナショナルフィルム＆テレビジョンスクールでア
ニメーション監督コースを専攻。2004年川本喜八郎監督の『死
者の書』に助手として参加するため日本に帰国。2005年より
I.TOONに参加。現在、フリーでアニメーターを主軸としながら、
アニメーションやアートディレクターとしても活動中。

【演劇】音楽劇
福島康（ふくしま・やすし）
1931年函館生まれ。1950年から1992年まで小学校教諭として勤
務後に定年退職。小学校教諭として勤務しながら、舞台やミュージ
カルの演出を手掛ける一方、自らも俳優として出演。1993年に劇
団風の子東京に参加。「あそびから演劇へ」をテーマに様々な演
劇講座を担当し、大学や教育委員会の委託も数多く受けている。
現在、帝京大学教育学科・非常勤講師。著書に『先生もこどももで
きる「楽しいなりきりあそび」』『表現能力の育成法～図解入り～』
『からだでワクワク表現遊び』ほか。

【演劇】 仮面劇
関野公子（せきの・きみこ）
女子美術大学図案科卒業。舞台用仮面製作、舞台衣装デザイン。
横浜ボートシアターの公演で使用する仮面のほかに青山円形劇
場「人形姉妹」、武道館一万人のコンサート「ヤマトタケル」、新国
立劇場オペラ「タケル」等の仮面製作。横浜ボートシアター「神だ
のみ」、その他バレエ、ダンス等の衣裳デザインを担当。舞台の仕
事と平行して、子どもおよび親子を対象としたワークショップを
行っている。2005年度は文部科学省「子どもの居場所作り」事業の
一環で、8ヶ月間横浜の小学校の学童保育でワークショップを担
当。その他6年前から「感性の教室」のメンバーとして様々なプロ
グラムで公立小学校数校の総合学習の授業に協力している。 

吉岡紗矢（よしおか・さや）
俳優。桐朋学園大学短期大学部芸術科卒業。1997年横浜ボート
シアター入団。「小栗判官照手姫」、「ホテル水の王宮」、「王サル
ヨの婚礼」、「遠藤啄郎のアメリカ」、「賢治讃え」、等に出演。その
他に外部の公演に賛助出演。2005年度文部科学省「子どもの居
場所作り」事業で、8ヶ月間横浜の公立小学校の学童保育でワー
クショップ担当。小中学校および高等学校の国語の授業で宮澤
賢治の作品の語りを聞かせたり、高等学校の演劇の授業で仮面
の演技を見せたりしている。

a r t i s t  p r o f i l e
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は、「Fiore（フィオーレ）」、「Regalo（レガーロ）」、「ニンナ・ナンナ～
大人のための子守歌」、「Calore～ぬくもり」、「Soave（ソアー
ヴェ）」。世界をステージにグローバルな活動を展開中。

君島広昭（きみしま・ひろあき）
洗足音楽大学卒業。同大学付属オペラ研究所終了。第27回、31回
日伊コンコルソ入選。オペラでは、「コシ・ファン・トッテ」フェラン
ド、「魔笛」タミーノ、「蝶々婦人」ピンカートン、ゴロー、「こうもり」
アルフレード、「カルメン」ドン・ホセのほか「夕鶴」与ひょう、「不思
議の国のアリス」帽子屋、など邦人の作品にも多く出演。また、「第
九」、「メサイア」、「レクイエム」等の宗教曲やブラームス、シューマ
ンのアンサンブルでも活躍。2003年には新作歌曲による初リサイ
タルを行い好評を博す。また、ピッコロコーラス、宮前合唱団、
コーラスやしの実の合唱指導としても活躍中。現在、洗足学園音
楽大学講師、横浜シティオペラ会員。

【音楽】 邦楽
熊沢栄利子（くまさわ・えりこ）
砂崎知子氏に師事。NHK邦楽育成会卒。1978年日本音楽集団に
入団して以降､同団の国内での公演はもちろん海外公演等の演
奏活動に数多く参加している。1981年NHKオーディションに宮田
耕八朗作曲「キビタキの森」で合格。1991年以降は、尺八の米澤
浩とジョイントリサイタルシリーズを開催し､同シリーズ「ジョイン
トリサイタル93」の委嘱作品「メナリ」をソウル・光州で初演・レ
コーディングを行ってからは、より一層アジアに目を向けた演奏
活動を展開。2001年は、ドイツ・バイエルン、オーストリア等に招
聘され、国内では（財）地域創造主催の「ステージラボ仙台セッ
ション」で邦楽ゼミの講師を務めた。

米澤浩（よねざわ・ひろし）
学生時代より宮田耕八朗師に師事し、1978年に日本音楽集団に
入団。1981年にはNHKオーディションに宮田耕八朗作曲「キビ
タキの森」で合格。1991年からはリサイタル活動を開始し、韓国
で開催された「日中韓音楽祭」にソリストとして招聘されて以降
は、アジアへの意識を高め、現在アジアンゾリスデン「ペンタジ
ア」を主宰している。日本音楽集団として、ゲヴァントハウス、
ニューヨーク・フィルハーモニー、ヘルシンキ・フィルハーモ
ニー、読売交響楽団、東京都交響楽団等内外のオーケストラと
の共演経験も多く､また個人としても､韓国国立劇場国楽管絃楽
団、中央国楽管絃楽団など韓国の民族オーケストラとの共演経
験も多い。

奥田雅楽之一（おくだ・うたのいち）
祖母中島靖子に生田流箏曲を師事。祖父唯是震一に地歌三弦を
師事する。後年、名古屋の今井勉に平家琵琶を師事。胡弓を森雄
士に師事。又、作物を二代富山清琴に師事する。（平成16年度文化
庁国内研修生）1985年国立大劇場にて初舞台。1994年、歌舞伎
「黒塚」に出演後、熱望していた西洋音楽（作曲）の勉強の為、5年
間邦楽器から遠ざかる。復帰した1999年以降は歌舞伎や日本舞
踊の地を務める他、「NHKラジオ」等にも出演。2002年、「雅楽之一
（うたのいち）」の名を受ける。年々増える大舞台を一つ一つ大切
に務め上げる一方、西洋音楽を中心とした作曲活動にも積極的
に取り組んでいる。何より、古典の習得に余念がない。

【音楽】 ゴスペル
河原厚子（かわはら・あつこ）
成蹊大学時代よりジャズクラブで歌い始める。その後コーラス・
ヴォーカリストとして、数多くのスタジオワークやツアー、CM製作
等をこなす。1983年にニューヨークへ渡り、ハーレムのジャズス
クール、ジャズモービルで本格的にボーカルを磨き直す。帰国後、
東京・横浜のジャズクラブで精力的にライブ活動を展開する一方、
親子のためのコンサート、小・中学校、生涯教育学校でのトーク＆
ライブ等、3歳から大人までのジャズの実験教室など、多彩な場所
で活躍している。

木村ヒロ（きむら・ひろ）
幼少よりドラムを始める。高校在学中より、日本ブルース界の巨
匠、近藤房之介のバックバンドなどの仕事を始める。21才のとき
ボーカルの魅力に惹かれ、ドラムより転向、数々のライブハウス
などに出演し評価を受ける。また、ラニー・ラッカー氏（在日アメ
リカ黒人のミュージシャンで日本ゴスペルの祭典「GMWA」の日
本支部長）のもとで学び、ラッカー氏率いる「ブライトライツ クワ
イヤー」のパートリーダーとしてメンバーをまとめる。現在では、
ゴスペル講師として多くの生徒を育て、CDプロデュース、ボーカ
ル、ベース、ドラム、キーボード、マニピュレート、作曲などの仕
事でオールマイティに活躍している。

【音楽】 ジャズ
ユキ・アリマサ（ゆき・ありまさ）
3歳の頃よりピアノを習い始め、12歳頃にオスカー・ピーターソン
を聞いてジャズに魅了され独学で勉強する。1983年に玉川大学
英文科を卒業後、渡米。バークリー音楽大学でジャズピアノ演奏、
作編曲を学ぶ。在学中、ピアニストとしてハンク・ジョーンズ賞、
デューク・エリントン作曲賞を受賞。1986年卒業後、同校ピアノ科
に助教授として勤務した後、「Yuki Arimasa Trio」のリーダー及び
作編曲家としてライブ活動を続ける。現在は自己のトリオ、ソロ活
動のほか、アレンジャー／作曲家として作品提供している。また、
洗足学園ジャズ科にてソルフェージュクラスを開設するとともに、
ピアノ専攻のレッスンを担当している。

【音楽】 声楽
山口佳子（やまぐち・よしこ）
東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。同大学院修士課程独唱科修
了。2005年藤原歌劇団公演「ラ・チェネレントラ」クロリンダ役でオ
ペラデビュー。同年イタリア・ロッシーニ音楽祭において「ランス
への旅」マダム・コルテーゼ役で出演。オルヴィエート第11回国際
声楽コンクールで「ラ・ボエーム」のムゼッタ賞を受賞、マンチネッ
リ劇場にて同役で出演。第8回世界オペラ歌唱コンクール「新しい
声 1999」アジア予選ファイナル出場。第10回同コンクールでドイ
ツ本選出場。現在、リクルート・オペラスカラシップ第35回生とし
てミラノで研鑽を積む。サントリーホール・オペラ・アカデミー・メ
ンバー。藤原歌劇団団員。現在、ミラノ在住。

鈴木慶江（すずき・のりえ）
横須賀市出身。東京芸術大学卒業及び、同大学院オペラ科終了。
第29回イタリア声楽コンコルソ第1位ミラノ大賞受賞により、イタ
リアのG.ニコリーニ国立音楽院に推薦留学。第31回V.ベッリーニ
国際声楽コンクール最高位受賞。多くのコンサート活動・オペラ出
演の他、2002年NHK「紅白歌合戦」、2003年NHK「ニューイヤーコ
ンサート」などテレビにも多く出演。これまでにリリースしたCD

【演劇】仮面劇
楠原竜也（くすはら・たつや）
玉川大学芸術学科演劇専攻卒業。在学中にロンドン・ラバンセン
ターに留学。2000年より本格的にダンス活動を開始。伊藤キム、白
井剛、岩淵多喜子、高橋淳（じゅんじゅん）振付作品等に出演。02年
「APE」を結成。「多くの方にHAPPYを届ける」をテーマに、国籍・年
齢・性別を問わず、多くの人々に楽しんでもらえるフィジカルシア
ター作品を創作。06年ニューヨーク、サンチアゴ、釜山にてAPE 代
表作「One day, I woke up…」を上演。国内外にてダンサーや俳優
として活躍するほか、小中高大学生や一般の方にワークショップ
を行い、受講生による公演も行う。

【演劇】 パペット
中村信子（なかむらのぶこ）
人形美術家、人形劇俳優。全国の小学校、幼稚園、児童館にて上
演。TV、映画など出演。1983年より都内の児童館の劇・人形劇サー
クルの講師、都内、神奈川県の小学校で表現教育の講師。地域と
文化を結ぶ「NPO法人地域学習協会」の設立メンバー。

【演劇】 パントマイム
すがぽん
東京都生まれ。1994年、日本マイム研究所にて佐々木博康氏にマ
イムを師事。1998年より「パフォーマンスシアター水と油」に参加。
以後「水と油」全ての作品に出演。「すがぽん」の愛称で親しまれ、
2006年までに、国内22都市、海外9カ国22都市にて公演を行う。生
まれながらのエンターテイナー。舞台活動のほかにも、小学校で
のマイム教室や子ども・親子対象のワークショップを精力的に行
う。2006年3月、「パフォーマンスシアター水と油」の活動休止を機
にソロ活動を開始。コント、演劇、司会などマイムの枠を飛び越え
た活動を展開中。2003年、江戸川区文化奨励賞受賞。

【演劇】 朗読劇
中市真帆（なかいち・まほ）
玉川大学文学部芸術学科演劇専攻卒。朗読劇講師、演劇講師、
アナウンサー、CM出演など経て、現在、遊びの家「鎌倉
PLOWLAND」主宰。演劇講師、コミュニケーションリーディング
講師、ワークショップ講師、読み聞かせの会、子育て支援事業、ラ
ジオDJを行っている。

柏木陽（かしわぎ・あきら）
1993年、演劇集団「NOISE」に参加し、演出家・劇作家の故・如月小
春とともにワークショップ指導の経験を積む。毎年夏に開催する
兵庫県立こどもの館のワークショップでは、中高生との野外活動
劇の創作や地域の教育関係者を対象とした指導者養成講座を担
当。また、世田谷パブリックシアターのワークショップにて数多く
の作品づくりも行っている。

平成19年度 芸術文化教育プログラム推進事業 
参加アーティスト

【映像】クレイアニメ
伊藤有壱（いとう・ゆういち）
東京芸術大学美術学部デザイン科卒業。幅広い人気の「ニャッ
キ！」（NHK教育）や世界初のクレイアニメソフト「CLAY TOWN」
のプロデュースなど多岐に渡って活躍する、日本を代表するア
ニメーションディレクターの一人。最新作に平井堅「キミはとも
だち」PV。日本アニメーション協会理事。大阪芸術大学芸術学部
キャラクター造形学科教授。I.TOON代表。

井上二美（いのうえ・ふみ）
東京造形大学で人形アニメーション製作していた経緯で、
「ニャッキ！」に小道具係として参加。数々の現場で経験を積んだ
後、約3年間イギリスのニック・パーク氏（ウォレスとグルミットの
監督）の母校、ナショナルフィルム＆テレビジョンスクールでア
ニメーション監督コースを専攻。2004年川本喜八郎監督の『死
者の書』に助手として参加するため日本に帰国。2005年より
I.TOONに参加。現在、フリーでアニメーターを主軸としながら、
アニメーションやアートディレクターとしても活動中。

【演劇】音楽劇
福島康（ふくしま・やすし）
1931年函館生まれ。1950年から1992年まで小学校教諭として勤
務後に定年退職。小学校教諭として勤務しながら、舞台やミュージ
カルの演出を手掛ける一方、自らも俳優として出演。1993年に劇
団風の子東京に参加。「あそびから演劇へ」をテーマに様々な演
劇講座を担当し、大学や教育委員会の委託も数多く受けている。
現在、帝京大学教育学科・非常勤講師。著書に『先生もこどももで
きる「楽しいなりきりあそび」』『表現能力の育成法～図解入り～』
『からだでワクワク表現遊び』ほか。

【演劇】 仮面劇
関野公子（せきの・きみこ）
女子美術大学図案科卒業。舞台用仮面製作、舞台衣装デザイン。
横浜ボートシアターの公演で使用する仮面のほかに青山円形劇
場「人形姉妹」、武道館一万人のコンサート「ヤマトタケル」、新国
立劇場オペラ「タケル」等の仮面製作。横浜ボートシアター「神だ
のみ」、その他バレエ、ダンス等の衣裳デザインを担当。舞台の仕
事と平行して、子どもおよび親子を対象としたワークショップを
行っている。2005年度は文部科学省「子どもの居場所作り」事業の
一環で、8ヶ月間横浜の小学校の学童保育でワークショップを担
当。その他6年前から「感性の教室」のメンバーとして様々なプロ
グラムで公立小学校数校の総合学習の授業に協力している。 

吉岡紗矢（よしおか・さや）
俳優。桐朋学園大学短期大学部芸術科卒業。1997年横浜ボート
シアター入団。「小栗判官照手姫」、「ホテル水の王宮」、「王サル
ヨの婚礼」、「遠藤啄郎のアメリカ」、「賢治讃え」、等に出演。その
他に外部の公演に賛助出演。2005年度文部科学省「子どもの居
場所作り」事業で、8ヶ月間横浜の公立小学校の学童保育でワー
クショップ担当。小中学校および高等学校の国語の授業で宮澤
賢治の作品の語りを聞かせたり、高等学校の演劇の授業で仮面
の演技を見せたりしている。
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【美術】 似顔絵
黒田晃弘（くろだ・あきひろ）
1970年北海道生まれ。札幌市在住。2000年より黒田一人によ
る芸術文化向上委員会｢lopnor｣の活動を開始。さまざまなイ
ベントや展覧会などを企画・制作する。他者との関係生成の
きっかけとして「似顔絵描き」をはじめ、最近ではそれが主要
な表現活動、兼自身の生活の一部となりつつある。この「似顔
絵描き」から、「横浜トリエンナーレ2005」に招聘された。

【舞踊】 コンテンポラリーダンス
JOU（じょう）
アメリカ、マレーシアなどで活動後、2000年より日本で活動
開始。千葉県産踊るハリガネーゼ／虚弱な肉体労働者。現
在は東東京地区を拠り処に様々な身体表現（舞台、映像そ
の他の振付・出演・演出等）を行う。Odorujou時々主宰。
www.odorujou.comにて公開web日記執筆中。世界各地で
の舞台活動の他、コンテンポラリーダンスの特別クラス講
師や芸術的ダンス普及活動、ダンスと音楽、建築、美術、映
像など様々な分野とのコラボレーション活動にも積極的に
取り組み、柔軟で幅広い発想力が評価されている。また、ダ
ンサーとしてのラインの美しさ、しなやかで軽やかな動き
にも定評がある。

伊藤キム（いとう・きむ）
1987年、舞踏家・古川あんずに師事。1990年ソロ活動を開
始。1995年ダンスカンパニー「伊藤キム＋輝く未来」を結成。
1996年「生きたまま死んでいるヒトは死んだまま生きている
のか？」でフランス・バニョレ国際振付賞を受賞。2005年「愛
地球博」の前夜祭パレードで総合演出をつとめる。同年、白井
剛氏とのデュオ『禁色』（原作・三島由紀夫）を発表。またパブ
リックスペースや学校、美術館などを使った作品も多い。作
品では、根源的なテ－マとして「日常の中の非日常性」を、風
刺と独特のユ－モアを交えて表現している。2007年春より
「伊藤キム＋輝く未来」から「輝く未来」にカンパニー名称を
変え、新たな形態でカンパニーを再始動した。

【伝統芸能】 荒馬踊り
荒馬座（あらうまざ）
1966年東京都板橋区に創立。首都圏唯一の民族歌舞団。
日本の太鼓や踊り・うたといった人々の生活の中から生ま
れた民族芸能には、働く人々の生活の喜怒哀楽、豊かな自
然や命をいとおしむ心、生きる知恵や共同の喜び、そして困
難を乗り越える強さや明るさが豊かに込められているとい
う観点を大切にし、こうした民族芸能を「働く人のための文
化づくり」という視点から再創造して、現代の働く人々の「明
日を生きる力」となるような舞台作品をつくっている。公演・
太鼓民舞の普及活動以外にも様々な活動を行っており、自
治体などからの依頼による太鼓囃子の作調（作曲）や、地域
のお祭りや催しの企画・演出も手掛けている。

【伝統芸能】 狂言
山本東次郎（やまもと・とうじろう）
大蔵流狂言方。1937年、故三世山本東次郎の長男として生ま
れる。型の美しさと高い精神性を追求する舞台は、狂言の持
つ本質的な魅力を再確認させてくれる。芸術選奨文部大臣
賞（1992年）、紫綬褒章（1998年）、横浜文化賞（2004年）受賞。

山本則俊（やまもと・のりとし）
大蔵流狂言方。1942年、故三世山本東次郎の三男として生ま
れる。剛直な山本東次郎家の芸風を美しく見せる、鍛え上げ
られた見事な型と、張りのあるよく澄んだ声が魅力。芸術祭
奨励賞（1964年）、芸術選奨文部大臣新人賞（1990年）受賞。

【伝統芸能】 落語
三遊亭遊吉（さんゆうてい・ゆうきち）
昭和57年3月 三遊亭遊三に入門して遊吉。昭和61年5月 遊吉
のまま二ツ目昇進 。平成6年5月 遊吉のまま真打昇進。

【伝統芸能】 マジック
松旭斎小天華（しょうきょくさい・こてんか）
奇術師である父母の教導のもとに「ファミリィマジック」とし
て初舞台を踏む。母が引退。父娘コンビでコミック的要素を
取り入れ、ちょうど普及し始めたテレビを中心に、寄席にも出
演。日本各地公演で好評を博す。父から独立。本業公演のほ
かに「学校寄席」にも積極的に参加する。

【伝統芸能】 漫才
宮田陽･昇（みやた・よう･しょう）
平成11年8月にコンビを結成。平成13年5月宮田章司一門に
入門。平成16年7月に第3回漫才新人大賞・優秀賞を受賞、平
成17年5月に第4回漫才新人大賞・大賞を受賞。

【伝統芸能】 太神楽
鏡味正二郎（かがみ・せいじろう）
平成7年より、国立劇場第1期太神楽研修を開始。平成10年に
同研修終了後、3月よりボンボンブラザース鏡味繁二郎師に
入門。同年4月からは、社団法人落語芸術協会にて噺家の前
座修業を開始し、平成11年に修業を終了。平成16年に花形演
芸会銀賞受賞。

1．新聞掲載
　2007年 6 月25日（月）　
朝日新聞･朝刊【横浜版】 
港南台第三小学校：美術（似顔絵）

　2007年12月 8 日（土）　
朝日新聞･朝刊【第二神奈川版】
南舞岡小学校：伝統芸能（荒馬踊り）

2．フリーペーパー掲載
　2007年 9 月28号　
ぱど　事業全般

　2007年 7 月 5 号　
タウンニュース【港南区版】
港南台第一小学校：音楽（声楽）
港南台第三小学校：美術（似顔絵）

　2007年 7 月12号　
タウンニュース【港南区版】
港南台第一小学校：音楽（声楽）

　2007年12月20号　
タウンニュース【緑区版】
三保小学校：伝統芸能（狂言）

a r t i s t  p r o f i l e
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【美術】 似顔絵
黒田晃弘（くろだ・あきひろ）
1970年北海道生まれ。札幌市在住。2000年より黒田一人によ
る芸術文化向上委員会｢lopnor｣の活動を開始。さまざまなイ
ベントや展覧会などを企画・制作する。他者との関係生成の
きっかけとして「似顔絵描き」をはじめ、最近ではそれが主要
な表現活動、兼自身の生活の一部となりつつある。この「似顔
絵描き」から、「横浜トリエンナーレ2005」に招聘された。

【舞踊】 コンテンポラリーダンス
JOU（じょう）
アメリカ、マレーシアなどで活動後、2000年より日本で活動
開始。千葉県産踊るハリガネーゼ／虚弱な肉体労働者。現
在は東東京地区を拠り処に様々な身体表現（舞台、映像そ
の他の振付・出演・演出等）を行う。Odorujou時々主宰。
www.odorujou.comにて公開web日記執筆中。世界各地で
の舞台活動の他、コンテンポラリーダンスの特別クラス講
師や芸術的ダンス普及活動、ダンスと音楽、建築、美術、映
像など様々な分野とのコラボレーション活動にも積極的に
取り組み、柔軟で幅広い発想力が評価されている。また、ダ
ンサーとしてのラインの美しさ、しなやかで軽やかな動き
にも定評がある。

伊藤キム（いとう・きむ）
1987年、舞踏家・古川あんずに師事。1990年ソロ活動を開
始。1995年ダンスカンパニー「伊藤キム＋輝く未来」を結成。
1996年「生きたまま死んでいるヒトは死んだまま生きている
のか？」でフランス・バニョレ国際振付賞を受賞。2005年「愛
地球博」の前夜祭パレードで総合演出をつとめる。同年、白井
剛氏とのデュオ『禁色』（原作・三島由紀夫）を発表。またパブ
リックスペースや学校、美術館などを使った作品も多い。作
品では、根源的なテ－マとして「日常の中の非日常性」を、風
刺と独特のユ－モアを交えて表現している。2007年春より
「伊藤キム＋輝く未来」から「輝く未来」にカンパニー名称を
変え、新たな形態でカンパニーを再始動した。

【伝統芸能】 荒馬踊り
荒馬座（あらうまざ）
1966年東京都板橋区に創立。首都圏唯一の民族歌舞団。
日本の太鼓や踊り・うたといった人々の生活の中から生ま
れた民族芸能には、働く人々の生活の喜怒哀楽、豊かな自
然や命をいとおしむ心、生きる知恵や共同の喜び、そして困
難を乗り越える強さや明るさが豊かに込められているとい
う観点を大切にし、こうした民族芸能を「働く人のための文
化づくり」という視点から再創造して、現代の働く人々の「明
日を生きる力」となるような舞台作品をつくっている。公演・
太鼓民舞の普及活動以外にも様々な活動を行っており、自
治体などからの依頼による太鼓囃子の作調（作曲）や、地域
のお祭りや催しの企画・演出も手掛けている。

【伝統芸能】 狂言
山本東次郎（やまもと・とうじろう）
大蔵流狂言方。1937年、故三世山本東次郎の長男として生ま
れる。型の美しさと高い精神性を追求する舞台は、狂言の持
つ本質的な魅力を再確認させてくれる。芸術選奨文部大臣
賞（1992年）、紫綬褒章（1998年）、横浜文化賞（2004年）受賞。

山本則俊（やまもと・のりとし）
大蔵流狂言方。1942年、故三世山本東次郎の三男として生ま
れる。剛直な山本東次郎家の芸風を美しく見せる、鍛え上げ
られた見事な型と、張りのあるよく澄んだ声が魅力。芸術祭
奨励賞（1964年）、芸術選奨文部大臣新人賞（1990年）受賞。

【伝統芸能】 落語
三遊亭遊吉（さんゆうてい・ゆうきち）
昭和57年3月 三遊亭遊三に入門して遊吉。昭和61年5月 遊吉
のまま二ツ目昇進 。平成6年5月 遊吉のまま真打昇進。

【伝統芸能】 マジック
松旭斎小天華（しょうきょくさい・こてんか）
奇術師である父母の教導のもとに「ファミリィマジック」とし
て初舞台を踏む。母が引退。父娘コンビでコミック的要素を
取り入れ、ちょうど普及し始めたテレビを中心に、寄席にも出
演。日本各地公演で好評を博す。父から独立。本業公演のほ
かに「学校寄席」にも積極的に参加する。

【伝統芸能】 漫才
宮田陽･昇（みやた・よう･しょう）
平成11年8月にコンビを結成。平成13年5月宮田章司一門に
入門。平成16年7月に第3回漫才新人大賞・優秀賞を受賞、平
成17年5月に第4回漫才新人大賞・大賞を受賞。

【伝統芸能】 太神楽
鏡味正二郎（かがみ・せいじろう）
平成7年より、国立劇場第1期太神楽研修を開始。平成10年に
同研修終了後、3月よりボンボンブラザース鏡味繁二郎師に
入門。同年4月からは、社団法人落語芸術協会にて噺家の前
座修業を開始し、平成11年に修業を終了。平成16年に花形演
芸会銀賞受賞。

1．新聞掲載
　2007年 6 月25日（月）　
朝日新聞･朝刊【横浜版】 
港南台第三小学校：美術（似顔絵）

　2007年12月 8 日（土）　
朝日新聞･朝刊【第二神奈川版】
南舞岡小学校：伝統芸能（荒馬踊り）

2．フリーペーパー掲載
　2007年 9 月28号　
ぱど　事業全般

　2007年 7 月 5 号　
タウンニュース【港南区版】
港南台第一小学校：音楽（声楽）
港南台第三小学校：美術（似顔絵）

　2007年 7 月12号　
タウンニュース【港南区版】
港南台第一小学校：音楽（声楽）

　2007年12月20号　
タウンニュース【緑区版】
三保小学校：伝統芸能（狂言）
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財団法人横浜市芸術文化振興財団では、市内の文化施設等でも子どもを対象とした様々な事業に取り組
み、子どもたちが芸術文化への体験を通しながら、理解を深める機会を幅広く提供しています。そのなかか
ら、主なものをご紹介いたします。

平成19年度には、財団法人横浜市芸術文化振興財団による「アート体験ワークショップ」のほかにもアート
NPOによる次のような芸術文化教育プログラムが実施されました。今後、様々なコーディネート（実施）団体
によるプログラムを増やしていく予定です。

　横浜シティオペラによる「子どもオペラ教室」

● コーディネーター（提案団体）…NPO法人 横浜シティオペラ　URL：http：//www.cityopera.jp

● 内容
横浜市で長年活動している本格的なオペラ上演団体によるプログラム。小編成でのショートバージョンのオペラ［ヘンゼルとグレーテ
ル（フンパーディンク作曲）］を鑑賞し、声楽家の発声の力強さや音楽によるドラマを体感しました。（3校）

　横浜市協働提案制度モデル事業　学校施設を利用したアウトリーチ（文化芸術の出前）事業

● コーディネーター（提案団体）…NPO法人 SEED OF ARTS （シードオブアーツ）　URL：http：//www.seed-of-arts.org

● 内容
演奏家の器楽演奏と俳優の絵本のよみきかせのコラボレーション「よみきかせクラシックキャラバン隊」、プロの演奏家が先生となり、
楽器や作曲家についてのレクチャーを交え音楽の授業を行う「特別音楽教室」、卒業生や先生、地域の方々も参加できる夜間の音楽
室でのミニコンサート「夜の音楽室コンサート」、文化施設の主催・共催事業のPRコンサートを学校の体育館で実施する「まちのコン
サート」といった音楽を主としたアウトリーチプログラムを、学校（担当教諭やPTA）との打ち合わせ重ね、内容を調整したうえで実施し
ました。（19校で実施予定）

事業開発グループ
● ZAIMでアート体験　夏休みこどもアドベンチャー

支援協働グループ
● 夏休みオープンデー　☆ヨコハマアート☆遊園地へようこそ！
● からだスッキリムーブメントワークショップ
（横浜市文化芸術の創造性を活かした地域づくり事業より、子育て支援施設と協働）

横浜美術館
● 子どものアトリエ
（「学校のためのプログラム」「わくわく日曜造形講座」「夏休み造形講座」「親子のフリーゾーン」など）

横浜みなとみらいホール
● 夏休みオルガンわくわく大作戦
（「パイプオルガンってなあに？」「パイプオルガンを弾いてみよう」「親子で行く・わくわく探検隊」
「オルガン・レクチャーコンサート」など）
● 心の教育　ふれあいコンサート
（市教育委員会主催、市内全小学校を対象とした指揮者のお話付きオーケストラ演奏会）

横浜能楽堂
● こども狂言ワークショップ　入門編/卒業編/横浜こども狂言会（発表会）
● こども能楽体験教室

横浜にぎわい座
● にぎわい座演芸探検隊～落語・落語解説・太神楽＆バックステージツアー

横浜市民ギャラリー
● ハマキッズ・アートクラブ

横浜市民ギャラリーあざみ野
● わくわくワークショップ（「イートアート」「コノミムシをつくろう」「アニメをつくろう」）
● ユースダンスワークショップ

平成19年度　財団法人横浜市芸術文化振興財団 主催 横浜市立学校での芸術文化教育プログラムの実施

【特別音楽教室】
横浜市立本町小学校（中区）…73名
平成19年4月25日（水） 

横浜市立東小学校（西区） …90名
平成19年6月27日（水） 

横浜市立永谷小学校（港南区）…109名
平成19年10月29日（月）、11月13日（火） 

横浜市立別所小学校（南区） …109名
平成19年12月7日（金）

横浜市立川上北小学校（戸塚区）… 68名 
平成19年12月11日（火） 

横浜市立倉田小学校（戸塚区）…487名
平成20年3月4日（火）予定 

横浜市立茅ヶ崎小学校（都筑区） …608名
平成19年12月10日（月） 

横浜市立瀬ヶ崎小学校（金沢区）… 580名
平成19年12月19日（水）

横浜市立いちょう小学校（泉区）…205名
 平成20年 1月15日（火） 

横浜市立岡村小学校（磯子区）… 420名
平成20年3月3日（月）予定 

横浜市立保土ヶ谷小学校（保土ヶ谷区）…487名
平成20年3月5日（水）予定 

松本中学校での「夜の音楽室コンサート」

● 実施校
横浜市立小田小学校（金沢区） …全校児童約710名
平成19年6月26日（金） 

横浜市立星川小学校（保土ヶ谷区） …全校児童約350名
平成19年9月27日（木）

横浜市立深谷台小学校（戸塚区）… 全校児童約250名
平成19年11月16日（金） 

● 実施校
【よみきかせクラシックキャラバン隊】
横浜市立上山小学校（緑区） …474名
平成19年5月17日（木） 

横浜市立希望が丘小学校（旭区） … 614名
平成19年7月 3日（火） 

横浜市立下野谷小学校（鶴見区）… 430名
 平成19年7月10日（火）

横浜市立鉄小学校（青葉区）… 166名
平成19年11月 1日（木） 

横浜市立小山台中学校（栄区）… 230名
平成19年11月 1日（木）  

横浜市立小机小学校（港北区）…615名 
平成19年11月27日（火） 

【 夜の音楽室コンサート】
横浜市立松本中学校（神奈川区）…200名
 平成19年7月14日（土） 

【 まちのコンサート】
横浜市立南瀬谷中学校（瀬谷区）…200名
 平成19年6月30日（土） 
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財団法人横浜市芸術文化振興財団では、市内の文化施設等でも子どもを対象とした様々な事業に取り組
み、子どもたちが芸術文化への体験を通しながら、理解を深める機会を幅広く提供しています。そのなかか
ら、主なものをご紹介いたします。

平成19年度には、財団法人横浜市芸術文化振興財団による「アート体験ワークショップ」のほかにもアート
NPOによる次のような芸術文化教育プログラムが実施されました。今後、様々なコーディネート（実施）団体
によるプログラムを増やしていく予定です。

　横浜シティオペラによる「子どもオペラ教室」

● コーディネーター（提案団体）…NPO法人 横浜シティオペラ　URL：http：//www.cityopera.jp

● 内容
横浜市で長年活動している本格的なオペラ上演団体によるプログラム。小編成でのショートバージョンのオペラ［ヘンゼルとグレーテ
ル（フンパーディンク作曲）］を鑑賞し、声楽家の発声の力強さや音楽によるドラマを体感しました。（3校）

　横浜市協働提案制度モデル事業　学校施設を利用したアウトリーチ（文化芸術の出前）事業

● コーディネーター（提案団体）…NPO法人 SEED OF ARTS （シードオブアーツ）　URL：http：//www.seed-of-arts.org

● 内容
演奏家の器楽演奏と俳優の絵本のよみきかせのコラボレーション「よみきかせクラシックキャラバン隊」、プロの演奏家が先生となり、
楽器や作曲家についてのレクチャーを交え音楽の授業を行う「特別音楽教室」、卒業生や先生、地域の方々も参加できる夜間の音楽
室でのミニコンサート「夜の音楽室コンサート」、文化施設の主催・共催事業のPRコンサートを学校の体育館で実施する「まちのコン
サート」といった音楽を主としたアウトリーチプログラムを、学校（担当教諭やPTA）との打ち合わせ重ね、内容を調整したうえで実施し
ました。（19校で実施予定）

事業開発グループ
● ZAIMでアート体験　夏休みこどもアドベンチャー

支援協働グループ
● 夏休みオープンデー　☆ヨコハマアート☆遊園地へようこそ！
● からだスッキリムーブメントワークショップ
（横浜市文化芸術の創造性を活かした地域づくり事業より、子育て支援施設と協働）

横浜美術館
● 子どものアトリエ
（「学校のためのプログラム」「わくわく日曜造形講座」「夏休み造形講座」「親子のフリーゾーン」など）

横浜みなとみらいホール
● 夏休みオルガンわくわく大作戦
（「パイプオルガンってなあに？」「パイプオルガンを弾いてみよう」「親子で行く・わくわく探検隊」
「オルガン・レクチャーコンサート」など）
● 心の教育　ふれあいコンサート
（市教育委員会主催、市内全小学校を対象とした指揮者のお話付きオーケストラ演奏会）

横浜能楽堂
● こども狂言ワークショップ　入門編/卒業編/横浜こども狂言会（発表会）
● こども能楽体験教室

横浜にぎわい座
● にぎわい座演芸探検隊～落語・落語解説・太神楽＆バックステージツアー

横浜市民ギャラリー
● ハマキッズ・アートクラブ

横浜市民ギャラリーあざみ野
● わくわくワークショップ（「イートアート」「コノミムシをつくろう」「アニメをつくろう」）
● ユースダンスワークショップ

平成19年度　財団法人横浜市芸術文化振興財団 主催 横浜市立学校での芸術文化教育プログラムの実施

【特別音楽教室】
横浜市立本町小学校（中区）…73名
平成19年4月25日（水） 

横浜市立東小学校（西区） …90名
平成19年6月27日（水） 

横浜市立永谷小学校（港南区）…109名
平成19年10月29日（月）、11月13日（火） 

横浜市立別所小学校（南区） …109名
平成19年12月7日（金）

横浜市立川上北小学校（戸塚区）… 68名 
平成19年12月11日（火） 

横浜市立倉田小学校（戸塚区）…487名
平成20年3月4日（火）予定 

横浜市立茅ヶ崎小学校（都筑区） …608名
平成19年12月10日（月） 

横浜市立瀬ヶ崎小学校（金沢区）… 580名
平成19年12月19日（水）

横浜市立いちょう小学校（泉区）…205名
 平成20年 1月15日（火） 

横浜市立岡村小学校（磯子区）… 420名
平成20年3月3日（月）予定 

横浜市立保土ヶ谷小学校（保土ヶ谷区）…487名
平成20年3月5日（水）予定 

松本中学校での「夜の音楽室コンサート」

● 実施校
横浜市立小田小学校（金沢区） …全校児童約710名
平成19年6月26日（金） 

横浜市立星川小学校（保土ヶ谷区） …全校児童約350名
平成19年9月27日（木）

横浜市立深谷台小学校（戸塚区）… 全校児童約250名
平成19年11月16日（金） 

● 実施校
【よみきかせクラシックキャラバン隊】
横浜市立上山小学校（緑区） …474名
平成19年5月17日（木） 

横浜市立希望が丘小学校（旭区） … 614名
平成19年7月 3日（火） 

横浜市立下野谷小学校（鶴見区）… 430名
 平成19年7月10日（火）

横浜市立鉄小学校（青葉区）… 166名
平成19年11月 1日（木） 

横浜市立小山台中学校（栄区）… 230名
平成19年11月 1日（木）  

横浜市立小机小学校（港北区）…615名 
平成19年11月27日（火） 

【 夜の音楽室コンサート】
横浜市立松本中学校（神奈川区）…200名
 平成19年7月14日（土） 

【 まちのコンサート】
横浜市立南瀬谷中学校（瀬谷区）…200名
 平成19年6月30日（土） 

子どもを対象とした主な体験型事業について NPO法人SEED OF ARTSとNPO法人横浜シティオペラについて
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